
は
じ
め
に

-
C
O
D
濃
度
と

C
O
D
環
境
基
準

ニ
C
O
D
汚
濁
負
荷
履
の
削
減
対
策

三

成

果

と

問

題

点 次

瀬
戸
内
海
の
有
機
物
汚
濁
削
減
対
策

中

山

二
六

充

7 - 3•4 ---649 (香法'88)



瀕
戸
内
海
に
つ
い
て
は
、
海
域
の
有
機
物
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
環
境
に
排
出
さ
れ
る
汚
濁
物
質
た
る
有
機
物
の
量
、
す
な
わ
ち
有

機
物
の
汚
濁
負
荷
鼠
を
、
削
減
す
る
特
別
の
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
化
学
的
酸
素
要
求
量

(
c
h
e
m
i
c
a
l
o
x
y
g
e
n
 d
e
m
e
n
d
,
 以
下
で

は
「

C
O
D
」
と
略
す
）
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
規
制
制
度
が
そ
れ
で
あ
る
。
昭
和
六
二
年
に
は
、
一
月
に
第
二
期
の
総
量
削
減
基
本
方
針

が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
六
四
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
総
量
削
減
計
画
が
、
瀬
戸
内
海
関
係
一
三
府
県
で
定
め
ら
れ
た
。

五
五
年
四
月
に
は
、

瀬
戸
内
海
の
有
機
物
の
汚
濁
負
荷
凪
を
削
減
す
る
特
別
の
対
策
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
八
年
に
遡
る
。
こ
の
年
に
、
産
業
排
水

に
係
る

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
を
：
分
の
↓
に
削
減
す
る
措
置
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
目
標
は
五
一
年
に
超
過
達
成
さ
れ
た
。
総

斌
規
制
制
度
は
、
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
五
三
年
に
制
定
さ
れ
た
。
五
四
年
六
月
に
第
一
期
の
総
量
削
減
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
、

五
九
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
総
量
削
減
計
画
が
定
め
ら
れ
た
。

第
1

期
の
総
斌
削
減
計
画
に
基
づ
く
各
種
の
対
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

達
成
率
が
低
く
、

C
O
D
発
生
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
は
、

て
い
る
海
域
も
多
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
大
阪
湾
、
広
島
湾
等
の
海
域
で
は
、

(
7
)
 

C
O
D
濃
度
レ
ベ
ル
が
比
較
的
高
い
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

五
四
年
度

か
ら
五
九
年
度
ま
で
に
「
着
実
に
削
減
さ
れ
」
て
、
「
多
く
の
海
域
に
お
い
て
環
境
濃
度
の
着
実
な
改
善
が
認
め
ら
れ
環
境
基
準
を
達
成
し

C
O
D
環
境
基
準
の

瀬
戸
内
海
の

C
O
D
汚
濁
負
荷
斌
の
削
減
対
策
は
、
果
し
て
順
調
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
瀬
戸
内
海
海
域
の
有
機
物

は
、
果
し
て
着
実
に
減
少
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
と
ら
れ
て
き
た
有
機
物
汚
濁
の
削
減
対
策
の
成
果
を
、
種
々
の
資
料
を

も
と
に
し
て
、
今
こ
そ
正
し
く
評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

は

じ

め

に

二
六
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

ま
ず
、
海
域
の

C
O
D
濃
度
の
推
移
と
、

汚
濁
負
荷
址
の
削
減
の
た
め
に
実
際
に
と
ら
れ
て
き
た
対
策
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
六 そ

の
際
に
、
特
に
対

策
の
実
施
時
期
と
汚
濁
負
荷
植
の
算
定
方
法
に
も
注
目
す
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
従
来
の

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
削
減

対
策
が
実
際
に
上
げ
た
成
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
し
、
か
つ
、
現
在
実
施
中
の
第
二
期
の
総
量
削
減
計
画
に
つ
い
て
、

行
政
に
関
係
の
深
い
本
稿
を
、
行
政
の
仕
事
に
も
長
年
携
っ
て
来
ら
れ
た
辻
占
彦
、
遠
藤
文
夫
両
教
授
の
記
念
に
捧
る
こ
と
が
で
き
、

幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
の
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
香
川
県
環
境
保
健
部
公
害
課
の
安
藤
寛
課
長
を
始
め
、
公
害
課
の
方
々
の
お
世
話

に
な
っ
た
。

(
l
)
水
質
汚
濁
防
止
法
四
条
の
二
以
下
と
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
憤
法
．
：
条
の
二
に
よ
る
。
以
下
で
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
を
注
に
お
い
て
引
用
す
る

と
き
は
「
法
」
と
表
わ
し
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
を
、
本
文
で
ホ
す
と
き
は
「
瀬
戸
内
海
法
」
、
注
に
お
い
て
引
用
す
る
と
き
は
「
瀬
法
」

と
表
わ
す
。

(
2
)
「
化
学
的
酸
素
要
求
拭
に
係
る
総
拭
削
減
基
本
方
針
（
瀬
戸
内
海
）
」
（
昭
和
六
二
年
一
月
二
三
日
）
。
以
下
で
は
、
「
基
本
方
針
（
六
二
年
）
」
と
略
す
。

(
3
)
瀬
戸
内
海
関
係
一
芝
府
県
と
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
一
一
府
県
（
大
阪
、
兵
庫
、
和
歌
山
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
福
岡
、
大
分
）

と
、
京
都
府
、
奈
良
県
で
あ
る
（
瀬
法
一
一
条
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
．
一
条
）
。
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
総
量
削
減
計
画
」
は
、

香
川
県
で
は
六
ご
年
四
月
一
ぺ

・o日
に
公
告
さ
れ
た
（
香
川
県
公
告
／
八
一
号
の
こ
）
。

な
お
、
以
下
で
は
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
を
「
瀬
令
」
と
略
し
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
規
則
を
「
瀬
規
則
」
と

略
す
。

(
4
)
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
（
昭
和
四
八
年
一

0
月
一
一
日
法
律
―

-
0号
）
四
条
に
よ
る
。
こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
三
年
六
月
一
三
日
法
律
六
八
号

に
よ
っ
て
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
改
称
さ
れ
た
。
以
下
で
、
改
正
前
の
み
に
存
在
し
た
内
容
の
条
文
を
示
す
と
き
は
、
こ
の
法
律
を
「
臨

こ
こ
に
改
め
て
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

杓
ャ
の
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
た
め
に
、

C
O
D
環
境
基
準
の
達
成
状
況
の
推
移
を
確
認
し
て
お
く
。
次
に
、

C
O
D
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て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(a) （刀
が
ヽ

そ
れ
を
行
な
う
前
に
、

(1) 

B
O
D
 

時
措
置
法
」
と
略
す
。

(
5
)
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
総
植
削
減
基
本
方
針
（
瀬
戸
内
海
）
」
（
昭
和
五
四
年
六
月
二
二
日
）
。
以
下
で
は
「
基
本
方
針
（
五
四
年
）
」
と
略
す
。

(
6
)
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
「
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
化
学
的
酸
素
要
求
址
に
係
る
総
量
削
減
計
画
（
瀬
戸
内
海
関
係
分
）
」
（
昭
和
五
五
年
）
は
、
関

係
一
三
府
県
の
総
拭
削
減
計
画
を
、
す
べ
て
掲
載
し
て
い
る
。

(
7
)
中
央
公
害
対
策
審
議
会
「
水
質
の
総
凪
規
制
に
係
る
総
植
規
制
基
準
の
設
定
方
法
の
改
定
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
（
昭
和
六
一
年

-
0月
二
九
日
中
公
審
：

•
―-
0号
）
（
以
下
で
は
、
「
中
公
審
答
申
（
六
こ
ヰ
）
」
と
略
す
）
別
添
I
l
m
①
、
②
①
。

(
8
)
昭
和
六
二
年
の
七
月
七
日
と

/
0月
一
二
日
に
、
香
川
県
公
害
課
に
お
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
。
ま
た
当
日
と
別
日
に
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
。
な
お
、
拙
稿
に
お
い
て
資
料
等
の
理
解
に
誤
り
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
責
は
す
べ
て
筆
者
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

C
O
D
濃
度
と

C
O
D
環
境
基
準

瀬
戸
内
海
海
域
の

C
O
D
濃
度
の
推
移
と

C
O
D
環
境
基
準
の
達
成
状
況
の
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
第
一
の
課
題
で
あ
る

C
O
D
濃
度

〕
般
的
に

C
O
D
濃
度
と

C
O
D
環
境
基
準
の
意
味
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

海
域
と
湖
沼
の
有
機
物
の
斌
に
関
す
る
環
境
基
準
、
排
水
基
準
及
び
総
量
規
制
は
、

そ
れ
に
対
し
、
河
川
の
有
機
物
の
1

車
に
関
す
る
環
境
基
準
と
排
水
基
準
は
、

C
O
D
を
指
標
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(
b
i
o
c
h
e
m
i
c
a
l
 o
x
y
g
e
n
 d
e
m
a
n
d
)

を
坪
m
標
と
し

C
O
D
、
す
な
わ
ち
化
学
的
酸
素
要
求
斌
と
は
、
「
水
中
に
含
ま
れ
る
有
機
物
と
被
酸
化
性
の
無
機
物
が
酸
化
剤
に
よ
っ
て
酸
化
さ
れ
る

二
六
四
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

時
、
消
費
す
る
酸
化
剤
の
鼠
を
、

そ
れ
に
相
当
す
る
酸
素
の
駄
で
表
現
し
た
も
の
」
で
あ
る
。
水
中
に
含
ま
れ
る
被
酸
化
性
無
機
物
は
通

常
の
状
態
で
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
、
水
質
汚
濁
の
規
制
で
は
、

C
O
D
は
近
似
的
に
有
機
物
の
み
の
量
を
表
わ
す
も
の
と
み
な
さ

れ
る
。
測
定
方
法
は
数
種
類
あ
る
が
、
前
記
の
規
制
で
は
、
検
査
対
象
の
水
に
硫
酸
等
と
酸
化
剤
の
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
を
入
れ
て

(10) 

三

0
分
間
加
熱
し
て
測
定
す
る
硫
酸
酸
性
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
法

(
C
O
D
M
n
)

が
原
則
的
に
用
い
ら
れ
る
。
単
位
は

m
g
/
l
又
は

P

p
m
で
あ
り
、

二
六
五

そ
の
値
が
低
い
ほ
ど
、
水
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
瀬
戸
内
海
に
流
入
す
る
黒
潮
の
海
水
は
、

p
p
m
位
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

酸
素
の
斌
が

1

こ
れ
は
一
ー
の
海
水
中
に
、
前
記
の
方
法
で
消
費
さ
れ
る
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
の
鼠
に
対
応
す
る

mg
に
な
る
だ
け
の
有
機
物
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

間
が
短
い
か
ら
、

そ
の
間
に
川
の
水
の
中
の
酸
素
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
有
機
物
、

他
方
、

B
O
D
、
す
な
わ
ち
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
と
は
、
「
検
水
を
好
気
性
微
生
物
が
十
分
生
育
で
き
る
状
態
に
し
、
通
常
は
二
〇

(12) 

度
C
で
五
日
間
放
置
し
た
時
、
消
費
さ
れ
る
酸
素
量
」
で
あ
る
。
河
川
に
つ
い
て

B
O
D
が
指
標
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
河
川
は
流
下
時

つ
ま
り
生
物
に
よ
っ
て
酸
化
さ
れ
や
す
い
有
機
物
を

規
制
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、

C
O
D
が
一

そ
れ
に
対
し
、
湖
沼
や
海
域
は
滞
留
時
間
が
長
い
の
で
、
有
機
物
の
全
量
を
規
制

(13) 

C
O
D
が
指
標
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑯
海
域
の
有
機
物
は
、
河
川
水
や
排
水
に
含
ま
れ
て
陸
域
か
ら
流
入
し
た
り
、
養
殖
場
で
の
魚
類
へ
の
給
餌
な
ど
で
海
面
に
直
接
投

入
さ
れ
る
有
機
物
に
よ
っ
て
増
加
し
、
こ
れ
が
海
流
や
潮
流
な
ど
の
海
象
と
降
雨
や
風
な
ど
の
気
象
に
よ
っ
て
、
希
釈
、
拡
散
及
び
移
動

と
い
う
物
理
的
な
変
化
を
す
る
。
そ
の
過
程
で
、
海
中
の
動
植
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
た
り
、
体
内
に
取
り
込
ま
れ
、
又
は
何
か
に
吸
着

し
た
り
、
沈
降
し
て
底
泥
に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
水
に
含
ま
れ
る
有
機
物
は
減
少
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
半
面
、
海
域
に
含
ま

れ
る
栄
養
塩
類
を
利
用
し
て
光
合
成
に
よ
っ
て
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
有
機
物
を
生
産
し
、
底
泥
か
ら
は
再
び
有
機
物
が
溶
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
海
水
に
含
ま
れ
る
有
機
物
が
増
加
す
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
も
海
象
と
気
象
が
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
す
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
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C
O
D
を
指
標
と
す
る
環
境
基
準
は
、
水
質
の
汚
濁
に
係
る
環
境
上
の
条
件
で
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
う
え
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が

坦
ま
し
い
基
準
の
う
ち
の

1

つ
で
あ
る
。
そ
の
基
準
値
は
、
湖
沼
と
海
域
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
水
域
の
利
用
目
的
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。

る。

(14) 

な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
、
海
域
に
お
け
る
有
機
物
に
よ
る
汚
濁
の
程
度
、
す
な
わ
ち

C
O
D
濃
度
が
変
化
す
る
。

し
か
し
、
底
泥
か
ら
溶
出
す
る
有
機
物
と
海
面
に
直
接
投
入
さ
れ
る
有
機
物
は
、
局
所
的
に
は
別
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
海

一
般
に
は
陸
域
か
ら
流
入
す
る
有
機
物
と
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
っ
て

内
部
生
産
さ
れ
る
有
機
物
と
で
、
海
域
中
の
有
機
物
の
大
部
分
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
水
温
が
高
く
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
活
動
が
活
発

な
夏
季
等
に
お
い
て
は
、
内
部
生
産
有
機
物
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
場
合
が
多
い
が
、
年
平
均
的
に
見
れ
ば
、
陸
域
か
ら
の
流
入
有
機

(15) 

物
の
占
め
る
割
合
の
方
が
大
き
い
場
合
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
陸
域
か
ら
の
流
人
有
機
物
の
増
減
が
、
海
域
の

C
O
D
濃
度
の
増
減
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
流
入
有
機

物
の
減
少
は
、

も
ち
ろ
ん

C
O
D
濃
度
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
に
作
用
す
る
。

C
O
D
濃
度
の
減
少
と
い
う
結
果
を
導
く
と
は
限
ら
な
い
。
流
入
有
機
物
の
鼠
と
内
部
生
産
有
機
物
等
の
鼠
の
合
計
が
、
有
機
物
の
減
少

要
因
に
よ
る
減
少
9

直
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
は
じ
め
て
、
海
域
の

C
O
D
濃
度
は
減
少
す
る
。

幅
に
減
少
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
。

□

C
O
D
環
境
基
準

①
―
般
に
、
環
境
基
準
は
「
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
土
壌
の
汚
染
及
び
騒
音
に
係
る
環
境
上
の
条
件
に
つ
い
て
、

人
の
健
康
を
保
護
し
、
及
び
生
活
環
境
を
保
全
す
る
う
え
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
」
（
公
害
対
策
基
本
法
九
条
一
項
）
で
あ

域
の

C
O
D
濃
度
に
及
ぼ
す
影
粋
は
小
さ
い
。

し
た
が
っ
て
、

し
か
し
、
流
入
有
機
物
が
減
少
し
て
も
、
必
ず
し
も
海
域
の

お
そ
ら
く
、
流
入
有
機
物
の
量
が
急
に
大

二
六
六

そ
れ
ぞ
れ
、
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(b) 
以
下
を
基
準
値
と
す
る
。

海
域
に
つ
い
て
は
、

A
、
B
、
C
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

C
類
型
は
、
利
用
目
的
が
環
境
保
全
に
適
し
、
国
民
の
日
常

生
活
（
沿
岸
の
遊
歩
等
を
含
む
）

は
、
利
用
目
的
が
水
産
二
級
（
ボ
ラ
、

準
値
は
―
―
-
m
g
/
l
以
下
で
あ
る
。

に
お
い
て
不
快
感
を
感
じ
な
い
限
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、

二
六
七

八

m
g
/
l
以
下
を
基
準
値
と
す
る
。

B
類
型

ノ
リ
等
の
水
産
生
物
用
）
、
じ
業
用
水
及
び

C
類
型
の
利
用
目
的
に
適
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
基

A
類
型
は
、
利
用
目
的
が
水
産
一
級
（
マ
ダ
イ
、
ブ
リ
、

水
産
生
物
用
）
、
水
浴
、
自
然
環
境
保
全
（
自
然
探
勝
等
の
環
境
保
全
）
及
び

B.c類
型
の
利
用
目
的
に
適
応
す
る
も
の
で
、
：

mg／
,
7
/

あ
る
海
域
を
い
ず
れ
の
類
型
に
当
て
は
め
る
か
を
定
め
る
権
限
は
、
特
に
除
外
さ
れ
た
海
域
以
外
に
つ
い
て
は
、
当
該
海
域
が
属

す
る
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。

特
に
除
外
さ
れ
た
海
域
で
瀬
戸
内
海
に
属
す
る
も
の
は
、
大
阪
湾
、
播
磨
灘
北
西
部
、
備
讃
瀬
戸
、
隧
灘
東
部
、
隧
灘
北
西
部
、
広
島

湾
西
部
、
響
灘
及
び
周
防
灘
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
海
域
に
つ
い
て
は
、
環
境
庁
長
官
が
昭
和
四
六
年
と
四
九
年
に
、
合
計
三

0
水
域
に
分

(18) 

け
て
類
型
を
指
定
し
た
。

指
定
さ
れ
た
水
域
は
、
四
七
年
度
と
四
八
年
度
は
五

0
で
あ
っ
た
の
が
、

(19) 

で
ほ
ぼ
指
定
が
完
了
し
た
。

ヽ
｀
~c
 
（
 

四
九
年
度
は
七
二
に
な
り
、

五
0
年
度
に
は
、
主
要
な
水
域

環
境
基
準
の
適
合
率
又
は
不
適
合
率
は
、
調
査
対
象
の
検
体
数
の
う
ち
で
、
環
境
基
準
値
に
適
合
す
る
又
は
適
合
し
な
い
検
体
数

(20) 

の
占
め
る
割
合
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
環
境
基
準
の
当
て
は
め
水
域
数
の
う
ち
で
、
環
境
基
準
の
達
成
さ
れ
た
水
域
数
の
占
め
る
割
合
を
、
環
境
基
準
の
達
成

(21) 

率
と
い
う
。
環
境
基
準
の
達
成
水
域
の
数
は
、
次
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
る
。
「
当
該
水
域
の
環
境
水
質
を
代
表
す
る
環
境
基
準
地
点
」
で
の

測
定
で
、
「
年
間
の
日
間
平
均
値
の
検
体
数
の
う
ち
七
五
％
以
上
の
検
体
が
基
準
値
を
満
足
し
て
い
る
も
の
を
達
成
地
点
と
し
」
、
「
一
水
域

ワ
カ
メ
等
の
水
産
生
物
用
及
び
水
産
二
級
の
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に
お
い
て
複
数
の
環
境
基
準
地
点
を
有
す
る
場
合
、
全
て
の
環
境
基
準
地
点
に
お
い
て
基
準
が
達
成
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
を
達
成
水
域
」

(22) 

と
す
る
。

(
9
)
 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 

(19) 
荒
木
峻
・
沼
田
慎
・
和
田
攻
編
『
環
境
科
学
辞
典
』
(
-
九
八
五
年
）
一
―
二
三
貝
。

「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
六
年
ロ
一
月
二
八
日
環
境
庁
告
示
五
九
号
）
第
2
①
別
表
2
1
②
ア
、

2
、
「
排
水
基
準
を
定
め
る

総
理
府
令
の
規
定
に
基
づ
く
環
境
庁
長
官
が
定
め
る
排
水
基
準
に
係
る
検
定
方
法
」
（
昭
和
四
九
年
九
月
一

:10日
環
境
庁
告
示
六
四
号
）
―
一
号
。
荒
木

ほ
か
編
・
前
掲
：
―
:
~
＼
一
ー
一
四
頁
、
砂
原
広
志
・
中
西
弘
「
海
水
の
汚
濁
」
津
田
覚
監
修
『
瀬
戸
内
海
の
自
然
と
環
境
』
（
昭
和
五
四
年
）
一
四
六
貞
も

参
照
。

砂
原
・
中
西
・
前
掲
。

荒
木
ほ
か
編
・
前
掲
四
四
パ
貞
。
「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
L

第
2
①
別
表
2
ー
①
、
「
排
水
基
準
を
定
め
る
総
理
府
令
の
規
定
に
基
づ
く

環
境
庁
長
官
が
定
め
る
排
水
基
準
に
係
る
検
定
方
法
」
．

0
号。

荒
木
ほ
か
編
・
前
掲
：
．
四
頁
。

川
村
雅
彦
・
砂
原
広
志
「
海
水
中
で
の
物
質
の
動
向
」
津
田
覚
監
修
・
前
掲
書
-
.
〇
四
頁
、
中
公
審
答
申
（
六
こ
午
）
別
添

I
l
③°

中
公
審
答
申
（
六
．
年
）
別
添

I
l
③°

「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
第
1
、
2
田
別
表

2
1
②
ア
、

2
0

公
害
対
策
基
本
法
九
粂
．．
 

項
、
及
び
「
環
境
基
準
に
係
る
水
域
及
び
地
域
の
指
定
権
限
の
委
任
に
関
す
る
政
令
」
（
昭
和
四
六
年
五
月
こ
八
日
政
令
一
五

几
号
）
．
項
。

「
環
境
基
準
に
係
る
水
域
及
び
地
域
の
指
定
権
限
の
委
任
に
関
す
る
政
令
」
別
表
、
こ
ハ
＼
リ
、
「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
（
昭
和
四
六
年

環
境
庁
告
示
第
五
九
号
）
別
表
の
水
域
の
欄
に
掲
げ
る
公
共
用
水
域
か
該
甘
す
る
水
域
類
型
」
（
昭
和
四
六
句
，
1

-

月
ご
八
日
環
境
庁
告
ぷ
六

0
号
）
、
同

（
昭
和
四
九
年
五
月
．

q:
日
環
境
庁
告
ぷ
1

.

＿
九
号
）
。

環
境
庁
『
環
境
白
茸
戸
四
八
年
版
：

1

＾1
八
頁
、
四
九
年
版
I

:

I

九
頁
、
五

0
仔
版

・'O八
頁
、
五
＾
年
版
一
＾
一
六
頁
。
水
域
類
型
の
指
定
を
行
な
う
に
際

し
て
留
意
す
べ
き
巾
項
等
に
つ
い
て
は
、
「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
第

1
2
③

¥
m、
「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
の
取
扱
い
に
つ
い

二
六
八
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八
五
％
へ
と
高
く
な
っ
た
時
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
極
め
て
特
異
な
現
象
で
あ
る
。

て
」
（
昭
和
四
五
年
七
月
こ
三
日
経
企
水
公
七
七
号
）
第
2
2
①
＼
⑦
゜

(20)
環
境
庁
『
環
境
白
書
（
五
六
年
版
）
』
二
九
二
頁
第

3
|
5
1
1
表
切
備
号
3
、
環
境
庁
水
質
保
全
局
「
昭
和
六

0
年
度
公
共
用
水
域
水
質
測
定
結
果
」

（
昭
和
六
一
年
．
二
月
）

3
①
参
照
。
公
共
用
水
域
の
水
質
の
測
定
方
法
等
は
、
「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
第

2
、
「
水
質
汚
濁
に
係
る

環
境
基
準
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
第
3
1
に
よ
る
。

(21)
環
境
庁
水
質
保
全
局
・
前
掲
表

2
1
1
、
環
境
庁
水
質
保
全
局
監
修
・
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
『
瀬
戸
内
涸
の
環
境
保
全
|
|
5
資
料
集
ー
ー
昭
和
工
ハ
＾

年
』
（
昭
和
六
二
年
）
（
以
ド
で
は
『
資
料
集
六
↓
年
』
と
略
す
）
四
六
頁

4
1
4
表
注

3
参
照
。
な
お
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
は
旬
り
5

瀬
戸
内
湘

の
環
境
保
全
ー
資
料
集
ー
』
を
発
行
し
て
い
る
が
、
以
下
で
は
前
掲
の
パ
．
年
版
と
同
様
に
、
『
資
料
集
〇
〗
年
』
と
略
し
て
表
ぷ
す
る
。

(22)
環
境
庁
水
質
保
全
局
・
前
掲
参
考

1
¥
3
0

,1, 
2
 

9

9

 

‘,’ー／ア
9

,

9

 

に
増
加
し
た
。
し
か
し
、

瀬
戸
内
海
の
汚
濁
状
態
の
推
移

瀬
戸
内
海
に
お
け
る

C
O
D
環
境
基
準
の
適
合
率
（
表
1
)

瀬
戸
内
海
に
お
け
る

C
O
D
環
境
基
準
の
達
成
率
（
表
2
)

年
度
か
ら
六

0
年
度
ま
で
は
続
け
て
八
一
％
で
あ
っ
て
、
全
国
の
海
域
（
瀬
戸
内
海
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
を
除
く
）

の
値
に
近
い
。
但
し
、

そ
の
後
は
五
四
年
度
ま
で
、

二
六
九

は
、
昭
和
四
六
年
度
の
七

0
％
か
ら
四
七
年
度
に
八
三
％
へ
と
大
幅

八
〇
＼
八
三
％
で
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。

四
九
年
度
の
六
七
％
か
ら
次
第
に
高
く
な
り
、

は
、
全
海
域
で
は
、

五
六

五
五
年
度
だ
け
は
前
年
度
の
七
六
％
か
ら
七
二
％
へ
と
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
全
国
の
全
海
域
で
は
八
二
％
か
ら

類
型
別
に
見
る
と
、

C
類
型
の
海
域
の
達
成
率
は
、
四
九
年
度
か
ら
九

0
％
を
越
え
て
お
り
、
五
七
年
度
以
降
は
一

0
0％
に
達
し
た
。

B
類
型
の
海
域
の
達
成
率
は
、
五
六
年
度
以
降
に
八

0
％
を
大
き
く
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
五
六
年
度
の
九
一
％
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、

近
時
は
除
々
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
海
域
の
大
部
分
を
占
め
る

A
類
型
の
海
域
の
達
成
率
は
、
除
々
に
上
昇
し
て
は
い

の
全
海
域
に
つ
い
て
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た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

（ウ）
ー
も
上
昇
し
、
最
高
の
一
・
八

mg／
ー
に
達
し
た
。

の る
が
、
六

0
年
度
で
五
九
％
に
す
ぎ
ず
、
全
国
の

A
類
型
の
海
域
（
同
年
度
で
七

0
%）

C
O
D
濃
度
の
分
布
面
積
の
比
率
（
図
ー
、
表
3
)

戸
内
海
全
域
の
一
四
％
を
越
え
た
が
、

そ
の
後
は
減
少
し
て
五
三
年
は
二
％
弱
に
な
っ
た
。
そ
の
半
面
、

0
＼
二

p
p
m
の
海
域
は
、
四

七
年
か
ら
五
二
年
ま
で
六
八
＼
七
八
％
で
横
ば
い
で
あ
っ
た
が
、
五
三
年
は
八

0
％
を
越
え
た
。

(23) 

瀬
戸
内
海
の
一
八
灘
の

C
O
D
濃
度
の
平
均
値
を
単
純
平
均
し
た

C
O
D
の
値
は
、
四
七
年
か
ら
五
七
年
ま
で
五
月
に
測
定
さ
れ
た
も

（表
4
)
を
見
る
と
、

ヽ

よ
り

,

1

 

四
九
年
に
最
高
の
ニ
・
一

五
四
年
の
一
・
三

m
g
/
l
ま
で
低
下
し
た
が
、

五
四
年
の
一
・
三

m
g
/
l
ま
で
低
下
し
た
後
、

に
比
べ
て
も
著
し
く
低
い
。
五
五
年
度
に
全
海

を
見
る
と
、
三

p
p
m
以
上
の
海
域
は
、

四
七
年
か
ら
四
九
年
ま
で
増
加
し
、
瀬

rng
／
ー
を
示
し
た
が
、
翌
年
は
一
・
六

m
g
/
l
ま
で
低
下
し
て
改
善
し
た
。
そ
の
後
は

(24) 

五
五
年
以
降
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
五
三
年
以
降
の
年
平
均
値
（
表
5
)
を
見
る
と
、
や

五
五
年
以
降
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
六

0
年
に
は
前
年
よ
り
一
気
に

0
・三

m
g
/

以
上
の

C
O
D
環
境
基
準
の
達
成
状
況
の
推
移
と

C
O
D
濃
度
の
推
移
を
合
わ
せ
て
、
瀬
戸
内
海
の
有
機
物
に
よ
る
汚
濁
状
況
の

推
移
を
ご
く
大
雑
把
に
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

四
六
年
度
の
汚
濁
状
態
か
ら
四
七
年
度
の
汚
濁
状
態
へ
の
推
移
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
環
境
基
準
の
適
合
率
を
見
る
と
、
汚
濁
が
減
少

し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
調
査
対
象
の
検
体
数
が
四
七
年
度
に
大
幅
に
増

(25) 

加
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
増
加
し
た
検
体
の
中
で
環
境
基
準
に
適
合
す
る
も
の
の
数
が
極
め
て
多
か
っ
た
た
め
に
、
適
合
率
が
上
昇
し

り

海

域

の

C
O
D
濃
度
の
推
移
は
、
こ
れ
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。

、A
0

き
し
域
の
達
成
率
が
落
ち
込
ん
だ
の
は
、

A
類
型
の
海
域
の
達
成
率
の
落
ち
込
み

（
前
年
度
の
四
九
％
か
ら
四
一
％
へ
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

二
七

0
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

（表 1) COD (海域）の環境基準適合率
（単位：％）

類型 I A B
 

c
 

計

46年度 63 65 80 70 

-t7 77 82 89 83 

瀬 48 69 80 93 80 

戸
49 79 82 94 82 

50 80 85 93 83 

内 SI 80 82 95 82 

海 52 80 84 98 83 

53 80 85 93 83 

5-4 80 86 96 83 

全国I54年度 86 I 91 I 97 I 88 
備考 1. 環境庁調べ。
2. 全国とは広域的な閉鎖性水域（瀬戸内海、東京湾、伊勢湾）を除いた全国の海域0)平均値てある。

3. 環境基準適合率＝（環境基準に適合した検体数十総検体数） X 100 
4 . 出典は、環境庁『環境白書(56年版）』 292頁。

（表2) 環境基準のあてはめ水域のCOD環境基準達成状況（％）

~ 年度

瀬 戸 内 海 全 因•

A B C 計 A B C 計

49 40 62 96 6i 65 80 94 ii 

50 40 74 92 69 69 77 98 77 

51 38 80 96 72 72 84 100 81 

52 43 76 98 73 70 88 100 81 

53 49 80 98 75 64 84 100 79 

54 49 80 98 76 70 91 100 82 

55 41 78 98 72 76 92 98 85 

56 54 91 98 81 71 95 100 84 

57 :> ~:> - 89 100 81 74 91 JOO 84 

58 57 87 100 81 70 88 100 81 

59 59 85 100 81 74 90 100 84 

60 59 84 100 81 70 92 98 82 

七

注 I. 環境庁調べ
2. 全国＊とは広域的閉鎖性水域（瀬戸内海、東京湾、伊勢湾）を除いた令国の海域の中・均値である。
3. 達成率（％）＝（環境基湮達成水域／環境基準あてはめ水域数） X 100 
4. 出典は、『資料集61年』 46頁。
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（図 1) 瀬戸内海における CODの測定点濃度別比率
(%)100 

60 

心 （
 

0-2ppm ）
 

20 

0,7•s•s 
備考 l. 環境庁資料による。
2 . 各年とも 5月の測定結果である。
3. 出典は、環境庁『環境白書(54年版）』 215頁。

50 51 52 53 (年）

（表3) COD分布面積比率

区 分 47 年 48 年 49 年 50 年

％ 劣

’‘ 
％ 

C 

゜
D 1 ppm以下 27.7 27. 3 23.9 26.5 

分 布 面 1. 1~2.0 ppm 43.7 39.9 45. 3 51.0 

積 比 率 2. 1~3.0 ppm 1S.6 22.7 16.7 17.2 

3. l ppm 以上 13.0 10. 1 14. 1 5.3 

備考 1. 環境庁資料による。
2 . 各年とも 5月の測定結果である。

'.). 出典は、環境庁『環境臼書(51年版）』 214頁。

（表 4) 瀬戸内海の水質の推移

年 別 C 

゜
D 透明度 T N T p 

(5月） (m9/f) (m) 伽ツ'f) (JnYf) 

4 7 1.8 5.0 

4 8 1, 7 6,2 0.275 0,023 

4 9 2.1 6.5 0.292 0.035 

5 0 1.6 6.6 Q.300 0.028 

5 1 1. 6 6,9 Q.398 0.030 

5 2 1. 7 5-8 0.277 0.029 

5 3 1. 5 6,6 0-243 Q.023 

5 4 1. 3 6-4 0-257 0.026 

5 5 1.5 5,7 0.265 0-026 

5 6 1.6 6-5 0.246 0.024 

5 7 1. 8 7-6 0,278 0-024 

二
七
二

注1. 環境庁調べ
2 . 瀬戸内洵の18灘の平均値を単純平均したものである。
3. 出典は、『資料集59年』 38頁。

7-3•4-660 (香法'88)



二七―――
瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

（表5) 瀬戸内海の水質の推移

年 別
C 

゜
D 透明 度 T N 

（叩/t) (m) （叩/f)

53 1 . 1 6.5 0. 29 

54 1 . 3 6.3 0.30 

55 1 . 5 6 . 1 0.27 

56 1 . 5 6.6 0.25 

5i 1 . 6 7.0 (0. 2 i) 

58 I . 6 6.5 0.26 

59 I . 5 6.8 0.28 

60 1 . 8 5.5 0.33 

注 1. 環境庁調べ
2. 瀬戸内海の18灘の平均値を単純平均したものである。
3. 57年の（ ）は紀伊水道を除いた17灘の平均値を単純平均したもの。
4 . 出典は、『資料集61年』 44頁。

（表6) 健康項目の環境基準を超える割合

瀬戸内海沿岸11府県 全
年度 検体数 基準を超える F/E 検体数 基準を超える

(E) 検体数 (F) （％） (E) 検体数 (F) 

46 28,393 63 0.22 89,074 504 

47 44,432 92 0.21 167,368 476 

48 49,660 112 0.22 181,072 411 

49 48,415 67 0 .14 164,786 332 

50 49,487 18 0.04 170,534 291 

51 47,389 17 0.04 161,258 140 

52 47,523 16 0.03 164,558 127 

53 52,800 ， 0.02 159,377 107 

54 40,358 2 

゜
154,154 88 

55 42,352 3 0.01 157,327 75 

56 41,161 

゜゜
155,892 74 

57 41,296 3 0.01 155,840 48 

58 38,917 2 0.01 149,463 58 

59 38,131 10 0.03 144,817 45 

60 36,252 3 0.01 142.796 32 

注 I.環境庁調べ
2. 瀬戸内海沿岸11府県（全域）の基準を超える割合
3. 『資料集57頁』 39頁と『資料集61年』 45頁の表を合成した。
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T p 
（叩/f)

0.033 

0.032 

0.029 

0.028 

(0.02i) 

0.02i 

0. 02-1 

0.029 

国

F /, E 
（％） 

0.57 

0.28 

0.23 

0.20 

0. 17 

0.09 

0.08 

0.07 

0.06 

0.05 

0.05 

0.03 

0.04 

0.03 

0.02 



①
排
水
基
準
と
総
斌
規
制
制
度

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
対
策

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

m
g
/
l
を
越
え
な
け
れ
ば
、

が
急
に
低
下
し
た
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
五
六
年
度
以
降
、

↓
 

0
0
 
％
の
ま
ま
で
あ
る
。

C
O
D
濃
度
が
高
く
な
っ
て
も
、

八

A
類
型
の
海
域
で
は
再
び
や
や
汚
濁
が
減
少
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

又
は
横
ば
い
の
状
態
に
変
わ
っ
た
。

四
七
年
度
か
ら
四
八
年
度
、

四
九
年
度
へ
と
汚
濁
は
進
行
し
た
が
、

し
か
し
、

B
類
型
と

C
類
型
の
海
域
で
は
、
年
に
よ
っ
て
汚
濁
が
横
ば
い
か
、

c類
型
の
海
域
の
環
境
基
準
の
達
成
率
は
、

五

0
年
度
か
ら
五
四
年
度
ま
で
は
、
毎
年
汚
濁
が
減
少
し
た
か
、

五
五
年
度
か
ら
は
汚
濁
が
進
む
傾
向
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

較
的
僅
か
な

C
O
D
濃
度
の
増
加
に
よ
っ
て
も
、
環
境
基
準
は
達
成
か
ら
不
達
成
へ
と
転
落
し
う
る
。
五
五
年
度
に

A
頚
型
の
環
境
基
準

む
し
ろ
僅
か
ず
つ
進
行
し
た
。
六

0
年
度
に
は
、
汚
濁
が
か
な
り
大

き
く
進
行
し
、
海
域
の

C
O
D
濃
度
の
平
均
値
は
、
特
別
の
対
策
が
開
始
さ
れ
た
四
七
年
度
の
も
の
と
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
く
な
っ
た
。

な
お
環
境
基
準
は
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

備
後
灘
、

(23)
紀
伊
水
道
東
部
・
西
部
、
大
阪
湾
北
部
・
南
部
、
播
磨
灘
北
部
・
南
部
、
備
讃
瀬
戸
東
部
・
西
部
、

内
部
、
固
防
灘
東
部
・
西
部
、
豊
後
水
道
、
響
灘
を
い
う
。
『
資
料
集
六

1

年
』
五
ご
頁
参
照
。

(24)
表

5
に
は
、
数
値
が
年
平
均
で
あ
る
こ
と
が
ポ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
資
料
集
六
．
年
』
丘
↓
一
頁
と
照
合
す
れ
ば
、

(
2
5
)
C
O
D
に
関
す
る
調
査
対
象
の
検
体
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
健
康
項
目
に
関
す
る
検
体
数
は
、
表
6
の
よ
う
に
、

の
が
、
四
七
年
度
は
四
四
、
四
：
1.

一
へ
と
激
増
し
た
。

隧
灘
、

A
類
型
の
海
域
で
は
比

安
芸
灘
、
広
島
湾
、

伊

f
灘
束
部
・

そ
れ
が
年
平
均
値
て
あ
る
と
知
れ
る
。

四
六
年
度
は
：
八
、
：
．
几
：
今
で
あ
っ
だ

二
七
四
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

有
機
物
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
の
規
制
制
度
に
は
、

も
の
と
、

よ、
99~ 
と

二
七
五

い
ず
れ
も
ニ
ハ
0
m
g
/
l
で
あ
り
、

日
間
平
均

一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の
量
が
五

0
3
m
以
上
で
あ
る
特

（
法
一
．
一
条
）
。

C
O
D
と
B
O
D
を
指
標
と
す
る
排
水
基
準
と

C
O
D
総
量
規
制
制

度
と
が
あ
る
。
瀬
戸
内
海
海
域
の
有
機
物
を
削
減
す
る
た
め
の
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
具
体
化
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

に
、
排
水
基
準
と
総
祉
規
制
制
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
、
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

口

排

水

基

準

排
水
基
準
は
、
特
定
施
設
を
設
置
す
る
［
場
又
は
巾
菜
場
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
水
の
汚
染
状
態
に
つ
い
て
の
許
容
限

度
で
あ
る
。
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
政
令
（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
以
下
で
は
「
令
」
と
略
す
）
二
条
）

ま
ず
、

で
定
め
る
有
害
物
質
に
関
す
る

C
O
D
や

B
O
D
な
ど
政
令
（
令
三
条
）
で
定
め
る
生
活
環
境
に
係
る
項
目
に
関
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
記
の
「
特
定
施
設
」

そ
の
有
害
物
質
を
含
む
か
、

又
は
後
者
の
項
目
の
汚
染
状
態
が
生
活
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
の
、

い
ず
れ
か
―
つ
に
で
も
当
た
る
汚
水
又
は
廃
液
を
排
出
す
る
施
設
で
、
政
令
（
令
一
条
別
表
第
一
）
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
そ
し
て
、

特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
を
「
特
定
事
業
場
」
と
い
い
、
特
定
事
業
場
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
水
を
「
排
出
水
」

と
い
う
（
法
二
条
二
項
・
三
項
、
三
条
一
項
・
ニ
項
）
。

排
出
者
は
特
定
事
業
場
の
排
出
口
に
お
い
て
排
水
基
準
に
適
合
し
な
い
排
出
水
を
、
排
出
し
て
は
な
ら
な
い

C
O
D
.
B
O
D
そ
の
他
生
活
環
境
項
目
に
関
す
る
排
水
基
準
は
、

定
事
業
場
の
排
出
水
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。

C
O
D
と
B
O
D
に
関
す
る
排
水
基
準
は
、

(26) 

（
一
日
の
排
出
水
の
平
均
的
な
汚
染
状
態
）
で
は
一
―

-
o
m
g
/
l
で
あ
る
。

C
O
D
排
水
基
準
は
海
域
又
は
湖
沼
に
排
出
さ
れ
る
排
出
水
に

限
っ
て
適
用
さ
れ
、

B
O
D
排
水
基
準
は
、
海
域
と
湖
沼
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
排
出
水
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
（
排
水
基

準
を
定
め
る
総
理
府
令
一
条
別
表
第
二
）
。
し
か
し
、
河
川
等
で
の
排
水
も
、
か
な
り
の
部
分
は
い
ず
れ
海
域
に
流
入
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

河
川
等
へ
の
排
水
の
み
を
規
制
す
る

B
O
D
排
水
基
準
も
、
海
域
の
有
機
物
の
削
減
に
大
い
に
関
係
す
る
。

一
般
的
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(a) (イ） ⑮
以
上
の
排
水
基
準
は
、
全
国
の
い
か
な
る
地
域
で
も
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
律
の
基
準
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
自
然
的
、

社
会
的
条
件
か
ら
判
断
し
て
、

一
律
の
排
水
基
準
に
よ
っ
て
は
生
活
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
十
分
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
に
つ
い

一
律
基
準
に
代
え
て
適
用
す
べ
き
、
よ
り
厳
し
い
許
容
限
度
の
排
水
基
準
（
上
乗
せ
基
準
）
を
、
条
例
で
定
め
る

（
法
三
条
三
項
ー
五
項
）
。

ま
た
、
特
定
事
業
場
以
外
の
工
場
又
は
事
業
場
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
水
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
は
条
例
で
必
要
な
規

（
法
二
九
条
）
。

制
（
横
出
し
基
準
）
を
定
め
て
も
よ
い

い
特
定
事
業
場
か
ら
下
水
道
へ
排
除
さ
れ
る
下
水
に
は
、
そ
の
下
水
道
が
、
終
末
処
理
場
を
設
置
し
て
い
る
公
共
下
水
道
・
流
域
下

水
道
、
又
は
そ
の
流
域
下
水
道
に
接
続
す
る
公
共
下
水
道
で
あ
れ
ば
、
排
水
基
準
は
適
用
さ
れ
な
い
（
法
二
条
一
項
）
。

の
水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
水
質
基
準
の
項
目
は
排
水
基
準
の
項
目
と
大

そ
れ
ら
の
下
水
に
は
、
下
水
道
法
（
ニ
一
条
の
二
）

体
同
じ
で
、
許
容
限
度
も
ま
た
同
じ
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、

度
が
か
な
り
緩
和
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

B
O
D
に
つ
い
て
の
水
質
基
準
は
、
原
則
と
し
て
六
O
O
r
n
g
/
l
未
満
、
例
外
的
な
場
合

で
も
三

0
0
m
g
/
l
未
満
、
よ
り
も
厳
し
い
も
の
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
下
水
道
法
施
行
令
九
条
の
四
、

九
条
の
五
）
。
こ
れ
ら
の
下
水
は
下
水
道
終
末
処
理
場
で
処
理
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
下
水
道
終
末
処
理
場
か
ら
の
排
出
水
に
排
水
基
準
を
適

用
す
れ
ば
（
令
一
条
別
表
第
一
、
七
三
号
）
、

排
水
、

こ
と
が
で
き
る

て
は
、
都
道
府
県
は
、

C
O
D
と
大
腸
菌
群
数
の
項
目
は
な
く
、

そ
れ
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
共
通
す
る
項
目
で
許
容
限

総
量
規
制

総
量
規
制
は
、
汚
濁
の
著
し
い
広
域
の
閉
鎖
性
水
域
の
水
質
環
境
基
準
を
達
成
・
維
持
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
、

流
入
す
る
汚
濁
負
荷
の
総
量
を
一
定
量
以
下
に
抑
え
る
た
め
に
、
沿
岸
地
域
と
流
入
河
川
の
上
流
た
る
内
陸
地
域
の
、
生
活
排
水
、
産
路

そ
の
他
す
べ
て
の
汚
濁
発
生
源
に
つ
い
て
、
汚
濁
負
荷
量
の
統
＿
的
か
つ
効
果
的
な
削
減
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

二
七
六

そ
の
水
域
に
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

（図 2) 汚濁発生源の概要
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(b) 
（図
2
参
照
）
。
ま
ず
、

そ
の
水
域
に
関
係
す
る
指
定
地
域
全
体
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
項
目
の
汚
濁
負
荷
量
の
総
斌
削
減
方

針
を
定
め
る
。
次
い
で
、
都
道
府
県
知
事
が
そ
の
総
量
削
減
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、
各
都
道
府
県
に
つ
い
て
総
量
削
減
計
画
を
定
め
、

1

定
の
汚
濁
発
生
源
に
つ
い
て
総
量
規
制
基
準
を
定
め
て
規
制
す
る
と
と
も
に
、

汚
濁
発
生
源
に
対
し
て
は
行
政
指
導
を
す
る
。
国
と
地
方
公
共
団
体
は
、

そ
の
他
の

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
も
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
。
こ
れ
が

総
拭
規
制
制
度
の
概
略
で
あ
る

総
鼠
規
制
制
度
が
作
ら
れ
た
の
は
、
口
で
説
明
し
た
排
水
基
準
が
濃
度
規
制
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
制
度
的
な
限
界
が
あ
る
た
め
に
、

汚
濁
の
進
行
を
防
止
で
き
な
い
と
懸
念
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
①
「
甘
該
水
域
に
流
入
す
る
汚
濁
発
生
源
と
し
て
、
上
流
県
等
内
陸
部
か

ら
の
負
荷
を
効
果
的
に
規
制
て
き
な
い
」
。
②
「
大
き
な
負
荷
＇
車
を
も
つ
生
活
排
水
へ
の
配
慮
が
十
分
で
な
い
」
。
③
「
特
定
施
設
の
新
増

設
に
伴
う
負
荷
＇
一
ェ
の
増
大
に
有
効
に
対
処
し
え
な
い
」
。
④
「
希
釈
排
水
」
に
よ
っ
て
、
汚
濁
負
荷
量
を
減
少
さ
せ
な
い
で
排
水
韮
準
に
は

適
合
さ
せ
る
と
い
う
行
為
を
、
取
締
れ
な
い
。

な
お
、
「
生
活
排
水
対
策
の
相
対
的
な
遅
れ
等
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
ド
水
道
整
備
の
こ
層
の
促
進
等
を
図
り
、
生
活
排
水
を
極
力
規
制

ふ
空

対
象
に
取
り
込
む
等
に
よ
っ
て
、
産
業
排
水
と
生
活
排
水
の
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
し
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

総
鼠
削
減
基
本
方
針
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
関
係
都
道
府
県
り
知
れ
の
意
見
を
聴
き
、
公
害
対
策
会
議
の
議
を
経
て
定
め
る
。

こ
の
総
埴
削
減
基
本
方
針
は
、
指
定
水
域
に
流
入
す
る
水
の
汚
濁
負
荷
量
の
総
凰
を
、
目
標
年
度
に
所
定
の
総
量
に
削
減
す
る
た
め
に
、

指
定
地
域
の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
水
の
汚
濁
負
荷
州
に
つ
い
て
、
発
生
源
別
と
都
道
府
県
別
に
目
標
年
度
の
削
減
目
標
量
を
定
め

そ
の
他
の
：
＾
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
生
活
排
水
は
「
日
常
生
活
に
お
い
て
排
出
さ
れ

る
（
法
四
粂
の
こ
）
。
汚
濁
発
生
源
は
、
生
活
、
産
業
、

る
し
尿
及
び
雑
排
水
し
、
産
業
排
水
は
「
［
場
等
の
生
産
活
動
等
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
」
、
そ
の
他
は
「
家
畜
の
飼
育
、

牛
産
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ふ
ん
尿
及
び
雑
排
水
」
や
、
「
山
林
、
水
田
、
市
街
地
等
か
ら
の
自
然
的
汚
濁
負
荷
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

（
法
四
条
の
二
＼
四
条
の
五
等
）
。

こ
の
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
、

二
七
八
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

も
の
に
限
ら
れ
る

る
総
凰
削
減
基
本
方
針
の
日
途
は
、
指
定
水
域
に
つ
い
て
指
定
項
目
の
水
質
環
境
基
準
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
（
法
四
条
の

．．
 

第．
1

項）。

し
か
し
、
「
対
象
水
域
の
水
質
等
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
」
、
「
環
境
基
準
の
全
面
的
な
達
成
を
前
提
と
し
た
目
標
値
を
直
ち
に
設
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
」
か
ら
、
「
目
標
年
次
に
お
い
て
現
実
的
に
対
応
可
能
な
範
囲
で
目
標
値
を
定
め
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

指
定
水
域
に
流
人
す
る
汚
濁
負
荷
'
-
山
の
総
屈
の
目
標
値
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
る
。

業
の
動
向
そ
の
他
の
自
然
的
、
社
会
的
条
件
を
韮
礎
と
し
、
発
生
源
別
り
汚
濁
負
荷
口
直
り
削
減
い
た
め
に
採
ら
れ
た
措
置
を
名
慮
し
て
、

日
標
年
度
に
お
い
て
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
水
の
発
生
源
別
の
汚
濁
負
荷
憤
」
を
算
出
す
る
。
そ
の
汚
濁
負
荷
凧
の

削
減
を
、
「
目
標
年
度
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
い
処
理
0
技
術
の
水
準
、
ド
水
道
の
整
備
及
び
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
施
設

の
設
置
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
実
施
可
能
な
限
度
に
お
い
て
」
、
図
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
見
込
ま
れ
る
汚
濁
負
荷
量
の
総
凰
が
、
目
標
値

こ
の
総
斌
に
対
応
し
て
目
標
年
度
に
お
い
て
指
定
地
域
で
発
生
す
る
汚
濁
負
荷
址
の
総
鼠
が
算
出
さ
れ
、

見
を
聴
き
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
（
公
害
対
策
会
議
の
議
を
経
る
）
を
受
け
て
定
め
る
。

こ
の
削
減
目
標
量
を
達
成
す
る
た
め
の
総
量
削
減
計
画
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
が
各
都
道
府
県
に
つ
い
て
、
関
係
市
町
村
の
意

総
量
削
減
計
画
の
内
容
は
、
発
生
源
別
の
汚
濁
負
荷
址
の
削
減
目
標
量
、

（
法
四
条
の
三
）
。

当
て
ら
れ
て
、
各
都
道
府
県
の
削
減
目
標
植
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る

（
令
四
条
の
五
）
。

二
七
九

ま
ず
「
指
定
地
域
に
お
け
る
人
口
及
び
産

そ
の
達
成
の
方
途
、

そ
れ
が
各
都
道
府
県
に
割
り

そ
の
他
総
拭
削
減
に
必
要
な
事
項
で
あ

⑯
総
口
軍
規
制
基
準
は
、
そ
の
総
鮎
削
減
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
、
関
係
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
（
法
四
条
の
五
）
。
規
制
対
象
は
、

面）

「
行
政
的
な
実
効
性
等
を
考
慮
し
て
」
、
指
定
地
域
内
の
特
定
事
業
場
で
、
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の
量
が
五

0
3
m
以
上
で
あ
る

（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
（
以
下
で
は
「
規
則
」
と
略
す
）
一
条
の
四
）
。
こ
の
特
定
事
業
場
は
、
「
指
定
地
域
内

7
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の
限
度
で
あ
る

（
法
ー
ニ
条
の
二
）

（図
3
参
照
）
。

事
業
場
」
と
呼
ば
れ
る
（
法
四
条
の
五
第
一
項
）
。
総
量
規
制
基
準
は
、
指
定
地
域
内
事
業
場
ご
と
に
許
容
さ
れ
る
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量

一
般
に
汚
濁
負
荷
量
は
、
汚
濁
項
目
の
濃
度
と
排
出
水
の
量
と
の
積
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
た
る
総
量
規
制
基
準
L
k
g
／
日
は
、

県
知
事
が

C
の
値
を
定
め
る
。

準
と
が
と
も
に
適
用
さ
れ
る
が
、

終
末
処
理
場
を
設
置
し
て
い
る
公
共
下
水
道
・
流
域
下
水
道
、

に
は
、
総
鼠
規
制
基
準
も
や
は
り
適
用
さ
れ
な
い

（
法
四
条
の
五
第
三
項
）
。

の
で
あ
る
。

C
O
D
に
つ
い
て
の
排

一
定
の

C
O
D
濃
度
の
値
c
r
n
g
/
l
と
、
各
指
定
地
域
内
事
業
場
の

特
定
排
出
水
の
量

Q
面
／
日
と
の
積
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
、

L
=
C
X
Q
X
 10-3
で
あ
る
（
規
則
一
条
の
五
）
。

(34) 

C
の
値
に
つ
い
て
は
、
業
種
そ
の
他
の
区
分
ご
と
に
範
囲
を
環
境
庁
長
官
が
予
め
定
め
、
そ
の
区
分
ご
と
に
こ
の
範
囲
内
で
、
都
道
府

特
定
排
出
水
と
は
、
排
出
水
の
う
ち
、
専
ら
冷
却
用
、
減
圧
用
等
で
汚
濁
負
荷
拭
が
増
加
し
な
い
も
の
に
供
さ
れ
た
水
を
除
い
た
水
で
、

い
わ
ゆ
る
工
程
排
水
な
ど
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
規
則
一
条
の
五
第
＾
項
）
。
指
定
地
域
内
事
業
場
に
は
総
菫
規
制
基
準
と
排
水
基

そ
の
規
制
対
象
た
る
排
出
水
の
範
囲
は
若
干
異
な
る
の
で
あ
る

又
は
そ
の
流
域
下
水
道
に
接
続
す
る
公
共
下
水
道
へ
排
除
さ
れ
る
下
水

（
法
二
条
一
項
）
。

品

35)

Q
の
値
に
は
、
指
定
地
域
内
事
業
場
の
通
常
の
操
業
状
態
に
お
け
る
最
大
の
凰
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

都
道
府
県
知
事
は
、
一
般
の
総
凰
規
制
基
準
の
ほ
か
に
、
特
定
施
設
の
新
設
さ
れ
た
既
存
の
指
定
地
域
内
事
業
場
（
特
定
施
設
の
新
増

設
に
よ
っ
て
新
た
に
指
定
地
域
内
事
業
場
に
な
っ
た
既
存
の
工
場
・
事
業
場
を
含
む
）
と
、
新
設
さ
れ
た
指
定
地
域
内
事
業
場
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
の
総
斌
規
制
基
準
に
代
え
て
適
用
す
べ
き
特
別
の
総
凪
規
制
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
四
条
の
五
第
一

1

項）。

(36) 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
特
別
の
総
凰
規
制
基
準
は
、
や
や
複
雑
な
式
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
。

指
定
地
域
内
事
業
場
の
設
置
者
は
、
こ
の
よ
う
な
総
量
規
制
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ニ
八
〇
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⑮

許

可

制

変
更
の
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

‘’ 
ウ
,
1
,
 
排
水
基
準
と
総
址
規
制
基
準
に
よ
る
規
制
を
可
能
に
し
、

し‘

ら

i(a) 

ま
た
改
善
命
令
等
の
制
裁
が
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

届
出
制

五
改
に
、
特
定
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
排
出
水
の
排
出
者
は
、
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
、

T
場
又
は
事
業
場
の
名
称
と
所

在
地
、
特
定
施
設
の
種
類
・
構
造
・
使
用
の
方
法
、
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
方
法
、
排
出
水
の
汚
染
状
態
と

址
（
指
定
地
域
内
の
工
場
・
事
業
場
の
場
合
は
、
排
水
系
統
別
の
も
の
を
含
む
）
等
を
、
都
道
府
県
知
事
に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
列
挙
し
た
事
項
の
う
ち
で
、
特
定
施
設
の
構
造
以
下
の
も
の
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
じ
で
あ
る
（
法
五
条
、
七
条
）
。

こ
の
う
ち
、
排
出
水
の
汚
染
状
態
・
植
と
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
特
定
事
業
場
の
排
水
口
に
お
け
る
排
出
水
（
排
水
系

統
別
の
排
出
水
の
場
合
は
、
特
定
排
出
水
）
の
汚
染
状
態
の
値
・
水
量
の
、
通
常
値
と
最
大
値
で
あ
る

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
施
設
の
排
出
水
が
排
水
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
届
出
者
に
対
し
て
特
定
施
設
の
設
置
・
変

更
に
関
す
る
計
画
の
変
更
又
は
廃
止
を
命
じ
、
指
定
地
域
内
事
業
場
の
排
出
水
が
総
試
規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
設

置
者
に
対
し
て
汚
水
等
の
処
理
方
法
の
改
善
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
命
令
は
、
届
出
の

受
理
の
日
か
ら
六

0
日
以
内
に
限
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
原
則
と
し
て
こ
の
期
間
を
経
過
し
な
い
う
ち
は
、
届
出
者
が
特
定
施
設
の
設
置
・

（
法
八
条
、
八
条
の
二
、
九
条
）
。

こ
の
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
と
、
計
画
変
更
命
令
や
計
画
実
施
の
制
限
に
違
反
し
た
者
は
、
懲
役
又
は
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る

（
法
三

0
条
、
三
二
＼
三
四
条
）
。

届
出
制
・
許
可
制
と
制
裁

ニ
八

（
規
則
三
条
三
項
五
号
、
六
号
）
。

か
つ
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、
特
定
施
設
の
届
出
又
は
許
可
の
制
度
が
と
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な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

（
瀬
法
六
条
、

八
条
；
珀
項
）
。

す
る
工
場
又
は
事
業
場
に
係
る
も
の
」

は
、
常
に
許
可
を
し
、

た
だ
そ
の
設
置
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
閻
に
つ
い
て
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば

こ
れ
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
で
き
る

（
瀬
法
五
条

q

二
＼
七
項
、

八
条
↓
こ
項
、
瀬
規
則
四
条
）
。

瀬
戸
内
海
法
の
適
用
を
受
け
る
区
域
内
の
特
定
施
設
に
つ
い
て
は
、
特
別
に
規
制
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、

な
変
更
を
除
く
）

そ
の
設
置
又
は
変
更
（
軽
微

は
、
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
。
但
し
、
次
の
施
設
に
つ
い
て
は
許
可
を
必
要
と
し
な
い
。

特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
出
水
の
ニ
日
酋
た
り
の
最
大
量
が
、
五

0
面
未
満
で
あ
る
場
合
。
下
水
道

終
末
処
理
場
。
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
し
尿
処
理
施
設
。
地
方
公
共
団
体
等
が
設
置
す
る
廃
油
処
理
施
設
（
瀬
法
五
条
―
項
、

申
請
書
に
排
出
者
が
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
届
出
制
の
場
合
と
大
体
同
じ
で
あ
る
（
瀬
法
五
条
．
一
項
、

八
条

八
条
二
項
、
瀬
規
則
一
ご
条
）
。
た

だ
、
大
き
く
異
な
る
点
が
＾
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぽ
す
影
脚
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
束
に

基
づ
く
事
前
評
価
」
、
す
な
わ
ち
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
畠
面
を
、
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

府
県
知
事
は
、
許
可
の
申
請
が
あ
る
と
、
遅
滞
な
く
そ
の
概
要
を
告
ぷ
し
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
書
面
を
三
週
間
公
衆
の
縦
覧
に
供

す
る
と
と
も
に
、
関
係
府
県
の
知
事
と
市
町
村
の
長
に
通
知
し
て
、
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
崎
該
特
定
施
設
の
設
償
に
関
し

利
害
関
係
を
有
す
る
者
」
は
、

許
可
が
な
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
手
続
を
経
て
、
「
山
~
該
特
定
施
設
か
ら
の
汚
水
等
の
排
出
が
瀬
戸
内
海
の
環
境
を
保
全
す
る
上
に
お
い
て

著
し
い
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
、
府
県
知
事
が
認
め
る
場
合
で
あ
る
。
但
し
、
「
廃
棄
物
の
処
理
を
日
的
と

府
県
知
事
は
、
許
可
を
受
け
ず
に
特
定
施
設
を
設
置
・
変
更
し
た
者
に
対
し
て
、
施
設
の
除
却
や
操
業
の
停
止
な
ど
の
違
反
足
正
措
置

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
瀬
法
．

1

条
）
。
そ
の
違
反
者
と
こ
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
懲
役
又
は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
瀬
法
二
四

で
あ
る
。

二
項
、
瀬
令
四
条
）
。

1
¥
 

[

J
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瀕戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

鉱
山
、
電
気
工
作
物
及
び
廃
油
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
の
特
定
施
設
の
届
出
と
改
善
命
令
等
に
関
す
る
規
定
は
適

用
さ
れ
ず
、
鉱
山
保
安
法
、
電
気
事
業
法
又
は
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
相
当
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(d) ．
四
条

1¥11
項
項
）
。
そ
し
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
排
出
水
の
排
出
者
に
対
し
て
必
要
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
に
特
定
事
業
場

こ
の
よ
う
に
し
て
特
定
事
業
場
の
実
情
を
把
握
で
き
る
。
そ
し
て
、
排
水
基
準
に
適
合
し
な
い
排
出
水
を
排
出
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
特
定
施
設
の
構
造
・
使
用
方
法
、
汚
水
等
の
処
理
の
方
法
の
改
善
を
命
じ
、
又
は
特
定
施
設
の
使
用
、

排
出
水
の
排
出
の
一
時
停
止
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
量
規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
排
出
水
が
排
出
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
指
定
地

域
内
事
業
場
の
設
置
者
に
対
し
て
は
、
汚
水
等
の
処
理
の
方
法
の
改
善
等
の
措
置
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る

排
水
基
準
に
適
合
し
な
い
排
出
水
を
排
出
し
た
者
は
、
そ
れ
だ
け
で
懲
役
又
は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
直
罰
）

三
四
条
）
。
そ
れ
に
対
し
、
総
量
規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
排
出
水
を
排
出
し
た
者
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
違
反
事
実
の
確
認
が
現
実
的

(38) 

に
困
難
を
伴
う
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

適
用
除
外
さ
れ
る
施
設

せ
ら
れ
る

（法一―

_
0条
、
一
二
．
四
条
）
。

へ
の
立
入
検
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ニ
八

い
ず
れ
の
基
準
に
つ
い
て
も
、
改
善
命
令
等
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
懲
役
又
は
罰
金
に
処

（
法
「
一
条

1

項）。

（法一こ
1

条、

（
法
一
三
条
一
項
、
三
項
）
。

都
道
府
県
知
事
は
、

ら
ず
、

が
適
用
さ
れ
て
い
る
指
定
地
域
内
事
業
場
の
設
置
者
は
、

排
出
水
の
汚
濁
負
荷
位
の
測
定
手
法
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

か
つ
そ
の
排
出
水
い
排
出
者
は
、
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
'
-
山
を
測
定
し
、
か
つ
そ
り
結
果
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法

い
立
人
検
査
、
改
善
命
令
等

排
出
水
の
排
出
者
は
、
排
出
水
の
汚
染
状
態
を
測
定
し
、

条、
1

六
条
）
。

そ
り
結
果
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
総
量
規
制
基
準
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に
す
ぎ
な
い

口

指

導

等

き
る た
だ
、

二
項
）
。

そ
れ
ら
に
つ
き
権
限
を
有
す
る
国
の
行
政
機
関
の
長
は
、
関
係
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

都
道
府
県
知
事
は
、
計
画
変
更
命
令
や
改
善
命
令
に
相
当
す
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
、

（
法
二
三
条
二
＼
四
項
）
。

都
道
府
県
知
事
は
、
総
植
削
減
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
を
、
指
定
地
域
内
事
業
場
か
ら
の
排
出
水
の

排
出
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
指
定
地
域
内
で
公
共
用
水
域
に
汚
水
、
廃
液
そ
の
他
の
汚
濁
負
荷
量
の
増
加
の
原
因
と
な
る
物
を
排
出
す

る
も
の
に
対
し
て
、

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
一
三
条
の
二
）
。

（
法
ニ
―
一
条
一
項
、

そ
の
行
政
機
関
の
長
に
要
請
す
る
こ
と
が
で

た
だ
、
立
入
検
査
は
、
特
定
事
業
場
に
対
し
て
の
み
で
き
、
必
要
事
項
の

報
告
は
、
持
定
事
業
場
か
ら
の
排
出
者
と
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
汚
水
廃
液
等
を
排
出
す
る
者
に
対
し
て
の
み
、
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
意
味
に
つ
い
て
は
、

「
水
質
汚
濁
防
止
法
の
施
行

諮
問
丘

0
号
）
説
明
資
料
、

(26)
「
／
日
当
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の
鼠
」
の
算
定
と
、
「
一
日
の
排
出
水
の
平
均
的
な
汚
染
状
態
」

に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
六
年
九
月

!
1
Q
日
環
水
管
―

1四
号
）
r

(27)
但
し
、
旅
館
業
の
施
設
は
、
水
質
基
準
の
適
用
を
受
け
な
い
（
下
水
道
法
施
行
令
九
条
の
一
＿
）
0

1

般
的
に
は
水
質
基
準
の
適
用
対
象
て
あ
る
物
質
に
係

る

F
水
の
排
除
に
も
、
公
共
用
水
域
に
直
接
排
除
さ
れ
た
と
し
て
も
排
水
珪
準
か
適
用
さ
れ
な
い
場
合
と
、
そ
の
物
質
の
処
理
施
設
が
公
共
下
水
道
又
は

流
域
下
水
道
に
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
な
い
（
下
水
道
法
施
行
令
九
条
の
1

^

.

)

。

(28)
中
央
公
害
対
策
審
議
会
ぶ
水
質
の
総
拭
規
制
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
（
昭
和
五
一
正
'1
こ
月
九
日
中
公
審
／
五
五
号
）
（
以
ド
て
は
「
中
公

審
（
五
二
年
）
」
と
略
す
）
別
紙
ー
①
、
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
渭
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
」
（
昭

和
五
四
年
七
月
九
日
環
水
規
几
几
号
）
（
以
下
で
は
「
昭
五
四
環
水
規
九
几
り
」
と
略
す
）
第
1
2
。

(29)
環
境
庁
長
官
「
水
質
の
総
量
規
制
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
諮
間
）
」
（
昭
和
丘
こ
年

1
0月
一
．
じ
日
環
水
規
．
七
八
号
、

中
公
審
答
中
（
五
．
“
年
）
別
紙
l
①
＼
③
、
昭
五
四
環
水
規
几
九
号
第
1
2
。

ニ
八
四
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

(7) (2) 

(a) 

ニ
八
五

「
参
考
資
料

（
五
四
年
）
L

(30)
中
公
審
答
申
（
五
一
一
年
）
別
紙
l
①。

(31)
環
境
庁
「
東
京
湾
、
伊
勢
湾
及
び
瀬
戸
内
海
の
総
量
削
減
基
本
方
針
に
係
る
参
考
資
料
」
（
昭
和
五
四
年
六
月
）
（
以
下
で
は

と
略
す
）

3
備
考
山
、
同
（
昭
和
六
二
年
一
月
）
（
以
下
で
は
「
参
考
資
料
（
六
：
年
）
」
と
略
す
）

4
備
考
①
゜

(32)
中
公
審
答
申
（
五
一

1

年
）
別
紙
1
⑤。

(33)
中
公
審
答
申
（
五
一
一
年
）
別
紙
ー
④
゜

(34)
「
化
学
的
酸
素
要
求
址
に
つ
い
て
の
総
械
規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
ー
（
昭
和
五
四
年
五
月
q

」
ハ
日
環
境
庁
告

示
一
九
号
）
、
同
（
昭
和
六
．
年
ロ
一
月
二
〗
日
環
境
庁
告
示
四
六
号
）
。
前
者
の
告
小
は
、
後
者
の
告
示
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
現
在
は
後
者
の
告
が
の

み
が
効
力
を
有
す
る
。

(35)
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
総
量
規
制
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
四
年
．

0
月
九
日
環
水
規
一
四
九
号
）
第
2
1
0
、
「
化
学
的
酸
素
要
求
拭
に

つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
総
理
府
令
等
の
改
正
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
．
年
ニ
一
月

・,o日
環
水
規
―

・,o六
号
）

2
①。

(36) 

L= (Cj X
 Q
j
 +
 
C
i
 x
 Q
i
 +
 
C
o
 x
 Q
o
)
 X
 10ー3
に
よ
る
（
昭
和
六
一
年
―
二
月
総
理
府
令
六
七
号
に
よ
る
改
正
前
は
、

L=(Ci x
 Q
i
 +
 
C
o
 x
Q
0
)
x
l
o
ー3

で
あ
っ
た
）

O
C
O
は
一
般
の
総
量
規
制
基
準
の

C
と
同
じ

C
O
D
濃
度
値
で
あ
り
、

Cj
と
Ci
は
、
こ
れ
と
同
じ
か
又
は
よ
り
厳
し
い
（
小
さ
い
）

C
O
D

濃
度
値
で
あ
る
。

Qj
は
一
定
の
期
日
以
後
に
、

Qi
は
そ
の
期
日
の
前
日
よ
り
さ
ら
に
以
前
の
一
定
の
期
日
以
後
に
、
特
定
施
設
又
は
指
定
地
域
内
事
業
場

の
新
増
設
に
よ
っ
て
増
加
し
又
は
新
た
に
生
じ
た
特
定
排
出
水
の
量
で
あ
り
、

QOは
Qj
と
Qiを
除
い
た
、
す
な
わ
ち

Qi
に
関
す
る
新
増
設
前
の
、
特
定
排

出
水
の
量
で
あ
る
。

(37)
こ
の
測
定
と
記
録
は
、
規
九
条
、
九
条
の
二
、
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
方
法
」
（
昭
和
五
四
年
五
月
一
六
日
環
境
庁
告
示
二

0

号
）
、
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
手
法
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
四
年
―
一
月
一
九
日
環
水
規
一
七
三
号
）
に
よ
る
べ
き
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

(38)
中
公
審
答
申
（
五
二
年
）
別
紙
2
⑨。

昭
和
四
八
年
に
臨
時
措
置
法
四
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
、
産
業
排
水
に
係
る

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
措
置
は
、

産
業
排
水
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
二
分
の
一
削
減
措
置

瀬
戸
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四
七
年
に
関
係
―
―
府
県
に
発
生
す
る
産
業
排
水
に
係
る

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
は
、

月
二
日
か
ら
三
年
以
内
に
（
臨
時
措
置
法
四
条
、
附
則
一
条
）
、
す
な
わ
ち
五
一
年
―
一
月
一
日
ま
で
に
、
こ
れ
を
六
七
三

t
／
日
に
削
減

す
る
こ
と
が
目
途
と
さ
れ
た
。
こ
の
汚
濁
負
荷
鼠
の
関
係
府
県
へ
の
割
当
は
、
瀕
戸
内
海
環
境
保
全
審
議
会
の
答
申
を
四
九
年
一
月
一
1

-

＾

日
に
経
て
、
同
年
二
月
一
日
に
定
め
ら
れ
た
。

割
当
（
表
7
)

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
（
大
阪
、
兵
庫
、
岡
山
、
広
島
）
。

％
の
削
減
率
で
あ
っ
て
、

負
荷
量
の
も
と
も
と
小
さ
い
香
川
県
（
一
九

t
／
日
）

（
こ
の
特
別
の
措
置
の
実
施
以
前
に
も
、
環
境
基
準
の
達
成
を
図
る
目
的
で
、
関
係
ー
一
府
県
は
各
府
県
の
全
部
又
は
一
部
の
公
共

(40) 

用
水
域
に
つ
い
て
、
上
乗
せ
基
準
を
設
定
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、

C
O
D
汚
濁
負
荷
菫
の
割
当
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
上
乗

せ
排
水
基
準
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
四
九
年
末
ま
で
に
は
瀬
戸
内
海
関
係
の
公
共
水
域
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
設
定
が
完
了
し
た
。
排

(42) 

水
植
の
少
な
い
工
場
・
事
業
場
に
も
排
水
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
府
県
が
多
い
。
ま
た
、
工
場
・
事
業
場
と
の
間
で
公
害
防
止
協

(b) 
内
海
と
こ
れ
に
流
入
す
る
河
川
に
排
出
さ
れ
る
産
業
排
水
に
つ
い
て
、

C
O
D
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量
を
四
七
年
当
時
の
二
分
の
一
程

度
に
減
少
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
、
排
水
基
準
を
用
い
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
環
境
庁
長
官
は
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
審
議
会
の
議
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
地
域
全
域
の

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
限
度
を
決
め
、

こ
れ
を
瀬
戸
内
海
沿
岸
―
―
府
県
に
割
り
当
て
て
、
関
係
府
県
ご
と
の
汚
濁
負
荷
鼠
の
限
度
を
定
め
る
。
関
係
府
県
は
汚
濁
負
荷
量
を
こ

の
限
度
ま
で
段
階
的
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
上
乗
せ
排
水
基
準
を
条
例
で
設
定
す
る
の
で
あ
る
。

で
目
立
つ
の
は
、

四
七
年
の
汚
濁
負
荷
量
が
飛
び
抜
け
て
大
き
い
山
口
県
（
三
五
八

t
／
日
）
が
、
六
五
％
も
削
減
す

四
七
年
の
汚
濁
負
荷
量
が
一

0
0
t
／
日
以
上
の
府
県
は
、

は
、
削
減
率
も
五
％
に
す
ぎ
な
い
。

四
四
＼
五

0
％
を
削
減
す
る
こ
と
と

し
か
し
、
大
分
県
は
六
一
％
で
削
減
率
が
高
い
。
反
対
に
、
愛
媛
県
は
一
ご
五

四
七
年
の
汚
濁
負
荷
量
が
六
〇
＼
七
五

t
／
日
の
県
（
和
歌
山
、
徳
島
、
福
岡
）

な
み
の
低
さ
で
あ
る
。
汚
濁

一
、
三
四
五

t
／
日
で
あ
っ
て
、
四
八
年

ニ
八
六
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

⑥

五

一

年

一
月
に
は
、

月
か
ら
で
あ
ろ
う
。

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

目
標
は
超
過
達
成
さ
れ
、

早
く
て
四
九
年
半
ば
頃
、

は
基
準
適
用
前
に
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
行
政
指
導
が
な
さ
れ
て

既
設
の
工
場
・
事
業

遅
く
て
五
一
年
一

汚
濁
負
荷
鼠

場
へ
の
上
乗
せ
基
準
が
適
用
さ
れ
始
め
る
時
の
違
い
に
応
じ
て
、

府
県

か
ら
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
な
時
期
は
、

そ
れ
は
既
設
の
工
場
・
事
業
場
に
対
し
て
基
準
が
適
用
さ
れ
た
時
、

又

場
・
事
業
場
が
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
措
置
を
と
る
時
か
ら
で
あ
り
、

濁
負
荷
量
の
総
量
が
減
少
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
は
、

既
設
の
エ

よ
っ
て
の
み
減
少
し
う
る
。

し
た
が
っ
て
、

上
乗
せ
基
準
に
よ
っ
て
汚

汚
濁
負
荷
量
の
総
量
は
、

既
設
の
事
業
場
の
汚
濁
負
荷
量
の
減
少
に

年 じ
四
九
年
三
月
二
七
日
か
ら
で
あ
る
も
の
の
、

(44) 

一
月
一
日
か
ら
と
さ
れ
た
。

既
設
事
業
場
に
は
五

で
あ
り
、

広
島
県
で
の
適
用
は
、

新
設
事
業
場
こ
そ
基
準
設
定
日
と
同

阪
府
で
の
適
用
は
、

全
域
か
つ
全
業
種
と
も
五
一
年

一
月
一
日
か
ら

が
少
な
く
な
く
、

そ
の
遅
れ
は
か
な
り
大
幅
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

大

し
か
し
、

上
乗
せ
排
水
基
準
の
適
用
を
設
定
日
よ
り
遅
ら
せ
た
府
県

(43) 

定
を
結
ぶ
と
い
う
方
法
も
用
い
ら
れ
た
。

（表7) 産業排水に係るCOD汚濁負荷量の削減に関する達成状況
（単位: トン f ]) 

ニ八七

47年発牛 割当負荷量 51 年 11 月調査結果 52 仔 5 月調食結果

府県名
増 減 増 減

負荷量 (A) 負荷量(B,)
(C,), —ー (A) (B,1 

達成¾'(%) 負萄量(R,J
（し） (AJ (Iい 達成乎(%1

大阪 H9 7• 68.5 5.5 107 .• 67 .o 7.0 100.s 

兵庫 131 65 511.9 6.1 109.4 S!).O 6.0 100 2 

和歌山 60 • I 2J. I 11,9 129.0 'lJ.8 13.2 132 ,2 

岡山 122 66 H.8 21.2 132.1 •••• 21.6 132.7 

広島 100 56 Jl.2 )7.8 131.8 31.• 2• .6 1•3 .9 

山口 3511 127 63.6 63.4 1•9 .9 75. I 51.9 1•0-9 

徳島 62 41 27.9 13.1 132.0 26.1 I• .9 I必 .J

香川 19 18 8.9 9.1 150.6 8.8 9.2 151 .J 

愛媛 124 8) ~7. 1 22.9 128.6 55.2 2-1.8 131.0 

福岡 75 49 ~-6 t•.• 129.4 32.0 17.0 13• -7 

大分 145 “ 27 .9 28,1 150,2 お.2 四.8 153,2 

計 I .J~S 673 •~.5 213 .5 131.7 453.0 220.0 132.7 

注l, 環境庁調べ

2'達成率 (H 
(A)--(Rl 

'C  

(A) 
) X 100 

3. 調脊対象事業場は、昭和51年11月約27,300事茉場、 ll(i和52'!5月約27.100事榮場

4 . 出典は、『資料集56年』 72頁
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第
一
に
、

度
の
値
と
、
届
出
に
記
載
さ
れ
た
排
出
水
の
通
常
量
と
を
乗
じ
て
算
出
し
た
値
を
、
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
一
年
と
五
二
年
の
汚
濁

負
荷
量
も
ほ
ぼ
同
様
の
方
法
に
よ
る
。
排
出
水
の
量
に
つ
い
て
は
、
実
測
値
が
得
ら
れ
れ
ば
、

(49) 

測
値
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

(e) 
は
四
五
九
・
五

t
／
日
に
な
り
、

(45) 

五
二
年
五
月
に
は
四
五
三
．

0
t
／
日
に
ま
で
減
少
し
た
（
表
7
)
。
な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
、
四
八
年
四

(46) 

月
一
日
か
ら
は
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
し
尿
投
棄
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
、
生
活
排
水
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
も
か
な
り
減
少
し
た
と
考
え
ら

こ
の
よ
う
に
、
削
減
措
置
は

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
大
幅
な
削
減
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、

佐
伯
工
場

(
S
P
を
生
産
す
る
）

廃
止
す
る
こ
と
で
、

(
k
P
)
を
生
産
す
る
）

ほ
と
ん
ど
の
工
場
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り

厳
し
い
措
置
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
評
さ
れ
て
い
る
。
汚
濁
負
荷
量
の
限
度
量
は
産
業
の
立
地
状
態
や
産
業
排
水
の
実
態
を
考
慮
し

て
割
当
て
ら
れ
た
。
山
口
県
と
大
分
県
の
削
減
計
画
量
が
、
合
計
で
瀬
戸
内
海
全
域
の
総
削
減
計
画
量
（
六
七
―
―
ト
ン
／
日
）
の
半
分
に

近
い
三
二

0
ト
ン
／
日
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
こ
に
二
八
八
ト
ン
／
日
も
の
汚
濁
負
荷
量
を
発
生
さ
せ
る
山
陽
国
策
パ
ル
プ
岩
国
工
場
（
亜

と
、
同
様
に
多
量
の
汚
濁
負
荷
量
を
発
生
さ
せ
る
興
人

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
山
陽
パ
ル
プ
岩
国
工
場
は
、
二
系
統
あ
っ
た

S
P
生
産
施
設
の
う
ち
一
系
統
を

よ
う
や
く
基
準
を
達
成
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
工
場
の
排
水
を
大
幅
に
規
制
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の

他
の
工
場
の
排
水
規
制
は
さ
ほ
ど
強
化
す
る
こ
と
な
く
、
目
標
を
達
成
で
き
る
計
画
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
目
標
の
超
過
達
成
は
、
不
況
の
た
め
に
、
有
機
汚
濁
物
質
を
排
出
す
る
工
場
の
稼
動
率
が
、
四
五
年
に
比
べ
て
一
丁
~
三
割
下
が

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
措
置
で
示
さ
れ
た
汚
濁
負
荷
量
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

硫
酸
パ
ル
プ

そ
の
算
定
方
法
で
あ
る
。

(
S
P
)
 

四
七
年
の
汚
濁
負
荷
鼠
は
、
各
特
定
事
業
場
ご
と
に
行
政
検
杏
で
実
測
し
た
結
果
た
る

C
O
D
濃

と
製
紙
用
の
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ

れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
実

ニ
八
八
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

る
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、

そ
の
総
量
は
、
産
業
排
水
の
う
ち
で
、
特
定
事
業
場
か
ら
の
産
業
排
水
に
係
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、

よ
る
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
香
川
県
で
は
、
最
大
排
水
量
五

0
面
／
日
以
上
の
特
定
事
業
場
の
全
部
（
但
し
、

し
尿
処
理
場
、
団
地
等
を
除
く
）

が
行
な
わ
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
と
、
最
大
排
水
量
五

0
3
m
／
日
未
満
の
特
定
事
業
場
の
約
―
割
程
度
に
つ
い
て

C
O
D
濃
度
値
の
実
測

(50) 

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
全
部
の
汚
濁
負
荷
量
が
推
計
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
定
事
業
場
に
当
た
ら
な

い
未
規
制
の
工
場
・
事
業
場
の
分
は
、

9

9

 ィ'、
数
は
、

ま
ず
、
適
用
対
象
た
る
特
定
事
業
場
の
数
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ニ
八
九 し

か
も
、
推
計
に

そ
こ
に
示
さ
れ
た
汚
濁
負
荷
凰
の
総
量
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

臨
時
措
置
法
四
条
の
規
定
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
排
水
基
準
は
、
総
鼠
規
制
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
現
在
で
も
、
「
地
先
水

域
の
水
質
保
全
等
の
観
点
か
ら
」
存
続
し
、
上
乗
せ
基
準
と
横
出
し
基
準
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

瀬
戸
内
海
関
係
一
三
府
県
に
お
け
る
排
水
基
準
の
適
用
状
況
を
、
次
に
見
て
み
よ
う
。

a
 

(52) 

関
係
一
三
府
県
全
域
（
昭
和
五
六
年
三
月
末
で
八
一
五
市
町
村
、
六
一
年
三
月
末
で
八
一
四
市
町
村
）
に
存
在
す
る
特
定
事
業
場
の
総

五
六
年
三
月
末
で
六
三
、
一
九
一
で
あ
り
、
六
一
年
三
月
末
で
六
五
、
一
四
六
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
量

が
五

0
面
以
上
の
も
の
は
、

五
六
年
三
月
末
に
六
、
六
四
三
で
あ
り
、
六
一
年
―
―
―
月
末
に
六
、
八
九
一
で
あ
る
（
表
8
)
。
こ
の
数
は
両
年
と

(53) 

も
総
数
の
約
―
-
％
の
割
合
を
占
め
、
全
国
の
特
定
事
業
場
に
つ
い
て
の
割
合
と
同
じ
で
あ
る
。
条
例
の
内
容
に
関
係
な
く

C
O
D
と
B

O
D
に
係
る
排
水
基
準
の
適
用
を
受
け
る
の
は
、
こ
の
一
―
％
の
特
定
事
業
場
で
あ
り
、
各
府
県
が
条
例
に
よ
っ
て
排
水
基
準
の
上
乗
せ

又
は
横
出
し
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

も
っ
と
多
く
の
割
合
の
特
定
事
業
場
が

C
O
D
と
B
O
D
に
係
る
排
水
基
準
の
適
用
を
受
け
て
い

（
「
水
質
汚
濁
防
止
法
上
の
特
定
事
業
場
」
と
呼
ば
れ
る
）

瀬
戸
内
海
関
係
府
県
に
お
け
る
特
定
事
業
場
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
上
の
届
出
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
み
を
設
置
す
る
工
場
・
事
業
場

と
、
瀬
戸
内
海
法
上
の
許
可
を
受
け
た
特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
・
事
業
場

7 - 3•4 -677 (香法'88)



（
「
瀬
戸
内
海
法
上
の
特
定
事
業
場
」

事
業
場
も
、

（表
9
)
と
、
食
料
品
業
は
二
二
％
一
日

と
呼
ば
れ
る
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。
瀬
戸
内
海
法
（
適
用
対
象
地
域
は
、
五
六
年
三
月
末
で
六

0
六

(54) 

市
町
村
、
六
一
年
三
月
未
で
六

0
五
市
町
村
）
上
の
特
定
事
業
場
の
数
は
、
五
六
年
三
月
末
で
四
、
九
六
二
で
あ
り
、
六
一
年
三
月
末
で
五
、

0
1
一
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
量
が
五

0
面
以
上
の
も
の
は
、
五
六
年
三
月
末
で
四
、
七
二
五
で
あ
り
、
六
一
年

(55) 

三
月
末
で
四
、
七
七
九
で
あ
る
（
表
8
)
。
こ
の
数
は
両
年
と
も
全
体
の
約
九
五
％
の
割
合
を
占
め
る
。
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
五
％
の
特
定

一
日
当
た
り
の
最
大
排
出
水
量
が
五

0
面
以
上
で
あ
っ
て
、
比
較
的
規
模
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
条
例
に
よ
っ
て
お

（表
9
)

そ
ら
く
そ
の
全
部
又
は
ほ
と
ん
ど
が
、

C
O
D
と
B
O
D
に
係
る
排
水
基
準
の
適
用
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

(56) 

中
分
類
の
業
種
別
に
特
定
事
業
場
の
内
訳
を
見
る

と
、
全
国
の
特
定
事
業
場
の
総
数
の
う
ち
で
、
食
料
品
業
の
占
め
る
割
合

は一

1
0％
弱
で
あ
る
の
に
対
し
、
繊
維
工
業
は
二
％
弱
で
あ
り
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
業
、
化
学
工
業
、
鉄
鋼
業
は
一
％
に
も
満
た

ず
、
特
に
石
油
製
品
・
石
炭
製
品
業
は

0
•
0
1―\
0
•
0
1
1
]
％
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、

一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
量
が
五

0
面
以
じ

で
あ
る
も
の
の
う
ち
で
は
、
食
料
品
業
は
や
や
割
合
が
減
っ
て
約
一
四
％
で
あ
る
が
、
他
の
五
業
種
は
や
や
割
合
を
増
す
。
す
な
わ
ち
、

繊
維
工
業
は
四
＼
五
％
、
化
学
工
業
は
四
％
弱
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
業
は
二
％
強
、
鉄
鋼
業
は
一
％
弱
、
石
油
製
品
・
石
炭
製
品

業
は

0
・
ニ
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
五
業
種
は
、
排
出
水
量
の
多
い
事
業
場
の
割
合
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

瀬
戸
内
海
関
係
一
三
府
県
の
全
域
の
特
定
事
業
場
の
総
数
の
う
ち
と
一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
砿
が
五

0
面
以
上
で
あ
る
も
の
の
う

ち
で
、

そ
れ
ら
六
業
種
の
占
め
る
割
合
は
、
手
元
の
資
料
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
法
上
の
特
定
事
業
場
だ
け
に
つ
い
て
、

当
た
り
の
平
均
排
出
水
量
が
五

0
面
以
上
で
あ
る
も
の
の
う
ち
で
、
六
業
種
の
占
め
る
割
合
を
見
る

で
あ
っ
て
、
前
記
の
全
国
の
特
定
事
業
場
に
つ
い
て
の
割
合
よ
り
も
、
僅
か
に
低
い
。
そ
れ
に
対
し
、
繊
維
工
業
は
九
¥
1
0
 %
、
化
学

工
業
は
約
七
％
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
業
は
三
％
強
、
鉄
鋼
業
は

1

＼
二
％
、
石
油
製
品
・
石
炭
製
品
業
は

0
•
四
％
で
あ
っ
て
、

れ
ぞ
れ
前
記
の
全
国
の
特
定
事
業
場
に
つ
い
て
の
割
合
よ
り
も
高
い
。

二
九
〇

そ
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九

瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

（表8) 瀬戸内海関係13府県の特定事業場

年月日
特定事業場 全特定事

排出水最による規模別内訳

平均排出水量うち 平均排出水量

（ 各3年月3 1 日） 
うち

の種類 業数 が50而／日 有害物質を が50而/El 有害物質を
以上のもの 排出するもの 未満のも (J) 排出するも(})

水質汚濁防止法

55 年 瀬戸内海法 4.590 4,356 765 234 34 
計 -. --

水質汚濁防止法 58,229 I, 918 188 56,311 2,718 
56 年 瀬戸内海法 4,962 4. 725 812 237 32 

計 63. 191 6,643 ＇ 1,000 56,548 2,750 
水質汚濁防止法 57,415 1,811 147 55,604 2,691 

57 年 瀬戸内海法 4,981 4,738 760 243 30 
計 62,396 6,549 907 55,847 2,721 

水質汚濁防止法 59,365 2. 114 201 57,251 2,676 

58 年 瀬戸内海法 5,012 4,770 755 242 27 
計 64,377 6,884 956 57.493 2,703 

水質汚濁防止法 59,656 2,069 178 57,587 3,391 

59 年 瀬戸内海法 5,046 4,793 835 253 27 
計 64,702 6,862 I.013 57,840 3 .418 

水質汚濁防止法 ~. --

60 年 瀬戸内海法 4,586 4,360 783 226 31 
計

水質汚濁防止法 60,135 2.112 204 58,023 3,590 

61 年 瀬戸内海法 5,011 4,779 849 232 25 
計 65,146 6,891 1,053 58,255 3,615 

沖 1. 特定事業場の種類において、 1水質汚濁防止法」とは水質汚濁防」1法 l・JJ特定事業也をいい、「瀬
戸内海法」とは瀬戸内海法｝：の特定事業場をいう。
2. 「施行状況(55年度）」付表第］、付表第2、[「`資料集58打』 82貞、 1,資料1$::59年,,82白、『資料集60
年』 93頁、『資料集61年』 87、88貞から作成。

（表 9) 全国の特定事業場の主要業種別内訳

三業種 総 数
うち平均排出水量が

うち瀬戸内海法r:の50m'/日以上のもの
の数 特定事業場の数

昭 56 昭 61 昭 56 昭 61 昭 56 昭 61 

食料品業
52,904 51,408 4,238 4,166 625 644 
(19.6%) (18.4%) (14.0%) (13. 9%) (13.2%) (13.4%) 

繊維工業
4,954 4,494 1,503 1. 318 476 434 
(1.8%) (1.6%) (5.0%) (4.4%) (10.1%) (9.0%) 

パルプ・品紙・ 1,207 1,143 742 678 160 147 
紙加工業 (0.4%) (0.4%) (2.4%) (2.3%) (:3.4%) (3. 1%) 

化学工業
1,872 1,871 1,144 1,096 334 333 
(0. 7%) (0. 7%) (3.8%) (3. 7%) (7 .1 %) (6.9%) 

石炭油製品・ 72 67 54 56 21 20 
石製品業 (0. 03%) (0. 02%) (0.2%) (0.2%) (0.4%) (0.4%) 

鉄 鋼 業
648 525 284 226 78 62 
(0.2%) (0.2%) (0. 9%) (0.8%) (1. 7%) (1.3%) 

全業種の合計
269,311 279,762 30,355 29,890 4,725 4,797 
(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) 

注 1. 「昭56」とは昭和56年3月31日、「昭61」とは昭和61年 3月31日の数をし,.・,。
2. 「施行状況(55年度）」付表第3-2、「施行状況(60年度）」付表第3-2により作成。
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さ
ら
に
、
瀬
戸
内
海
法
上
の
特
定
事
業
場
で
あ
っ
て
、

六
業
種
以
外
の
業
種
・
施
設
で
は
、
旅
館
業
、
豚
房
・
牛
房
・
馬
房
施
設
、
洗
濯
機
、
自
動
式
車
両
洗
浄
施
設
が
、
特
定
事
業
場
の
総

数
の
う
ち
で
占
め
る
割
合
が
高
く
、
全
国
に
つ
い
て
の
そ
の
割
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
二
九
％
弱
、

あ
る
。
し
尿
処
理
施
設
と
酸
・
ア
ル
カ
リ
表
面
処
理
施
設
の
割
合
も
比
較
的
高
く
、

二
九
二

そ
れ
ぞ
れ
四
％
弱
、
約
二
％
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
量
が
五

0
面
以
上
で
あ
る
も
の
の
う
ち
で
占
め
る
割
合
で
は
、
豚
房
・
牛
房
・
馬
房
、
洗
濯
機
、
自
動
式
車

両
洗
浄
施
設
は
極
め
て
低
く
、

を
見
る
と
、

か
ろ
う
じ
て
旅
館
業
が
一
四
％
弱
で
、
二
八
＼
三
一
％
の
し
尿
処
理
施
設
と
五
％
強
の
酸
・
ア
ル
カ
リ
表

面
処
理
施
設
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
、
二
位
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
二
％
以
上
で
あ
る
も
の
は
、
電
気
メ
ッ
キ
施
設
、
科
学
技

(57) 

術
に
関
す
る
研
究
・
試
験
・
検
査
施
設
、
砂
利
採
取
業
、
下
水
道
終
末
処
理
場
、
病
院
で
あ
る
。

一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
量
が
五

0
面
以
上
で
あ
る
も
の
の
う
ち
で
の
割
合

し
尿
処
理
施
設
が
二
九
＼
三
二
％
、
酸
・
ア
ル
カ
リ
表
面
処
理
施
設
が
約
六
％
で
あ
っ
て
、
前
記
の
割
合
よ
り
僅
か
に
高
い

の
に
対
し
て
、
旅
館
業
は
六
＼
七
％
で
あ
っ
て
、
前
記
の
割
合
よ
り
も
か
な
り
低
い
。
病
院
は
三
＼
四
％
、
金
属
製
品
・
機
械
器
具
製
造

業
は
二
＼
三
％
、
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
・
試
験
・
検
査
施
設
は
約
三
％
、
電
気
メ
ッ
キ
施
設
は
二
％
弱
で
あ
る
が
、
砂
利
採
取
業
と

(58) 

下
水
道
終
末
処
理
場
の
割
合
は
極
め
て
低
い
。

⑮
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
特
定
施
設
の
設
置
と
そ
の
構
造
等
の
変
更
の
届
出
は
、
瀬
戸
内
海
関
係
一
三
府
県
で
は
、
特
定
事
業

(59) 

場
の
所
在
地
に
応
じ
て
一
三
府
県
の
知
事
と
二
四
の
政
令
市
の
長
の
う
ち
の
誰
か
に
提
出
さ
れ
る
。
受
理
さ
れ
た
届
出
は
、
設
置
に
関
す

る
も
の
が
五
五
年
度
に
二
、
一
五
一
件
、
六

0
年
度
に
二
、

0
五
九
件
で
あ
り
、
変
更
に
関
す
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
六
七
五
件
と
五
六
六
件

(60) 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
届
出
に
つ
い
て
、
計
画
変
更
命
令
等
は
一
件
も
出
さ
れ
て
い
な
い
。

瀬
戸
内
海
法
に
基
づ
く
特
定
施
設
の
設
置
と
そ
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
は
、
関
係
一
三
府
県
の
知
事
と
五
政
令
市
の
長
の
う
ち
の
誰

か
に
申
請
さ
れ
る
。
設
置
の
許
可
は
、
毎
年
度
五

0
0件
弱
か
ら
六

0
0件
強
で
あ
り
、
五
八
年
度
ま
で
で
延
四
、
八
三
七
件
で
あ
る
。
変

一
六
％
弱
、
約
一

0
%、
六
＼
七
％
も

7 --3•4 --680 (香法'88)



瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

い
え
よ
う
。

低
い
（
表
10)
。

査
、
改
善
命
令
、

(62) 

更
の
許
riJ
は
、
毎
年
度
五

0
0件
強
か
ら
八

0
0件
弱
で
あ
り
、
五
八
年
度
ま
で
で
延
五
、
六
八
六
件
で
あ
る
。
五
五
年
度
と
六

0
年
度
を

(63)

（

64) 

見
る
限
り
、
申
請
に
対
し
て
不
許
可
と
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
違
反
者
に
対
す
る
措
置
命
令
は
、
毎
年
度
〇
＼
三
件
に
す
ぎ
な
い
。

以

L
の
届
出
と
許
可
を
通
じ
て
、
知
事
・
市
長
は
、

C
O
D
と
B
O
D
に
係
る
排
水
基
準
の
違
反
が
生
じ
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
れ
だ
け
で
な

<
c
O
D
と
B
O
D
に
係
る
汚
濁
負
荷
屈
を
削
減
さ
せ
て
き
た
。
計
画
変
更
命
令
等
、
不
許
可
及
び
措
置
命
令
の
件
数
が

極
め
て
少
な
い
こ
と
で
も
知
れ
る
よ
う
に
、

L

、
,
6
、

て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

さ
れ
た
直
罰
は
、

そ
れ
は
こ
れ
ら
の
強
制
措
置
り
発
動
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
行
政
指
導
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

こ
の
行
政
指
導
が
効
果
を
上
げ
え
た
の
は
、

や
は
り
そ
れ
ら
の
強
制
措
置
の
担
保
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ

↓
ご
府
県
ド
で
五
五
年
度
に
二
五
、
二
九
九
件
、
六

0
年
度
に
二
八
、
四
四
七
件
も
な
さ
れ
、
そ
の
う
ち
夜
間
立
人

(66) 

が
、
そ
れ
ぞ
れ
＂
‘
.
五

0
件
と
九
六
一
件
で
あ
る
。
出
さ
れ
た
改
善
命
令
と
[
時
停
止
命
令
は
、
五
五
年
度
で
そ
れ
ぞ
れ
九
二
件
と

□

一

(67) 

件
、
六

0
年
度
で
そ
れ
ぞ
れ
四
二
件
と
七
件
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
行
政
指
導
は
、
五
五
年
度
で
五
、

0
四
0
件
、
六

0
年
度
で
三
、

(68)

（

69) 

0
四
七
件
に
も
の
ぼ
る
。
改
善
命
令
等
の
違
反
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
は
、
両
年
度
と
も
な
い
。
他
方
、
排
水
基
準
の
違
反
に
対
し
て
下

(70) 

五
五
年
度
で
六
八
件
、
六

0
年
度
で
五
三
件
で
あ
る
（
表
10)
。

全
国
の
特
定
事
業
場
の
総
数
の
う
ち
で
、
関
係
一
三
府
県
の
特
定
事
業
場
の
総
数
が
占
め
る
割
合
は
、
約
二
三
％
で
あ
る
が
、
立
入
検

一
時
停
止
命
令
、
行
政
指
導
及
び
直
罰
に
つ
い
て
、
同
様
に
全
国
の
数
の
う
ち
で
関
係
一
三
府
県
の
数
の
占
め
る
割
合

を
調
べ
る
と
、
立
入
検
在
が
二
〔

0
％
前
後
、
中
で
も
夜
間
立
入
は
四

0
％
を
越
え
、
直
罰
と
一
時
停
止
命
令
も
一
―

1
0％
を
越
え
て
お
り
、

特
定
事
業
場
の
数
に
つ
い
て
の
割
合
よ
り
も
高
い
。
そ
れ
に
対
し
行
政
指
導
は
そ
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
り
、
改
善
命
令
は
や
や

(c) 

。

ろ
う

一
般
に
、
瀬
戸
内
海
関
係
の
一
三
府
県
の
知
事
と
二
四
の
政
令
市
の
長
は
、
他
地
域
よ
り
も
厳
し
い
取
締
を
し
て
い
る
と

立
入
検
査
ぱ
‘

一
九
三

7 - 3•4 -681 (香法'88)



C
O
D
に
つ
い
て
は
、

六
0
年
度
は
前
年
度
の
三
％
か
ら
急
に
五
四
年
度
と
同
じ
率
に
戻
っ
て
し
ま
っ

(73) 

た
。
業
種
・
施
設
別
で
は
、
繊
維
工
業
と
し
尿
・
下
水
処
理
施
設
の
違
反
率
が
、
大
体
い
つ
も
高
い
。

(39)
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
第
四
条
第
二
唄
に
基
づ
く
汚
濁
負
荷
凰
の
割
背
て
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
九
年
二
月
一
日
環
水
規
―
四
号
）
。

(
4
0
)
C
O
D
と
B
O
D
以
外
の
項
目
に
も
関
す
る
こ
の
上
乗
せ
排
水
基
準
を
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
広
島
県
は
、
四
八
年
ま
で
に
す
べ
て
の
公
共
用
水
域
に
つ

い
て
設
定
し
、
岡
山
県
、
山
［
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
和
歌
山
県
は
四
八
年
ま
で
に
、
大
分
県
と
福
岡
県
は
四
九
年
に
、
そ
の

1

部
の
公
共

用
水
域
に
つ
い
て
設
定
し
た
（
環
境
庁
『
環
境
白
書
（
四
八
年
版
）
』
一
↓
三
八
貞
、
同
『
環
境
白
書
（
四
九
年
版
）
』
一

□

九
頁
）
。

(41)
環
境
庁
『
環
境
白
書
（
五

0
年
版
）
』
―

:o八
頁
。
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
0

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
化
学
的
酸
素
要
求
屈
に
係
る
総
鼠
削
減
叶

画
（
瀬
戸
内
海
関
係
分
）
』
．
九
、
一
ニ
ハ
、
五
四
、
七
二
、
七
七
、

:o六、
1

て
四
、
一
四

0
、
一
五
六
、
一
七
四
、
一
九
四
、
一
一
＾

1

△
、
こ
二
八
頁
。

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
・
前
掲
に
よ
れ
ば
、
設
定
の
最
も
早
い
広
島
県
が
四
几
年
三
月
二
七
日
に
、
最
も
遅
い
香
川
県
が
五

0
年
一
月

1

日
に
、
こ
の

上
乗
せ
排
水
基
準
を
設
定
し
た
。

(42)
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
・
前
掲
に
よ
る
。

(43)
香
川
県
『
環
境
白
書
（
昭
和
五
六
年
度
版
）
』
―

0
五
頁
や
、
『
広
島
県
環
境
白
書
（
昭
和
五
六
年
版
）
』
一
／
几
頁
に
示
さ
れ
た
公
害
防
止
協
定
の
締
結

時
期
は
、
五

0
年
と
五
．
年
が
多
い
。

(
4
4
)瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
•
前
掲
に
よ
る
。
な
お
、
伊
藤
護
也
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
に
つ
い
て
」
瀬
戸
内
海
創
刊
号
（
一
九
七
六
年
）
五

＼
」
ハ
頁
、
同
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題
」
瀬
戸
内
海
環
境
研
究
創
刊
号
（
．
九
七
八
年
）
六
九
＼
七

0
頁
は
、
上
乗

せ
基
準
の
設
定
と
適
用
が
遅
れ
た
こ
と
を
批
判
す
る
。

っ
て
二
％
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
五
九
年
度
ま
で
年
々
減
少
し
（
但
し
、

B
O
D
に
つ
き
五
七
年
度
は
例
外
）
、

B
O
D
に
つ
い
て
は
、

六
0
年
度
も
い
っ
そ
う
減

11 ヽ

ょ、
,
1
 

五
一
年
度
の
九
％
と

-
％
か
ら
、

五
三
年
度
の
五
％
と
六
％
へ
と
減
少
し
た
が
、

五
四
年
度
に
は
七
％
と
八
％
に
増
え
た
。

な
お
、
排
水
基
準
の
違
反
率
（
検
査
し
た
検
体
の
総
数
の
う
ち
で
、
違
反
が
認
め
ら
れ
た
検
体
の
数
の
割
合
）
を
、
香
川
県
に
つ
い
て

(72) 

見
る
と
、

C
O
D
と
B
O
D
に
係
る
も
の
が
、
他
の
項
目
に
係
る
も
の
よ
り
高
い
。

C
O
D
と
B
O
D
に
係
る
排
水
基
準
の
違
反
率
（
表

二
九
四

7 -3・4 -682 (香法'88)



瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

(45) 

(46) 

ミ

5
)
/
5
 

「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第
ー
に
よ
れ
ば
、

(47)
柑
野
芳
郎
「
瀬
戸
内
海
_
|
ー
そ
の
環
境
対
策
の
根
本
問
題
L

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集
四

(48)
岩
間
徹
「
瀬
戸
内
海
沿
岸
府
県
の
水
質
汚
濁
関
係
条
例
」
環
境
法
研
究
：
こ
号
（
↓
九
八

0
年）

(49)
注

8
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

(50)
注

8
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。
な
お
、
調
杏
項
目
は
、

C
O
D
と
排
水
州
の
ほ
か
に
、

P
H
、

S
S
で
あ
る
。

(51)
中
公
審
答
申

(ii
．
年
年
）
別
紙

2
m。

(52)
吋
資
料
集
五
六
年
』
4

ハ
八
頁
、
『
資
料
集
六
．
年
』
八
四
頁
。

→
ヽ

L
‘
:
•

→

1

で
あ
り
、
バ
．
年
．
一
．
月
未
で
ニ
ヒ
几
、
七
」
ハ
こ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
日
当
た
り
の

(53)
全
国
の
特
定
事
業
場
の
総
数
は
、
五
六
年
一
二
月
末
で
―

/
j

平
均
排
出
水
植
が
五

0
3
m
以
卜
の
も
の
は
、
五
六
年
三
月
末
に
一

1.O、
三
五
五
で
あ
り
、
六
．
年
三
月
末
に
二
九
、
八
九

0
で
あ
る
（
環
境
庁
水
質
保
全
局

「
水
質
汚
濁
防
止
法
等
の
施
行
状
況
」
（
昭
和
五
六
年
ニ
一
月
）
（
以
下
で
は
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
）
」
と
略
す
）
付
表
第

1
、
同
「
水
質
汚
濁
防
止
法

等
の
施
行
状
況
（
昭
和
六

0
年
度
）
」
（
昭
和
六
一
年
―
二
月
）
（
以
下
で
は
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
L

と
略
す
）
付
表
第

1
)
。
な
お
、
「
施
行
状
況
（
五

五
年
度
）
」
参
考
、
に
よ
れ
ば
、
五
五
年
度
の
特
定
事
業
場
の
総
数
は
二
六
九
、
三

0
五
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
量
が
五

0
面
以

上
の
も
の
の
数
は
三

0
、
三
五
一
で
あ
っ
て
、
前
記
の
数
値
と
僅
か
に
食
い
違
っ
て
い
る
。

四
六
年
度
の
全
国
の
特
定
事
薬
場
の
総
数
は

1
0
こ、」ハ

fL
六
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
二
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
鼠
が
五

0
3
m
以
上
の
も
の
は
一

七
、
二
七
ヒ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
に
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最
大
の
要
因
は
令
一
条
別
表
第
一
に
掲
げ
る
業
種
の
追
加
で
あ

る
。
業
種
の
数
は
当
初
七
四
で
あ
っ
た
が
、
四
七
年
―

0
月
一
日
に
豚
房
・
牛
房
・
馬
房
、
四
九
年
―
二
月
一
日
に
旅
館
業
と
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
・

試
験
・
検
査
施
設
、
五

1

年
六
月
一
日
に
水
道
・
工
業
用
水
道
施
設
と
中
央
卸
売
市
場
、
五
三
年
五
月
―

0
日
に
病
院
と
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
が
追

加
さ
れ
、
五
六
年
三
月
末
に
は
八
ー
に
な
っ
た
（
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
）
」
付
表
第

3
1
2
、
参
考
）
。
そ
れ
ら
の
業
種
に
は
特
定
事
業
場
の
数
が
多

い
も
の
が
多
い
。
そ
の
後
も
ニ
一
業
種
が
追
加
さ
れ
て
、
六
一
年
三
月
末
で
は
業
種
数
は
九
芝
で
あ
る
（
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第

3
1
2
)
。

(54)
注
52
。
こ
の
五
年
間
に
、
広
島
県
内
の

1

町
が
一
市
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
徳
島
県
内
の
一
村
が
町
に
変
更
し
た
異
動
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
瀬
戸
内

海
法
対
象
地
域
の
範
囲
に
は
変
更
が
な
い
。

六
一
年
三
月
末
の
こ
れ
ら
の
数
値
は
『
資
料
集
六
一
年
』
八
六
頁
に
よ
る
が
、

(
．
九
七
六
年
）

↓
八
二
貝
゜

1
0四
頁
。

環
境
庁
水
質
保
全
闊
「
昭
和
五

．．
 

年
度
産
業
排
水
汚
濁
負
荷
は
調
査
結
果
（
瀬
戸
内
海
関
係
）
」
（
昭
和
五
1

1

年
一

環
境
庁
『
環
境
白
書
（
四
九
仕
版
）
し
こ
／
九
貞
。
し
尿
投
棄
け
は
、
四

0
年
度
に
約
四
、

0
0
0
kl
／
日
、

二
九
五

ご
月
）
。

四
五
年
度
末
に
約
三
、

0
0
0
kl
／
日
で
あ

総
数
が
五
、

0
二
五
、
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令（法 §13I)と
i1: 人検脊（法 §22) 排水基 改善命 その他法令違反

請u去§2:1) 1] 政 準違反 令等違

ー・ 時 指 導 屁 間 夜 間 （法§ 反（法 水質汚 瀬戸内
要 ,li'i 計 12、31) §'.10) 濁防止 海法倅 11-. ,'1 人 ＼ヶ： 人 法

12 ~.040 24 .149 1,150 25,299 68 36 7 
（） （） 

(70.6%) (21.1%) (28.4%) (42.6%) (28.9%) (37.4%) (62.1%) (100%) 

17 2:l. 910 84,915 2,698 87 .613 182 58 7 
（） （） 

(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) 

7 （） :{.()47 27,486 961 28,447 53 （） （） 1 

(36.8%) (0%) (22.H%) (30.6%) (43.7%) (31.0%) (32.1%) (0%) (0%) (100%) 

19 1 n.:{76 89,710 2,199 91,909 165 1 13 1 

(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (JOO%) (100%) (100%) (100%) 

）淋l曲関係13府県とそのドの24政令rbをし＼グ',。
l、付人第 6、{、「表第 7、「施行状況(60<!度）」付表第 1、付表第 6、付表第 7、『資料集61年』 87、88

（表11) 香川県における COD•BOD排水基準の違反状況

C 

゜
D B 

゜
D 

年度 事業場数
検査 違反 違反率

事業場数
検査 違反 違反率

全検体数 検体数 （％） 全検体数 検体数 （％） 

51 144 592 54 9. 1 290 33 11.3 

52 156 586 46 7.8 328 25 7.6 

53 156 450 22 4.9 277 16 5.8 

54 154 430 29 6.7 274 22 8.0 

55 170 437 28 6.4 278 15 5.4 

56 170 450 24 5.3 280 12 4.3 

57 181 461 19 4 .1 281 14 5.0 

58 187 441 17 3.9 273 ， 3.3 
59 181 438 15 3.4 271 7 2.6 

60 188 508 33 6.5 312 7 2.2 九I 
注 注71の諸文献から作成した。

/¥ 
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九七
瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

（表12) 香川県における排水基準の

項目別違反状況

検査検体数 違反検体数 違反率（％）

項目
年度 59 60 59 60 59 60 

p H 533 516 11 12 2 .1 2.3 

B O D 271 312 7 7 2.6 2.2 

C O D 438 508 15 33 3.4 6.5 

s s 438 507 7 12 1.6 2.4 

健 康 250 250 （） 4 

゜
1.6 

特 殊 225 256 2 7 0.9 2.7 

出典：香川県『環境白書(61年度版）』 120頁

（表10) 改善命令等の数

年
改善命

特定事 その要

地域
党場数 改 恙

度
命 令

瀬｝＇・内 63. 191 92 
海閾係

府県・r打 (23.5%) (19.8%) 
55 

269.:n 1 46:i 
/f-;. . [El 
(JOO%) (100%) 

瀬戸内 65 .146 42 
海閉係

府県・rh (23.3%) (18.2%) 
60 

279.762 :!31 
全国
(100%) (JOO%) 

注 I.瀬戸内海関係府県・市とは瀬

2. り炉］状況(56年度） 1 付表第
貞から作成。

（表13) 香川県における COD排水基準の業種別違反状況

項 目 検査事業場数 検査検体数 違反検体数 違反率（％）

業 種~主[ 59 60 59 ! 60 59 60 59 60 
食 料 品 型 造 業 60 61 144 169 6 5 4.2 3.0 

繊 維 工 業 8 10 29 34 6 8 20.7 23.5 

木材・木製品製造業及び紙・
7 7 25 24 （） 4 

゜
16.7 

パルプ・紙加工品製造業

化 ,.,,. 子 工 業 12 12 24 25 

゜
（） 

゜
（） 

石油精製業・コークス製造業 2 2 15 18 

゜
（） 

゜゜鉄鋼業・非鉄金属製造業・
12 13 49 58 （） 2 

゜
3.4 

金属嬰品割造業

し尿・下水処理施設 46 48 68 81 2 13 2.9 16.0 

そ の 他 34 35 84 99 1 1 1.2 1.0 

合 計 181 188 438 508 15 33 3.4 6.5 

出典：香川県『環境白書(61年度版）』 119頁
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(56) 
う
ち
一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水
馘
が
五

0
面
以
上
の
も
の
が
四
、
七
九
七
で
あ
っ
て
、
両
資
料
の
数
値
は
僅
か
な
が
ら
食
い
違
っ
て
い
る
。

瀬
戸
内
海
法
上
の
特
定
事
業
場
の
各
年
三
月
末
の
総
数
は
、
五
五
年
の
四
、
五
九

0
か
ら
五
九
年
の
五
、

0
四
六
ま
で
毎
年
増
え
続
け
た
が
、
六

0
年
に

は
一
旦
五
五
年
と
同
じ
位
ま
で
大
幅
に
減
少
し
、
六
一
年
に
は
再
び
大
幅
に
増
加
し
て
五
八
年
と
ほ
ぽ
同
じ
に
な
っ
た
。

業
種
の
中
分
類
は
、
令
一
条
別
表
第

1

に
掲
げ
る
業
種
を
、
お
お
む
ね
日
本
標
準
産
業
分
類
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
号
か

ら
＾
八
号
の
二
ま
で
を
食
料
品
業
、
一
九
号
か
ら
一
ー
一
号
ま
で
を
繊
維

T
業
、
：
三
号
を
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
業
、
二
四
号
か
ら
五

0
号
ま
で
を
化

学

t
業
、
五

1

号
を
石
油
製
品
・
石
炭
製
品
業
、
六
一
号
を
鉄
鋼
業
と
す
る
。

(57)
（
58)
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
）
」
付
表
第

3
1
2
、
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第

3
|
2
に
よ
っ
て
計
算
し
た
。

(59)
京
都
、
大
阪
、
堺
、
豊
中
、
吹
田
、
高
槻
、
枚
方
、
八
尾
、
東
大
阪
、
神
戸
、
姫
路
、
尼
崎
、
西
宮
、
和
歌
山
、
岡
山
、
倉
敷
、
広
島
、
福
山
、
下
関
、

高
松
、
松
山
、
北
九
州
、
福
岡
、
大
分
（
法
て
八
条
、
令
二
〗
条
）
。
こ
の
う
ち
福
岡
市
は
、
瀬
戸
内
海
法
の
対
象
地
域
外
で
あ
る
。

(60)
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
）
」
付
表
第

4
、
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第

4
0

(61)
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
広
島
、
北
九
州
（
瀬
法
一
ー
一
冬
べ
瀬
令
八
条
）
。

(62)
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
）
」
付
表
第

5
、
『
資
料
集
五
七
年
』
七
八
頁
、
『
資
料
集
五
八
年
』
八
二
貝
、
『
資
料
集
五
九
年
』
八
↓
頁
、
『
資
料
集
六

0
年じ

九
＾
．
貞
‘
c
o
資
料
集
六
一
年
』
八
五
貞
゜

(63)
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
）
ー
付
表
第

5
、
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第

5
。
設
置
の
許
可
に
つ
い
て
、
五
五
年
度
は
申
請
五
九

0
件
、
許
可
四
九

ご
件
、
審
査
中
↓
．
八
件
、
六

0
年
度
は
申
請
六
＿
＿
・
-
件
、
許
可
五
一
一
；
件
、
審
査
中
一

1
0件
で
あ
る
。
構
造
等
の
変
更
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
五
五

年
度
は
申
請
八
こ
八
件
、
許
可
七

0
七
件
、
審
査
中
一
：
五
件
、
六

0
年
度
は
中
請
六
：
・
-
五
件
、
許
可
五
六
九
件
、
審
査
中
六
六
件
で
あ
る
。

(64)
設
償
の
許
可
に
つ
い
て
、
五
四
年
度
二
件
、
五
五
年
度

0
件
、
五
九
年
度
二
件
、
六

0
年
度
―
心
＾
件
で
あ
り
、
構
造
等
の
変
更
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
の
年
度
も

0
件
で
あ
る
（
「
施
行
状
況

(fi
五
年
度
）
」

3
1
2
、
付
表
第

5
、
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」

3
1
2
、
付
表
第

5
、
『
資
料
集
六
一
年
』

八
五
頁
）
。

(
6
5
)横田
貫
＾
「
瀬
戸
内
海
水
質
保
全
法
制
の
レ
ビ
ュ
—
」
山
口
経
済
学
雑
誌
：

1

四
巻
六
号
（
昭
和
六
0
年
）
八
一
：
＼
八
九
頁
。

(66)
全
国
で
の
立
人
検
行
の
総
数
は
、
四
七
年
度
に
四
,
,
・
、

0
九
九
件
で
あ
り
、
う
ち
夜
間
立
人
の
件
数
は
＾
、
こ
五
四
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昼
間
立
人
と
夜

間
立
入
の
い
ず
れ
の
件
数
も
増
え
続
け
、
五
五
年
度
に
は
四
七
年
度
の
約
：
倍
に
な
り
、
総
数
で
八
七
、
六

1

万
件
、
夜
間
立
人
は
二
、
六
九
八
件
に
な
っ

た
（
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
ご
参
考
）
。
六

0
年
度
は
総
数
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
増
え
て
、
九
↓
、
九
〇
九
件
で
あ
る
が
、
夜
間
立
人
は
減
っ
て
二
、
一

九
九
件
で
あ
る
（
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第
6
)
。

二
九
八
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(7) (3) 
(67) 

(68) 
9
)
 

(
6
 

(70) 

(71) 

(72) 

(73) 
全
国
で
の
改
善
命
令
等
の
件
数
は
、
四
六
年
度
に
は
二
五

1

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
四
七
年
度
に
急
増
し
て
↓
、
五
二
五
に
な
り
、
四
八
年
度
に

．
、
六
.
一
↓
八
件
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
次
第
に
減
少
し
て
（
但
し
、
五
↓
1

1

年
度
は
や
や
増
加
し
た
）
、
五
五
年
度
に
は
四
八
二
件
に
な
っ
た
（
「
施
行
状
況

（
五
五
年
度
）
」
参
考
）
。
六

0
年
度
は
さ
ら
に
減
少
し
て
、
二
五
一
件
に
す
ぎ
な
い
（
「
施
行
状
況
（
」
ハ

0
年
度
）
」
付
表
第
6
)
。

全
国
で
の
行
政
指
導
0
件
数
は
、
四
六
年
度
は
．．
 

、
こ
四
七
で
、
四
七
年
度
は
六
、
五
五
四
で
あ
っ
た
の
が
、
四
八
年
度
に

1

気
に
五
倍
以
上
の
：
・
-
五
、
四

九
」
ハ
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
最
高
と
し
て
、
そ
の
後
は
減
少
の
傾
向
に
な
っ
た
（
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
）
」
参
結
）
。
六

0
年
度
に
は
：
一
．
、
一
こ
七
六
件
に

ま
で
減
少
し
て
い
る
（
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第
6
)
。

全
国
で
も
、
こ
の
罰
則
い
適
用
は
少
な
い
。
四
六
年
度
か
ら
五
五
年
度
ま
で
と
パ

0
年
度
の
う
ち
で
、
四
七
年
度
に
二
二
件
、
四
九
年
度
に
五
件
、
五
〇

年
度
に
二
件
あ
っ
た
ほ
か
は
、

0
又
は

1

件
で
あ
る
（
「
施
行
状
況
（
五
五
年
度
）
」
参
考
、
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第
6
)
。

全
国
で
の
直
罰
の
件
数
は
、
四
パ
年
度
は
．
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
四
九
年
度
に

”
0
0を
越
え
五
：
年
度
か
ら
五
五
年
度
は
こ
且
ご
か
ら
／
九
ー
ま
で

の
件
数
で
増
減
し
て
い
る
。

香
川
県
『
環
境
白
書
』
五
1-.

年
度
版
一
＾
八
頁
、
五
四
年
度
版
―
一
三
頁
、
五
五
年
度
版
一

0
五
‘
1
0
六
頁
、
五
六
年
度
版
一
〇
七

‘
!
O
八
頁
、
五

七
年
度
版
ー
一
↓
ヽ
↓
．
こ
貞
、
五
九
年
度
版
―
一
七
、
一
一
八
頁
、
六

0
年
度
版
一
一
七
、
一
／
八
頁
、
六
一
年
度
版
―
一
九
、
一

:10頁。

例
と
し
て
、
五
九
年
度
と
六

0
年
度
に
お
け
る
排
水
基
準
の
項
目
別
の
違
反
状
況
を
表
12
に
示
す
。
但
し
、
六

0
年
度
は

B
O
D
の
違
反
率
が
他
の
項
目

に
比
べ
て
低
い
が
、
こ
れ
は
他
の
年
度
で
は
見
ら
れ
な
い
例
外
的
な
状
況
で
あ
る
。

例
と
し
て
、
五
九
年
度
と
六

0
年
度
に
お
け
る

C
O
D
排
水
基
準
の
業
種
別
の
違
反
状
況
を
、
表
13
に
示
す
。
但
し
、
五
九
年
度
は
し
尿
・
下
水
処
理
施

設
の
違
反
率
が
極
め
て
低
い
が
、
こ
れ
は
例
外
的
な
状
況
で
あ
っ
て
、
他
の
仕
度
は
も
っ
と
高
く
、
た
と
え
ば
五
五
年
度
は
一
―
•
一
％
の
違
反
率
で
あ

る
。
木
材
・
紙
・
パ
ル
プ
等
製
造
業
は
、
六

0
年
度
の
違
反
率
が
高
い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
五
一
年
度
の
二
八
％
を
除
い
て
、
他
の
年
度
で
は
見
ら

れ
な
い
。
な
お
、
食
料
品
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
五
一
年
度
と
五
四
年
度
に
、
比
較
的
高
い
―
-
％
の
違
反
率
を
出
し
た
こ
と
が
目
立
つ
。

総
量
規
制
の
実
施

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
規
制
の
指
定
水
域
は
、

瀬
法
―
二
条
の
二
）
、

東
京
湾
、
伊
勢
湾
、

及
び
瀬
戸
内
海
で
あ
り

二
九
九

（
令
四
条
の
二
、

瀬
戸
内
海
に
関
す
る
指
定
地
域
は
瀬
戸
内
海
関
係
一
三
府
県
の
全
部
又
は
一
部
で
あ
る
（
瀬
法
二
条
、

五
条
、
四
条
の
三
、

7 - 3•4 -687 (香法'88)



(b) 
条
の
二
、
瀬
令
一
条
、
二
条
、
三
条
）
。

鼠
を
、

(74) 

昭
和
五
四
年
六
月
に
定
め
ら
れ
た
総
量
削
減
基
本
方
針
（
表

14)
は
、
瀬
戸
内
海
に
流
入
す
る
水
の
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
を
、

五
四
年
度
の
一
、
二
五

0
t
／
日
か
ら
、

五
九
年
度
に
一
、
一
六

0
t
／
日
に
削
減
す
る
た
め
に
、
瀬
戸
内
海
関
係
地
域
の
発
生
汚
濁
負
荷

五
四
年
度
の
一
、
三
八
六

t
／
日
か
ら
、

生
活
排
水
を
五
六
九

t
／
日
か
ら
五
一
七

t
／
日
へ
、
産
業
排
水
を
七

0
九

t
／
日
か
ら
六
六
六

t
／
日
へ
、

削
減
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
発
生
汚
濁
負
荷
量
が
五
九
年
度
に
五
四
年
度
よ
り
も
一
七
％
、
約
一
二
二
六

t
／
日
だ
け
増
加
す
る
見
込

(75) 

み
で
あ
る
の
を
、
逆
に
五
四
年
度
よ
り
も
七
％
、
一

01
―-
t
／
日
だ
け
減
ら
す
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
そ
の
削
減
の
率
と
量
を
発
生
源
別

に
見
る
と
、
生
活
排
水
は
九
％
、
五
二

t

／
日
、
産
業
排
水
は
六
％
、
四
ニ
~
t

／
日
、
そ
の
他
は
七
％
、
八
t

／
日
で
あ
る
。
産
業
排
水

に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
が
、
四
八
年
制
定
の
削
減
措
置
で
は
、
三
年
間
で
五

0
％
を
目
標
に
し
て
達
成
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の

総
情
規
制
で
は
五
年
間
で
僅
か
六
％
だ
け
が
達
成
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
総
量
の
う
ち
で
生
活
排
水
と
産
業
排
水

と
が
占
め
る
割
合
は
、

兵
庫
は
、

％
で
あ
る
。

五
九
年
度
に
一
、
二
八
三

t
／
日
に
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
た
。
発
生
源
別
で
は
、

五
四
年
度
は
四

1

％
と
五
一
％
で
あ
り
、

府
県
別
に
削
減
率
を
見
る
と
、

三

0
0

そ
の
他
を
一
〇
八

t
／
日

五
九
年
度
も
ほ
ぼ
同
じ
四

0
％
と
五
二
％
に
な
る
。

八
％
を
越
え
る
府
県
は
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
和
歌
山
、
徳
島
、
福
岡
で
あ
る
。

五
四
年
度
の
汚
濁
負
荷
斌
が

1
0
0
t
／
日
を
越
え
る
が
、

そ
の
う
ち
大
阪
と

こ
れ
に
属
す
る
県
で
も
、
愛
媛
は
削
減
率
が
三
％
し
か
な
く
、
他

の
岡
山
、
広
島
、
山
口
は
五
＼
六
％
で
あ
り
、
大
分
も
こ
れ
に
近
い
。
汚
濁
負
荷
凪
の
少
な
い
奈
良
と
香
川
は
、
削
減
率
も
小
さ
く
二
＼
三

総
凪
削
減
基
本
方
針
に
示
さ
れ
た
五
四
年
度
の
汚
濁
負
荷
斌
は
、
「
五
／
年
度
当
初
の
汚
染
源
別
排
出
実
態
を
ベ
ー
ス
に
し
て
五
四

な
お
、

五
六
年
度
が
中
間
日
標
年
度
と
さ
れ
て
い
る
。

か
ら

:
0
0
t
／
日
に
削
減
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

（イ）

(a) 
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て
、
以
上
だ
け
で
合
計
六
九
％
を
占
め
る
。

(76) 

年
度
に
お
け
る
用
水
使
用
祉
、
人
口
の
伸
び
等
を
予
測
し
求
め
た
」
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
特
定
事
業
場
か
ら
の
排
出
水
の
汚
濁
負

荷
量
の
五
四
年
度
の
値
は
、
各
業
種
ご
と
に
、
届
出
・
申
請
に
記
載
さ
れ
た
排
出
水
の
通
常
量
の
五
一
年
の
値
に
、

定
増
加
分
の
加
算
と
し
て
一
定
の
伸
び
率
（
府
県
ご
と
に
異
な
り
う
る
）
を
乗
じ
、

(77)

（

78) 

る
C
O
D
濃
度
値
を
乗
じ
た
も
の
を
、
合
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

さ
て
、

そ
の
算
出
値
に
、

五
四
年
度
ま
で
の
推

そ
の
業
種
の
平
均
的
と
考
え
ら
れ

五
一
年
度
に
お
い
て
、
産
業
排
水
に
係
る
汚
濁
負
荷
情
は
、
業
種
別
に
は
次
の
構
成
比
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
（
表
15)
。
紙
・

パ
ル
プ
業
が
二
八
％
、
化
学
工
業
が

1

八
％
、
鉄
鋼
業
が
八
％
、
食
料
品
業
と
繊
維
工
場
が
各
々
六
％
、
石
油
•
石
炭
業
が
三
％
で
あ
っ

五
六
年
度
以
降
は
、
指
定
地
域
内
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
排
出
負
荷
鼠
の
実
測
値
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

(80) 

こ
の
五
六
年
度
の
実
測
値
が
、
中
間
目
標
値
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
五
六
年
度
の
値
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
そ
の
た
め
、
総
量
削
減
基
本

方
針
に
示
さ
れ
た
汚
濁
負
荷
量
の
算
定
方
法
の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
、
結
局
、

五
四
年
度
の
発
生
汚
濁
負
荷
量
の
実
績
値
（
表
16)
は
、
五

六
年
度
の
実
測
値
を
基
礎
に
し
て
推
計
し
直
さ
れ
、
一
、

0
1
0
t
／
日
に
修
正
さ
れ
、
発
生
源
別
で
、
生
活
排
水
は
四
八
六

t
／
日
、
産

(81) 

業
排
水
は
四
二
九

t
／
日
、
そ
の
他
は
九
五

t
／
日
に
修
正
さ
れ
た
。
推
計
の
方
法
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
五
六
年
度
の
実
測
値
を

基
礎
に
し
て
、

(82) 

あ
る
。

五
四
年
度
と
五
六
年
度
の
届
出
・
申
請
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
対
比
さ
せ
て
、

五
四
年
度
の
実
測
値
を
算
出
し
た
よ
う
で

そ
の
結
果
、
発
生
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
う
ち
で
生
活
排
水
と
産
業
排
水
と
が
占
め
る
割
合
は
、

五
四
年
度
で
四
八
％
と
四
二
％
で
あ

る
こ
と
に
な
り
、
総
量
削
減
基
本
方
針
で
示
さ
れ
た
も
の
と
は
逆
に
、
生
活
排
水
の
比
率
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

(83) 

い
総
量
削
減
基
本
方
針
に
は
、
「
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
の
方
途
」
も
掲
げ
て
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
五
つ
の
項
目
で
あ
る
。

①
「
下
水
道
及
び
し
尿
処
理
施
設
の
整
備
の
促
進
等
生
活
排
水
対
策
の
強
化
を
図
る
」
。
②
「
指
定
地
域
内
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
適
切

三

0
1
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（表14) 化学的酸素要求量に係る総量削減基本方針（瀬戸内海）
（昭和54年6月22日）

（発生源別）

昭和 54年度 昭和 56年度 昭和 59年度

現状（トン／日）
中間目標としての削 削減目標量
減目標量（トン1日） （トン1日）

生活排水 569 549 517 

産業排水 709 699 666 

その他 108 107 100 

合計 1,386 1,355 1,283 

（府県別）

現状（トン/日）
中間目標としての削 削減目標量
減目標量（トン1日） （トン1日）

駅都府 75 74 69 
大阪府 259 251 232 
兵庫県 181 176 165 
奈良県 34 34 33 
和歌山県 59 58 54 
岡山県 119 116 113 
広島県 117 115 110 
山口県 133 129 125 
徳島県 70 69 64 
香川県 49 49 48 
愛媛県 125 124 121 
福岡県 74 71 64 
大分県 91 89 85 

（各府県の発生源別の削減目標量と削減率）

府 県
削減目標量（トン／日）

生活排水 産業排水 その他 合 計

京都府 39 24 6 69(92.0) 

大阪府 148 74 10 232(89.6) 

兵庫県 80 65 20 165 (91. 2) 

奈良県 22 8 3 33 (97 .1) 

和歌山県 18 33 3 54 (91. 5) 

岡山県 37 64 12 113(95.0) 

広島県 47 56 7 110 (94. 0) 

山口県 25 94 6 125(94.0) 

徳島県 16 41 7 64 (91. 4) 

香川県 19 22 7 48(98.0) 

党媛県 28 85 8 121(96.8) 

福岡県 16 44 4 64(86.5) 

大分県 22 56 7 85(93.4) 

合 計
517 666 100 

1,283(92.6) 
(90. 9) (93. 9) (92.6) 

（参考）瀬戸内海に流入する

水の汚濁負荷量

現状における総量

1,250トン1日
目標年度における総量

1,160トン1日

（ ）内は現状（昭和54年
度）に対する削減率（％）

三

0
ニ

注 『資料集56年』70、71頁

の環境庁資料から編成した。
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

（表15) 発生汚濁負荷量構成比 (COD(%)) 

区
分
、
水
域

流人経路（河川経由、面域直

接）別発生汚濁負荷賛（％）

生活系発生源別発牛

汚濁負荷景 （％） 

I革惚系発生源別発ft:_

汚濁負在fjl: (%) 

瀬

戸

内

海

わ油・｛，炭3%

注 1. 昭和;j}年度の推定比宇 2. 「参考資料(54'if)」3(4)から編成し /:o

（表16) 総量削減基本方針の概要 昭和62年 I} 123 f I 

――10三

環境基準の達成状況 54年度 59年度

（％） 76% 81% 
(COD) 全 国 (78%) (81 %) 

発生汚濁負荷量総量 54年度 59年度目標年度

（トン1日） (64年度）

(COD) 生 活 486 443 402 

①発 生 源 別 産 業 429 367 355 

その他 95 89 87 

計 1,010 899 844 

②都 府 県 別 都府県名 54年度 59年度目標年度

（トン／日） (64年度）

(COD) 京都府 53 46 43 

大阪府 190 153 137 

兵庫県 156 127 116 

奈良県 30 30 27 

和歌山県 48 40 39 

岡山県 81 76 72 

広島県 90 87 82 

山口県 95 92 86 

徳島県 50 44 44 

香川県 34 33 33 

愛媛県 90 80 78 

福岡県 35 31 30 

大分県 58 60 57 

県 1,010 899 844 

削 減 率（％） 54年度 59年度目標年度
(64年度）

生 活 100 91 83 

産 業 100 86 83 

その他 100 94 92 

計 100 89 84 

（参考）瀬戸内海に流人する水

OJ{房蜀負荷量

昭禾1159年度における総量
810トン 1fl 

目標年度における総量

760トン 1日
注 『資料集61年』 198、199、

202貞から編成した。
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設
の
工
場
・
事
業
場
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
の
達
成
の
た
め
に
告
示
し
た
。

こ
の
総
量
規
制
基
準
は
、
同
年
七
月
一
日
以
降
に
新
設
又
は
増
設
さ
れ
る
工
場
・
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
日
か
ら
適
用
さ
れ
、
既

(84) 

五
六
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
総
量
規
制
基
準
に
よ
っ
て
汚
濁
負
荷
量
の
総

量
が
減
少
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
は
、

(85) 

月
一
日
か
ら
基
準
が
厳
し
く
さ
れ
た
。

(86) 

瀬
戸
内
海
関
係
地
域
の
指
定
地
域
内
事
業
場
の
数
は
、
五
五
年
度
末
で
五
、
四
五
一
で
あ
り
、
六

0
年
度
末
で
五
、
八
六
一
で
あ
る
。
総

(87) 

量
規
制
基
準
の
違
反
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
総
量
規
制
基
準
に
関
す
る
改
善
措
置
命
令
と
罰
則
の
適
用
も
、
五
五
年
度
と
六

0
年
度
を
見
る

限
り
、
関
係
一
三
府
県
の
知
事
と
一
―
―
―
一
の
政
令
市
の
長
は
、
全
く
行
な
っ
て
い
な
い
。
排
出
水
の
排
出
者
に
対
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
も
、

五
五
年
度
は
な
く
、
六

0
年
度
は
四
一
件
で
は
あ
る
が
、
行
な
っ
た
の
は
下
関
市
長
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
手
法
の

(88) 

届
出
は
、
五
五
年
度
に
一
、
二
八
七
件
、
六

0
年
度
に
四
三
七
件
で
あ
る
。

(89) 

⑮
実
際
に
な
さ
れ
た
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
対
策
は
、
発
生
源
別
に
見
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(90) 

生
活
排
水
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
「
下
水
道
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
た
」
（
表
17
、
表
18)
。
「
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
凝
集

分
離
設
備
等
高
度
処
理
設
備
の
設
置
、
低
希
釈
型
へ
の
移
行
等
設
備
の
改
善
が
進
み
、
排
水
量
及
び
処
理
水
質
に
関
し
大
幅
な
改
善
が
な

（ウ）
な
総
量
規
制
基
準
を
定
め
、

総
量
削
減
計
画
は
、

三

0
四

そ
の
遵
守
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
汚
濁
発
生
源
に
つ
い
て
も
必
要
な
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
に
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
を
図
る
」
。
③
「
底
質
汚
泥
の
除
去
等
の
措
置
を
必
要
に
応
じ
て
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
」
。

④
「
教
育
、
啓
も
う
等
を
通
じ
て
広
範
な
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
総
鼠
の
削
減
を
図
る
」
。
⑤
「
そ
の
他
汚
濁

負
荷
量
の
総
量
の
削
減
に
関
し
必
要
な
諸
施
策
を
講
ず
る
」
。

五
五
年
三
月
一
八
日
に
関
係
一
三
府
県
が
定
め
、
総
量
規
制
基
準
は
、
同
年
五
月
に
関
係
府
県
知
事
が

五
六
年
七
月
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
既
設
の
工
場
・
事
業
場
に
つ
い
て
は
、

五
九
年
七

7 -~3·4~692 (香法'88)



瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

(91) 

さ
れ
て
い
る
」
。
「
し
尿
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
構
造
基
準
の
改
正
が
行
わ
れ
処
理
水
質
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。

処
理
施
設
等
の
生
活
排
水
の
共
同
処
理
施
設
の
整
備
、
普
及
が
図
ら
れ
て
い
る
」
。
「
生
活
雑
排
水
に
つ
い
て
も
、
各
家
庭
に
お
い
て
実
施

す
る
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
の
普
及
啓
蒙
活
動
等
が
行
わ
れ
て
い
る
」
。

産
業
排
水
に
つ
い
て
は
、
「
総
量
規
制
基
準
に
対
応
す
る
た
め
、
排
水
処
理
施
設
の
整
備
、
維
持
管
理
の
徹
底
、
節
水
等
の
対
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
」
。

そ
し
て
「
事
業
者
の
努
力
に
よ
り
適
切
な
排
水
処
理
技
術
を
導
人
す
る
事
業
場
が
増
え
、
処
理
水
質
の
改
善
が
認
め
ら
れ

て
い
る
」
。
指
定
地
域
内
事
業
場
を
「
全
体
と
し
て
見
る
と
最
大
負
荷
量
日
に
お
け
る
汚
濁
負
荷
鮎
が
現
行
の
総
凰
規
制
基
準
を
卜
分
満
足

し
て
い
る
事
業
場
が
多
く
見
ら
れ
る
」
が
、
こ
の
こ
と
は
総
量
規
制
基
準
が
よ
く
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
基
準

が
多
く
の
業
種
に
つ
い
て
緩
や
か
過
ぎ
、
規
制
値
と
し
て
の
妥
当
性
が
疑
わ
し
い
こ
と
を
も
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
「
総
量
規
制

基
準
と
実
態
の
排
出
負
荷
量
と
の
関
係
に
は
業
種
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
み
ら
れ
、
業
種
毎
、
事
業
場
毎
に
対
策
の
水
準
に
差
が
存
在

す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
」
。

「
総
量
規
制
基
準
の
適
用
さ
れ
な
い
小
規
模
事
業
場
、
未
規
制
事
業
場
に
つ
い
て
も
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
」
。
し

か
し
、
関
係
一
三
府
県
と
二
三
政
令
市
の
長
の
う
ち
、
こ
の
指
導
等
を
行
な
っ
た
の
は
、

こ
の
他
、
地
域
し
尿

五
五
年
度
で
は
京
都
府
、
徳
島
県
及
び
八
尾
市

(92) 

の
長
の
合
計
一
五
二
件
、
六

0
年
度
で
は
京
都
府
と
徳
島
県
の
知
事
の
合
計
六
六
件
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
他
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
「
家
畜
糞
尿
の
農
地
還
元
等
の
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
」
「
こ
の
ほ
か
、
底
泥
の
し
ゅ
ん
せ
つ
、
魚
類

養
殖
場
に
お
け
る
投
餌
方
法
の
適
正
化
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
」
。

(93) 

3

①
計
画
目
標
年
度
た
る
五
九
年
度
に
お
い
て
、
発
生
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
実
績
値
（
表
16)
は
、
八
九
九

t
／
日
で
あ
っ
た
。

発
生
源
別
で
は
、
生
活
排
水
は
四
四
三

t
／
日
、
産
業
排
水
は
三
六
七

t
／
日
、
そ
の
他
は
八
九

t
／
日
で
あ
る
。

五
四
年
度
の
修
正
さ
れ
た
実
績
値
よ
り
も
一
―
%
、
一
―

-
t
／
日
だ
け
削
減
さ
れ
、
発
生
源
別
で
は
、
生
活
排
水
は
九
％
、
四
三

t

/

三

0
五
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汚
濁
負
荷
量
は
、
実
測
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
値
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
発
生
源
、
す
な
わ
ち
、
処
理
対
象
人
員
が
五

0
一
人
末

満
の
し
尿
浄
化
槽
か
ら
の
生
活
排
水
、
一
日
当
り
の
平
均
排
出
水
量
が
五

0
面
未
満
の
工
場
・
事
業
場
か
ら
の
産
業
排
水
、
同
様
の
小
規

模
の
畜
舎
か
ら
の
排
水
や
そ
の
他
の
自
然
的
汚
濁
負
荷
の
汚
濁
負
荷
菫
は
、
実
測
に
よ
る
値
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
発
生
源
に
つ
い
て
は
、

五
六
年
度
以
降
も
そ
れ
以
前
と
同
様
に
、
所
定
の
単
位
数
を
人
口
や
事
業
場
数
等
に
乗
じ
て
汚
濁
負
荷
量
を
推
計
す
る
と
い
う
原
単
位
方

式
が
と
ら
れ
て
い
る
。

(74)
「
基
本
方
針
（
五
四
年
）
」
。

(75)
「
参
考
資
料
（
五
四
年
）
」

3
⑤゚

(b) 

五
九
年
度
の
汚
濁
負
荷
量
の
実
績
値
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
指
定
地
域
内
事
業
場
か
ら
の
排
出
水
の

一
般
的
に
は
小
規
模
の
発
生
源
に
お
い
て
は
相
対
的
に
小
さ
な
削
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
。

日
、
産
業
排
水
は
一
四
％
、
六
二

t
／
日
、

そ
の
他
は
六
％
、
六

t
／
日
だ
け
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
削
減
量
は
総
量
削
減
基

本
方
針
で
計
画
さ
れ
た
量
よ
り
も
八

t
／
日
だ
け
多
い
の
で
あ
り
、
産
業
排
水
で
計
画
よ
り
一
九

t
／
日
も
多
く
削
減
し
て
、
計
画
よ
り

削
減
量
が
少
な
か
っ
た
生
活
排
水
と
そ
の
他
の
分
を
カ
バ
ー
し
た
と
い
う
計
算
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
五
九
年
度
の
総
鼠
の
う
ち
で
生
活

排
水
と
産
業
排
水
と
が
占
め
る
割
合
は
、
四
九
％
と
四
一
％
と
な
り
、
一
％
だ
け
、
生
活
排
水
は
増
え
産
業
排
水
は
少
な
く
な
っ
た
。

(94) 

中
央
公
害
対
策
審
議
会
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
汚
濁
負
荷
鼠
の
こ
の
削
減
は
「
着
実
」
で
あ
り
、
特
に
産
業
系
は
「
か
な
り
大
幅
に
削
減

さ
れ
」
た
こ
と
に
な
る
。
生
活
系
も
、
「
下
水
道
整
備
の
進
捗
の
程
度
に
よ
り
地
域
差
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
見
る
と
、
人
口
の
増

加
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
「
相
当
な
削
減
が
見
ら
れ
た
」
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
系
の
削
減
が
僅
か
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
「
削
減

が
不
可
能
な
自
然
的
負
荷
の
占
め
る
割
合
が
多
い
た
め
」

で
あ
る
。
ま
た
、
「
地
域
毎
、
業
種
等
毎
に
削
減
の
程
度
に
は
差
異
が
見
ら
れ
、

三

0
六
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

(76) 

(77) 

し
尿
処
理
施
設
、

環
境
庁
水
質
保
全
局
水
質
規
制
課
「
水
質
総
量
規
制
に
係
る

C
O
D
総
址
削
減
基
本
方
針
と
そ
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
九
年
七
月
一
六
日
）

（
以
下
で
は
、
「
水
質
規
制
課
・
前
掲
」
と
略
す
）
ー
。
こ
の
資
料
は
、
環
境
庁
が
五
四
年
度
の
水
質
デ
ー
タ
を
操
作
し
、

C
O
D
汚
濁
負
荷
凰
値
を
わ
ざ

と
高
く
し
て
、
総
量
規
制
の
目
標
達
成
を
楽
に
し
た
と
い
う
内
容
の
、
五
九
年
七
月
；
五
日
の
読
売
新
聞
の
記
事
に
対
す
る
説
明
と
し
て
、
記
者
会
見
で

配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
値
は
、
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
」
（
昭
和
五
四
年
環
境
庁
告
ぷ

．
九
号
）
の
別
表
の
中
の
第
こ
欄
②
の
い
に
掲
げ
る
値
以
上
回
に
掲
げ
る
値
以

F
の
範
囲
内
で
、
環
境
庁
が
全
府
県
．
律
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

(78)
注
8
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

(79)
中
公
審
答
申
（
六
一
年
）
別
添
I
l
山
③
。
注
37
参
照
。

(80)
総
董
削
減
基
本
方
針
で
定
め
ら
れ
た
五
六
年
度
の
中
間
目
標
値
（
表
14
参
照
）
が
、
合
計
で
一
、
三
五
五

t
／
日
、
発
生
源
別
で
、
生
活
排
水
は
五
四
九

t
／
日
、
産
業
排
水
ぱ
六
九
九
t
／
日
、
そ
の
他
は

1
0七
t
／
日
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
水
質
規
制
課
・
前
掲
の
表
に
よ
れ
ば
、
同
年
度
の
実
績
値
は
、

合
計
九
―
―
一
六

t
／
日
、
発
生
源
別
で
、
生
活
排
水
は
四
五
一

t
／
日
、
産
業
排
水
は
三
八
九

t
／
日
、
そ
の
他
は
九
六

t
／
日
で
あ
る
。

(
8
1
)水質
規
制
課
•
前
掲
は
、
五
四
年
度
の
実
績
値
を
、
合
計
で
一
、
0
七
一
t

／
日
、
発
生
源
別
で
、
生
活
排
水
は
四
九

O
t
／
日
、
産
業
排
水
は
四
八
四

t
／
日
、
そ
の
他
は
九
八

t
／
日
と
し
て
い
る
。
生
活
排
水
と
そ
の
他
は
三
＼
四

t
／
日
、
産
業
排
水
は
五
五

t
／
日
も
、
最
終
的
な
修
正
値
（
本
文
と

表
16
に
記
載
し
た
値
）
よ
り
高
い
。

(82)
注
8
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

(83)
「
基
本
方
針
（
五
四
年
）
」

3°

(84)
環
境
庁
『
環
境
白
書
』
五
六
年
版
一
七
三
＼
一
七
五
頁
、
五
七
年
版
―
五
九
＼
一
六

0
頁。

(85)
昭
和
五
五
年
五
月
二

0
日
香
川
県
告
示
五
七
六
号
。

(86)
数
字
は
、
「
施
行
状
況
（
五
六
年
度
）
」
付
表
第
8
、
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第
8
か
ら
、
瀬
戸
内
海
関
係
一
三
府
県
と
一
三
一
政
令
市
の
分
を
合

計
し
た
も
の
で
あ
る
。

(87)
注
8
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

(88)
「
施
行
状
況
（
五
六
年
度
）
」
付
表
第
8
、
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第
8
0

(89)
以
下
の
「
」
内
の
部
分
は
、
中
公
審
答
申
（
六
一
年
）
別
添
I
l
①
②
、

2
①
②
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

(90)
（91)
し
尿
処
理
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
表
19
、
表
20
、
し
尿
浄
化
槽
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
表
19
参
照
。
下
水
道
、

三

0
七

し
尿
浄

7
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（表17) 関係13府県下水道普及率

年度
ls 人 ロ 処珪人口 処理人口 全囚処且人口

帽 考
（万人） （万人） 仔及字 co) 行及干 fo) 

-18 3, 183 iol 21 20 

-!9 3,25, SIil :?5 '.?! 

sp 3, ~52 9'.?0 :!8 23 

51 3,2i8 %S  30 2 I 

52 3, 30'.? I, 0'.!9 31 26 

53 3, 3'.?2 I, Oo9 32 27 

5・1 3, 3 II I, I I 0 33 28 
;)-;) - 3,360 I.Ill 3 I 30 

56 3,377 1,'.!06 36 3 I 

Si 3,398 I, 2~9 37 32 

58 3, I I 2 I, 300 38 33 

59 3, ~26 I, 338 39 3-1 
60 3, -l-tO I, 39-t 41 36 

汁 I.処坪人rI普及率は建設白書による。
2. 総人IJは、全国市町村要覧（自治省編）による。
3. 出典は、『資料集61年n104貞。

（表19) し尿処理施設等の整備状況

~ti 48 49 50 55 56 57 58 5!) 

処閉 !i~ 73,790 87,021 89,805 104 ,8珀 106, 訟 1°'1,257 10-l ,8叩 107,218 
(tl/El) 

全 D,1 
浄化用 1,323,~12 l ,86i,832 2,178,~62 ~,031 ,868 、1,156,SiO~,I:?~, i83 -1,089,6-t•I 4,0IS,i99 
（基）

処翌:'ill 16, 知 18, i66 20,0iO 25,551 2ti,398 26,520 27,710 29,214 
頻戸内海 W/aJ 

13府 ~lt 作化用 360,920 481,931 562,S.IS 1,053,352 1,076,866 1,055,6-19 1,052,8~1 1,033,27-1 
（灰）

汁 I.四牛省「 lI本の廃棄物処即」昭和61紆10月による。
2 . 年度末現在稼動ベース。
3 . 56年度以降は旧構造基準適用のもの。
4 . 出典は、『資料集6l'rf1104頁0

0
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（表18) 関係府県別下水道整備状況
（ニ―Ih)翠芯運忌茫＂f瓦艇｝｝（ミ造[Yl}11虚元

~ 
昭和49年 3月末 昭和50年 3月末 昭和55年 3月未昭和56年 3月未 昭和57年 3月末 昭和58年 3月末 昭和59年 3月末 昭和60年 3月末 昭和61年 3月末

都事業実施普及率 事業実施普及率 事業実施普及率事業実施普及率 事業実施普及率 事業実施普及率 事業実施普及率 事業実施普及率 都事業実施普及率
市数<%) 都市数 (%) 都市数（％）都市数 (%) 都市数 1%) 都市数 (%) 都市数 (%) 都市数(%) 市数 (%) 

全 ,., Jti I ,~.5 .j;!、i :.'ll.5 l.i5-I :..'Ii 710 :iu 77!1 JI HI!' 工 &ii JJ 1197 3-1 1171 36 

以

“ 
』 :IO.S ll :."J.!I IO :s~ II J~ 12 -II 13 .... I• ＂ 

16 -19 18 •!) 

J;. ii. :.".I 15. リ :JI -17.0 :J:! 57 :.u :'.'>7 :ll 51( ll 5リ J.I Ii() J.I 61 ” 6:! 
兵 Mi 13 '.!21. ll 15 J0.7 23 』4 :!5 •I 

._.,, 
·•、 :!8 •8 :!ti 48 JO 』9 31 •9 

Q 良 5 7.11 8 8.7 1-1 13 16 16 17 18 19 19 :!I 20 22 .,.--, 23 22 

和訳山 ， 1.7 2 1. 7 3 I:! J 2 l 2 3 2 • 2 6 2 6 2 

Ji!! Ill 5 9.0 7 !>.o I'.! Iii I'.? 17 IS 17 

＂ ＂ 
18 17 19 18 

＂ 
18 

~ ＆ .a I I.Ii 5 1:!.I 7 :.'O 7 .-,., - 7 ~· り :.'5 10 :.'5 II '.!Ii 12 :!ti 

11』 n ·~ 15.-1 I:! 16.0 15 :..'U 

＂ 
・:.'O 17 . ．.., ．．． Id 23 18 23 19 巧 19 25 

祀

“ 
I 6 . .( I 6.6 2 II 2 g 2 8 2 8 2 8 2 8 2 8 

h JII 6 10.5 7 10.6 10 13 10 1-1 10 15 10 16 10 16 II 17 12 17 

-t ~ II Ii.I ti 6.6 ~ II 

＇ 
ll ， l:S !.I 15 12 IS 12 Ill 12 19 

lJ 貰 IO 17.7 I:! 1り.s IJ JO l:S J:l 15 :15 15 37 16 39 Iii -co 19 •t 

大 S} 3 s.o :s 5.5 ， 10 ， II ， 13 ， I• ， 14 10 15 10 IS 

lt 10:! z』.!I 119 お.1 15!1 J:j lli7 3-1 111 JG 186 37 196 38 210 39 21-l 41 

庇人 II
J,I四 J,:!57 :S,lll J,JliO :J,:J77 J,J直万人 3,-112 3,•~ 3,-a.,o 

氾frA. II 
71il LLLLI I, IOCI I, 111 I ,:.'116 I ,:!19 Jj人 I ,:JOO I, 四 1,l!J-1 

(OOOO6
活
如
）

注1. 「建設白書」による。

2 . 普及率は総人nに対する処理人口の比。
3. 出典は、『資料集61年』 105頁。
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（表20) し尿処理施設の整備状況（昭和60年3月末、府県別着工ベース） （単位：kV日）

~ 
嫌気性処理 好気性処理 化学処理 湿式酸化等 計

施設数処理能力 施設数 処理能力 施設数 処理能力 施設数 処理能力 施設数 処理能力

全 国 5,16 '17,923 566 -Iii, 109 14 2 I JI J, 112 10,873 1,238 107,218 

牙． 都 " 670I ・ 12 713 

゜ ゜
l -100 17 I, 783 

大 阪 ， l, 971 I 21 2,856 3 ti6•1 ， l, 255 42 6,746 

丘/ヽ~ 庫 16 I, 376 21 1 , 771:1 1 36 7 805 45 3,995 

奈 良 5 HI 8 460 

゜ ゜ ゜ ゜
13 901 

和歌山 3 216 8 896 

゜ ゜
2 102 13 1 I 214 

岡 山 12 ~99 7 569 

゜ ゜
4 219 23 1,787 

広 島 12 65-l 29 1,976 

゜ ゜
.. 980 45 3,610 

山 口 5 251 10 782 

゜ ゜
5 420 20 l, -153 

徳 島 4 185 l l 687 

゜ ゜ ゜ ゜
15 872 

香 /II -t 363 7 576 

゜ ゜
5 I Oli 16 I ,OH 

愛 媛 ~ 397 22 l, 22-t 

゜ ゜ ゜ ゜
26 1,621 

福 岡 17 I, 504 14 1 , 257 

゜ ゜
5 143 36 2,90↓ 

大 分 8 723 11 372 

゜ ゜
3 186 22 I , 281 

13府県計 103 9,750 181 l -1, l -16 " 700 45 4, 6 I I! 333 29,21'1 

(OOOO]
坦
如
）

8
6
9
 |
v
.
E
|
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注 厚生省 r日本の廃棄物処理」昭和61年10月による。＇
出典は、？資料集61年:_108頁。



（表21) し尿処理の状況（昭和59年度府県別） （単位・
人口＝千人

・量＝千k£/年
） 

~ 
計画処理

水 洗 化 人 ロ ＜ み取 り し尿の内訳

総人口 区域内 ノム＼ 仕ノ ‘ し 尿 計 画 収 集 量 自 家 くみとり

人 口
計 し尿処理 下水道 農村 海洋

し 尿
下水道 浄化槽 その他 計 処理量 ム 計施設 投入 速、ロ 冗ー 投入 ロ

全 国 120,444 120,271 JJ,"91 JI, 263 6・1, 75-1 2tl,368 I, 927 213 3,857 471 34,835 3,367 ~s.202 

即．、 都 2,570 2,568 l,10~ 491 1,595 4!>2 262 l ， 
゜
764 58 822 

大 阪 g,609 8,609 4,.j85 1,732 6,217 l, 673 115 I 71 11 1,871 19 1,890 

丘/' 庫 5,26~ 5,264 2,152 1,283 3,435 992 160 2 -11 l 1,196 121 1,317 

奈 良 1,:!87 1,279 153 SH 700 205 1 

゜
J88 48 4-12 35 477 

和歌山 J, 100 1,100 4 298 302 350 1 

゜
98 

゜
449 27 •76 

岡 山 1,917 1,913 177 522 699 570 80 1 

゜
16 667 78 745 

広 島 2,818 2,782 548 841 1,389 793 23 1 

゜゜
817 137 954 

山 口 1,603 I, 586 294 35-1 648 360 82 

゜
71 2 SIS 119 63• 

徳 島 8-&4 8-1-1 58 '.!87 345 205 

゜゜
12 3 220 55 275 

香 111 1,017 1,017 137 264 401 197 

゜
2 79 

゜
278 55 333 

愛 媛 J,545 1,534 165 40-1 569 483 l 3 

゜゜
487 71 558 

福 岡 4,677 4, 67-l l,SH 670 2,214 867 402 2 584 I I, 856 105 1,961 

大 分 1,2H 1,2-12 142 •20 562 393 

゜゜
5 1 399 88 487 

13府県計 34,HS 34,412 10,963 8,113 19,076 7,StlO 1,127 13 l, 158 83 9,961 968 10,929 

るよ
F

l

 月

゜
ー年ー6
 
和昭J

頁

理

07

処
ー
物

j年

棄廃
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の
資
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省
は

生

典

厚

出
1

2

 

注

(-lhi-
）
裳
芸
避
忌
宰
～
f

(OOOO6
迅
曲
）

6
6
9
'
|
 

111 1 1 ――――――――――――-―――-=-――-＿言●――――――――――――――――-――――――-



こ
の
汚
濁
負
荷
量
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
疑
問
点
が
多
い
。
昭
和
五
四
年
に
出
さ
れ
た
総
斌
削
減
基
本
方
針
で
は
、

度
の
発
生
汚
濁
負
荷
鼠
の
総
砒
は

4

、
三
八
六

t
／
日
で
あ
っ
た
が
、

九
年
度
の
目
標
値
の
一
、
こ
八
：
＿

t

/
日
を
す
ら
、
す
で
に
大
き
く
下
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
産
業
排
水
に
係
る
発
生
汚
濁
負

荷
凰
の
総
量
だ
け
を
見
る
と
、
総
'
-
島
削
減
韮
本
方
針
で
は
七

0
九

t
／
日
で
あ
っ
た
の
が
、
後
の
修
正
で
は
四
二
九

t
／
日
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
誤
差
が
生
じ
た
の
は
、

題
を
考
察
し
よ
う
。

し
か
し
、

に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
後
に

1

、
0
/
0
t
／
日
に
修
正
さ
れ
た
。
後
者
の
値
は
冗

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
°
、
E
と
し
て
産
業
排
水
に
係
る
発
生
汚
濁
負
荷
植
に
つ
い
て
、

）
 
a
 

ヽ
~

特
に
産
業
排
水
の
そ
れ
は
か
な
り
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（打 (1)

前
記
の
よ
う
に
、
第
[
閉
の
総
拭
規
制
の
削
減
対
策
の
実
施
に
よ
つ
て

‘e

゜D汚
濁
負
荷
斌
の
総
砒
は
着
実
に
削
減
さ
れ
ヽ

従
来
の
削
減
対
策
の
成
果

成
果
と
問
題
点

化
槽
そ
の
他
に
よ
る
、
し
尿
処
理
の
状
況
に
つ
い
て
は
表
21
参
照
。

(92)
「
施
行
状
況
（
五
六
年
度
）
」
付
表
第
8
、
「
施
行
状
況
（
六

0
年
度
）
」
付
表
第
8
0

(93)
「
基
本
方
針
（
六
一
年
度
）
」
ー
。

(94)
中
公
審
答
申
（
六
/
年
）
別
添
ー

1
田
①
。

(95)
注
8
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

ロ

こ
の
見
解
は
、
前
記
の
汚
濁
負
荷
凰
の
総
砒
の
数
値
を
根
拠

五
四
年

そ
の
間

7-3•4-700 (香法'88)



瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

っ
て
い
る
。

(c) 
さ
い
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

測
値
で
は
な
い
。
も
し
、

の
汚
濁
負
荷
凰
の
値
に
つ
い
て
見
る
。

(b) 

こ
の
修
正
値
は
、

よ

こ
の
よ
う
な
事
情
い
か
ん
に
よ
っ
て
、

（
申
請
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
値
で
あ
っ
て
、
実

ま
ず
、
産
業
排
水
に
係
る

C
O
D
汚
濁
負
荷
拭
の
．
一
分
の

1

削
減
措
置
に
関
し
て
出
さ
れ
た
数
値
の
う
ち
、

調
査
対
象
の
各
事
業
場
の
汚
濁
負
荷
駄
の
値
は
、

五
一
年
の
四
五
九
•
五
t

／
日
、

し
か
し
、
後
に
そ
の
値
は
誤
り
で
あ
り
、

五
一
年
及
び
五
二
年

C
O
D
濃
度
の
値
と
排
水
'
-
中
の
値
と
の
積
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、

O
D
濃
度
は
実
測
値
で
あ
る
。
し
か
し
、
排
水
址
は
、
通
常
の
航
と
し
て
届
出
ら
れ
た

こ
の
届
出
値
が
貞
実
の
通
常
址
よ
り
も
大
き
い
値
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
貞
実
の
排
水
量
は
届
出
値
よ
り
も
小

こ
の
届
出
値
が
真
実
の
通
常
斌
に
等
し
い
値
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
事
業
場
の
操
業
が
短
縮
さ
れ

た
と
き
は
、
真
実
の
排
水
猷
は
届
出
値
よ
り
小
さ
く
な
る
。
逆
に
最
大
限
に
操
薬
さ
れ
た
と
き
は
、
真
実
の
排
水
鼠
は
届
出
値
の
；
↓

1

(96) 

＼
一
・
三
倍
ぐ
ら
い
に
な
る
と
い
う
。
五
二
年
の
四
五
一
こ
．

0
t
／
日
と
い
う
汚
濁
負
荷
紋
の
値
は
、

真
実
の
汚
濁
負
荷
拭
と
の
間
に
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
不
正
確
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
五
一
年
と
五
二
年
の
汚
濁
負
荷
量
が
、
産
業
排
水
に
係
る
も
の
の
う
ち
で
も
限
定
さ
れ
た
調
査
対
象
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
総
量
削
減
基
本
方
針
で
示
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
は
、

す
べ
て
の
汚
濁
負
荷
発
生
源
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
年
と
五
二
年
の
も
の
に
全
く
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
京
都
府
と
奈
良
県
の
分
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
量
削
減
基
本
方

針
で
示
さ
れ
た
発
生
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
値
が
、
合
計
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
産
業
排
水
に
係
る
も
の
だ
け
で
も
、
前
記
の
五
一
年

と
五
二
年
の
汚
濁
負
荷
量
の
総
拭
の
値
よ
り
も
高
い
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
総
量
削
減
基
本
方
針
で
示
さ
れ
た

産
業
排
水
に
係
る
五
四
年
度
の
実
績
値
が
七

0
九

t
／
日
で
あ
っ
て
、

五
一
年
と
五
二
年
の
値
よ
り
か
な
り
高
い
の
は
、

四
二
九

t
／
日
が
正
し
い
値
で
あ
る
と
、
修
正
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、

口
A
)
‘
 

力
マ

c
 

五

む
し
ろ
理
に
適
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り
対
象
の
限
定
さ
れ
た
五

1

年
と
五
二
年
の
値
を
す
ら
、
下
回
っ
て
い
る
。
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
が
、

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

(d) そ
の

C
O
D
濃
度
値
に
乗
じ
ら
れ
る
排
水
量
の
方
は
、

そ
う
か
け
離
れ
て
大
き
く
な
る
。

も
っ
と
問
題
が
多
い
。
こ
の
排
水
菫
は
、

三
一
四

五
二
年
か
ら
五
四
年
度
に
か
け
て

著
し
く
進
ん
だ
こ
と
も
、
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
削
減
が
あ
ま
り
進
ま
ず
、
又
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
は
大
幅
で
は
な
か
っ
た

五
一
年
と
五
二
年
の
汚
濁
負
荷
鼠
の
値
が
、
真
実
の
値
よ
り
も
高
く
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、

の
修
正
実
績
値
が
、
真
実
の
値
よ
り
も
低
く
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

総
量
削
減
基
本
方
針
で
示
さ
れ
た
産
業
排
水
に
係
る
五
四
年
度
の
実
績
値
は
、

C
O
D
濃
度
の
値
に
業
種
ご
と
の
平
均
値
と
考
え

ら
れ
る
も
の
を
当
て
て
算
定
さ
れ
た
。
五
一
年
と
五
二
年
の
汚
濁
負
荷
量
の
値
が
こ
れ
に
実
測
値
を
当
て
て
算
定
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、

五
一
年
の
届
出
値
を
基
礎
に
し
て
算

た
伸
び
率
の
数
値
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

加
算
に
用
い
ら
れ
た
伸
び
率
が
現
実
の
伸
び
率
よ
り
も
大
き
け
れ
ば
、
基
礎
た
る
五
一
年
の
届
出
値
が
真
実
の
排
水
斌
の
値
と

1

致
し

て
い
た
場
合
で
も
、
算
出
さ
れ
た
五
四
年
度
の
排
水
量
の
値
は
、
真
実
の
排
水
鼠
の
値
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
し
て
、
五

1

年
の
届
出
値
が
貞
実
の
排
水
［
直
の
値
よ
り
も
大
き
か
っ
た
場
合
に
は
、
算
出
さ
れ
た
五
四
年
度
の
排
水
量
の
値
は
、
真
実
の
値
よ
り
い
っ

そ
れ
に
応
じ
て
、
算
出
さ
れ
た
汚
濁
負
荷
I

一
山
の
値
も
真
実
の
値
よ
り
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ

の
上
に
、
乗
じ
ら
れ
る

C
O
D
濃
度
の
値
が
真
実
の
値
よ
り
も
高
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
な
ら
、
算
出
さ
れ
た
汚
濁
負
荷
情
の

総
凰
削
減
基
本
方
針
で
ぷ
さ
れ
た
産
業
排
水
に
係
る
五
四
年
度
の
汚
濁
負
荷
凪
の
実
績
値
た
る
七

0
九
t
／
日
は
、

を
含
む
値
な
の
で
あ
る
。

値
と
真
実
の
値
と
の
差
は
、

も
っ
と
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

定
さ
れ
た
が
、

五
＾
年
の
届
出
値
が
前
記
の
よ
う
に
必
ず
し
も
真
実
の
値
と
は
一
致
し
な
い
点
で
問
題
が
あ
る
上
に
、

五
四
年
度

こ
の
よ
う
な
間
題

加
算
に
用
い
ら
れ

こ
の
方
法
で
は
不
正
確
な
結
果
に
な
る
。
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

の
推
移
と
い
う
べ
き
も
の

い
わ
ば
製
造
品
出
荷

雑
把
に
そ
の
推
移
を
推
定
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（イ）

次
に
、
産
業
排
水
に
係
る
五
四
年
度
の
修
正
実
績
値
た
る
四
二
九

t
／
日
と
い
う
値
も
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
含
む
。

こ
の
値
は
、

五
六
年
度
の
実
績
値
を
基
礎
に
し
て
算
定
さ
れ
た
。
五
六
年
度
以
降
の
実
績
値
の
う
ち
で
指
定
地
域
内
事
業
場
の
分
は
、

実
測
値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
算
定
方
法
に
よ
る
汚
濁
負
荷
植
の
値
に
比
べ
れ
ば
、

負
荷
鼠
の
実
績
値
は
真
実
の
値
に
最
も
近
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
実
績
値
も
や
は
り
真
実
の
汚
濁
負
荷
斌
と
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

も
っ
と
大
き
な
問
題
は
、

‘.~ 

a
 
（
 

要
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
、

(e) 

五
六
年
度
以
降
の
産
業
排
水
に
係
る
汚
濁

た
だ
、
指
定
地
域
内
事
業
場
以
外
の
発
生
源
の
分
は
実
測
値
で
は
な
い
か
ら
、

五
四
年
度
の
修
正
実
績
値
が
、
全
て
の
事
業
場
が
五
四
年
度
も
五
六
年
度
と
同
じ
操
業
率
で
あ
る
と
い
う
仮

定
の
下
に
、
届
出
値
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実
の
排
水
量
又
は

C
O
D
濃
度
の
値
は
、
必
ず
し
も
届
出
に

示
さ
れ
た
値
の
比
率
に
対
応
し
て
変
化
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
現
実
の
排
水
鮎
又
は

C
O
D
濃
度
の
値
を
変
え
な
い
で
、

出
値
を
五
四
年
度
の
届
出
値
よ
り
も
低
く
し
た
結
果
と
し
て
、
汚
濁
負
荷
鮎
の
五
四
年
度
の
実
績
値
が
真
実
の
値
よ
り
も
高
く
算
定
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
察
し
て
く
る
と
、
産
業
排
水
の
総
量
が
、

五
六
年
度
の
届

四
七
年
以
降
に
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
か
を
知
る
こ
と
が
必

そ
れ
を
正
確
に
示
す
資
料
は
手
元
に
な
い
。
そ
こ
で
、
製
造
品
出
荷
額
の
推
移
を
手
掛
り
に
し
て
、
ご
く
大

そ
れ
は
、
製
造
品
出
荷
額
の
推
移
（
表
22)
を、

工
業
製
品
の
卸
売
物
価
指
数
（
表
23)
に
よ
っ
て
修
正
し
て
、
実
質
製
造
品
出
荷
額

（表

24)
を
算
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
う
。
こ
の
実
質
製
造
品
出
荷
額
の
推
移
は
、

量
の
推
移
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
製
造
品
出
荷
量
当
た
り
の
排
水
量
を
、
す
べ
て
の
工
業
・
事
業
場
が
減
少
さ
せ
な
か
っ
た
と

仮
定
す
れ
ば
、
こ
れ
は
産
業
排
水
の
総
額
の
推
移
と
の
間
で
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
現
実
に
は
、
製
造
品
出
荷
量
当
た
り
の
排
水
量
を
減
ら
し
た
工
場
・
事
業
場
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
製
造
品
出
荷

三
一
五
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（表22) 製造品出荷額の推移

＼ 昭和 35年 40年 45年 47年 48年 49年 50年 51年 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年30年

出荷額(A)
6.,69 15,579 29.489 69,035 80,962 103,362 127.308 127,521 145,359 156,918 164,810 184,257 214,700 224,712 229,934 235,527 253,030 265,321 

全 (10億円）

対48年比
6.5 15.1 28.5 66.8 78.3 100.0 123.2 123.4 140.6 151.8 159.4 178.3 207.7 217.4 222.5 227.9 244.8 256.7 

(%) 

国 前年との差
21. 7 23.2 0.2 17.2 11.2 7.6 18.9 29.4 9.7 5.1 5.4 16.9 11. 9 

（％） 
← — .. 

関 出荷額Bl 2,612 5,875 10,435 23,396 27.043 34.289 43,134 42.526 47.650 50,818 52,012 57,976 67,847 70,458 71,350 71,520 75,773 78,015 係 (10億円）

対48年比
7.6 17.1 30.4 68.2 78.9 100.0 125.8 124.0 139.0 148.2 151. 7 169 .1 197.9 205.5 208.1 208.6 221. 0 227.5 府 （％） 

県
前年との差ム

且 (%) 21.1 25.8 △ 1.8 15.0 9.2 3.5 17.4 28.8 7.6 2.6 0.5 12.4 6.5 

(Bl. (A) 
38.6 37.7 35.4 33.9 33.4 33.2 33.9 33.3 32.8 32.4 31.6 31.5 31.6 31.4 31.0 30.4 29.9 29.4 

(%) 

(OOOO6

坦
如
）

v
o
L
I
'
V
.
8
,
1
↑
 

注1. 出荷額(AXBI及び(Bl(A)は、通産省「工業統計表（産業編）」により （但し、億円単位を四捨五入してある）、ア資料集56年_:21頁、 i洛資料集59年； 24頁、で資料集61
年』 26頁にまとめられたものである。但し、 60年の出荷額は、通産省『昭和60年度工業統計表（産業編）；に直接よっている。
2 . 55年まてぱ従業員 l人以上の事業場の出荷額てあるか、 56年以降は 4人以上の事業場の出荷額である。
3. 対48年比は、昭和48年の出荷額を100%として各年の出荷額の比率を表わしたものてある。
4. 前年との差は、各年の対48年比からその前年の対48年比を差し引しふだも VJてある。



（表23) 工業製品の卸売物価指数

｀ 
H召和 45年 47年 48年 49年 50年 51年 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年40年

A 61.0 66.9 66.8 76.8 98.5 100.0 104.4 106.2 104.5 

B 47.4 52.0 78.5 87.1 100.0 100.8 101.9 100.4 100.3 99.3 

B' (60.4) (66.2) 100.0 ．．  I II. 0 127.4 128.4 129.8 127.9 127.8 126.5 

C 79.4 87. 1 87.0 100.0 128.3 130.2 135.9 138.3 136. l 144.;i 165.9 167.2 169.0 166.5 166.4 164., 

．
．
．
．
 

l

2

3

4

 

注 Aは、国民生活センター編戸国民生活統計年報'79,;(昭和54年） 125頁第148表による c
Bは、総務庁統計局編『第36回日本統計年鑑昭和61年』（昭和61年） 481頁表14-1による。
Bは、 Bの指数を、昭和50年を100にして換算したものである。
Cは、 AとB' (但し、 B'の昭和40年と45年を除く）の指数を、昭和48年を100にして換算したもJ)てある。

（表24) 実質製造品出荷額の推移

（ヨ廿）深芸涎寄室定侭惑掴0造ご」は栗

＼ 昭和
45年 47年 48年 49年 50年 51年 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年

40年

全
対 48年比

35.9 76.7 90.0 100.0 96.0 103.5 117 .1 130.0 131.7 
（％） 

94.8 109.8 123.4 125.2 136.9 147.1 155.9 

国
前年との差

10.0 △ 4.0 △ 1.2 8.7 6.3 7.3 6.3 1.8 4.8 1. 7 5.2 10.2 8.8 
(%) 

関府
対 48年比

38.3 78.3 90., 100.0 98.1 95.2 102.3 107.2 115.5 117 .0 119.3 122.9 123.1 125.3 132.8 138.1 
係県 (%) 

ーム
前年との差ロ

三計 9.3 △ 1.9 △ 2.9 7. I 4.9 4.3 5.5 2.3 3.6 0.2 2.2 7.5 5.3 
（％） 

注I. 対48年比は、表22の各年の製造品出荷額の対48年比を、表23の各年の工業穀品卸売物価指数のCで割って、算出したものである。
2 . 前年との差は、各年の対48年比からその前年の対48年比を差し引いたものである。

(
8
8
]

坦
如
）
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そ
の
上
に
排
水
量
も
業
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
表
24
で
示
す
全
業
種
に
つ
い
て
の
実
質
製
造
品
出
荷
額
の
推
移
が
、
産
業
排
水
量
の
総
量
の
推
移
を
そ
の
ま
ま
正
確

に
示
す
も
の
と
は
、

と
う
て
い
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
大
体
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
推
論
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
関
係
一
三
府
県
の
産
業
排
水
の
総
量
は
、
四
七
年
以
降
大
体
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
推
移
し

た
。
四
八
年
に
大
き
く
増
加
し
た
が
、

年
の
水
準
を
越
え
、

ヽ

さ
く

ヽ
~カヽ
lj

年
か
ら
の
増
加
が
や
や
大
幅
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
推
移
は
、
全
国
に
お
け
る
推
移
と
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
が
、
増
加
の
幅
は
全
国
よ
り
も

小
さ
い
（
但
し
、
五
五
年
は
例
外
で
あ
る
）
。

五
二
年
及
び
五
四
年
度
の
産
業
排
水
に
係
る

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
値
が
、
真
実
の

値
と
ど
の
程
度
近
づ
き
又
は
離
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
、
以
上
の
資
料
と
考
察
だ
け
か
ら
は
、
は
っ
き
り
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、

ま
ず
、

い
ず
れ
も
業
種
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
異
が
あ
り
、

四
九
年
と
五

0
年
は
続
け
て
減
少
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
増
加
を
続
け
て
い
る
。
増
加
の
幅
は
、
五
二
年
か
ら
五
四
年
ま
で
に
比
べ
て
、
五
五
年
か
ら
五
八
年
ま
で

と
り
わ
け
五
七
年
は
前
年
か
ら
ご
く
僅
か
の
増
加
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
五
九
年
は
急
に
大
き
く
な
り
、
六

0
年
も
前

こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
て
き
た
五
一
年
、

と
り
あ
え
ず
、
次
の
疑
い
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

五
一
年
と
五
二
年
の
値
、
及
び
総
量
削
減
基
本
方
針
で
示
さ
れ
た
五
四
年
度
の
値
は
、
真
実
の
値
よ
り
も
大
き
い
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
多
数
の
工
場
・
事
業
場
の
排
水
量
の
届
出
値
が
真
実
の
通
常
の
排
水
量
よ
り
も
大
き
く
、
ま
た
、
少
な
か
ら
ぬ
工
場
・
事

業
場
が
操
業
率
を
低
下
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
の
事
実
に
つ
い
て
は
、

が
、
後
者
の
事
実
、
す
な
わ
ち
操
業
率
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
排
水
量
が
四
九
年
と
五

0
年
に
減
少
し
た
と
い
う
推
定
が

そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

（ウ） (b) 
額
の
推
移
と
卸
売
物
価
指
数
は
、

五
一
年
の
排
水
量
は
四
八
年
の
水
準
を
越
え
た
と
、

五
一
年
に
は
再
び
大
き
く
増
加
し
て
、

そ
れ
を
直
接
に
示
す
資
料
は
手
元
に
な
い

排
水
量
の
比
較
的
少
な
い
業
種
の
工
場
・
事
業
場
の
新
増
設
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

一
応
推
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

五
一
年

そ
の
増
加
は

三
一
八

四
八
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以
後
も
排
水
量
の
多
い
業
種
の
既
設
の
工
場
・
事
業
場
は
、
相
変
ら
ず
操
党
率
を
か
な
り
低

F
さ
せ
て
い
た
と
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、

次
に
、
総
量
削
減
基
本
方
針
で
示
さ
れ
た
五
四
年
度
の
汚
濁
負
荷
量
の
値
は
、
五
二
年
か
ら
五
四
年
に
至
る
現
実
の
伸
び
率
よ
り
も
大

き
い
伸
び
率
を
排
水
量
に
加
算
し
て
算
定
し
た
た
め
に
、
い
っ
そ
う
真
実
よ
り
も
大
き
い
値
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
排
水
址

の
伸
び
は
四
九
年
と
五

0
年
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
四
八
年
以
前
と
五
一
年
の
伸
び
が
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め

に
、
加
算
に
用
い
ら
れ
る
伸
び
率
は
、
現
実
の
も
の
よ
り
大
き
く
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
四
年
度
の
修
正
実
績
値
も
、
真
実
の
値
よ
り
大
き
い
と
い
う
疑
い
が
あ
る
。
届
出
値
に
よ
れ
ば
、
汚
濁
負
荷
凰
は
五
四
年

度
か
ら
五
六
年
度
に
か
け
て
減
少
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
実
の
排
水
鼠
は
こ
の
間
に
、
僅
か
に
し
ろ
増
加
し
た
よ
う
で
あ
り
、
ま

(98) 

た
、
企
業
は
節
水
対
策
を
し
て
も
、
排
水
量
の
届
出
値
は
減
少
さ
せ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
排
水
量
の
届
出
値
は
こ
の
間
に
あ
ま

り
減
少
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
主
と
し
て

C
O
D
濃
度
の
届
出
値
が
減
少
し
た
と
推
測
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

も
、
届
出
値
の
減
少
の
中
に
は
、
実
態
に
対
応
し
な
い
書
面
上
だ
け
の
減
少
の
部
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

実
際
の
汚
濁
負
荷
量
は
、
届
出
値
に
よ
る
ほ
ど
大
き
な
比
率
で
は
減
少
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

以
上
の
疑
い
を
考
慮
し
て
、

四
七
年
度
以
後
の
産
業
排
水
に
係
る
発
生
汚
濁
負
荷
量
の
推
移
を
推
測
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ

四
七
年
度
か
ら
四
九
年
度
ま
で
は
、
汚
濁
負
荷
量
は
増
加
し
続
け
た
。
た
だ
、
各
年
度
の
値
が
ど
れ
だ
け
で
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
。

五

0
年
度
頃
か
ら
は
、
操
業
率
の
低
下
と
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
措
置
と
か
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て
、
汚
濁
負
荷
量
は
か
な
り
大
幅
に
減

少
し
た
。
五
四
年
度
の
汚
濁
負
荷
量
の
値
は
、
公
式
に
は
四
二
九

t
／
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
真
実
の
値
は
、
こ
れ
よ
り
も
っ
と
小
さ
い

も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

五
五
年
度
以
降
は
、
総
量
規
制
制
度
が
実
施
さ
れ
始
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
僅
か
し
か
減
少
せ
ず
、
あ
る

い
は
年
度
又
は
地
域
に
よ
っ
て
は
増
加
す
ら
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、

る。
(b) 

と
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
六
年
度
の
汚
濁
負
荷
量
は
三
八
九

t
／
日
ほ

三
一
九

い
ず
れ
に
し
て
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②
第
二
期
の
総
斌
規
制

三
二

0

生
活
排
水
と
そ
の
他
の
汚
濁
負
荷
に
つ
い
て
も
、
表
16
で
示
さ
れ
て
い
る
汚
濁
負
荷
量
の
値
と
真
実
の
値
と
の
間
に
、
産
業
排
水

に
つ
い
て
の
誤
差
と
同
様
の
誤
差
の
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

量
も
、
五
四
年
度
は
公
式
の
値
た
る
一
、

0
1
0
t
／
日
よ
り
も
小
さ
い
も
の
が
真
実
の
値
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
五
六
年
度
に
は
九
三
六

(loo) 

t
／
日
ほ
ど
に
な
り
、
五
九
年
度
に
は
八
九
九

t
／
日
前
後
に
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
②
り
で
考
察
し
た
こ
と
も
合
わ
せ
れ
ば
、
従
来
の

C
O
D
汚
濁
負
荷
鼠
の
削
減
対
策
は
、
ご
く
大
雑
把
に
言
っ
て
、
次
の
よ
う
に
評

価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
八
年
に
定
め
ら
れ
た
産
業
排
水
に
係
る

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
二
分
の
一
削
減
措
置
は
、
景
気
の
低
迷
と
い
う
幸
運
も
あ
っ
て
、
汚

濁
負
荷
量
を
大
幅
に
削
減
さ
せ
、
有
機
物
に
よ
る
瀬
戸
内
海
の
汚
濁
を
減
少
さ
せ
る
成
果
を
上
げ
た
。

一
応
着
実
に
汚
濁
負
荷
量
を
削
減
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、

す
べ
て
の
発
生
源
を
合
わ
せ
た
汚
濁
負
荷
量
の
総

と
こ
ろ
が
、

そ
の
削
減
量
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
有
機
物
に
よ
る

(96)
注
8
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

(
9
7
)富井
利
安
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
の
法
と
裁
判
」
広
島
人
＿

0
号
（
／
几
八
1
.

年
)
二
〗
0
-
1
0

一
頁
は
、
「
瀬
戸
内
で
は
、

め
構
造
不
況
業
種
を
抱
え
て
い
る
府
県
が
多
い
」
か
ら
、
「
届
出
ベ
ー
ス
の
数
値
」
よ
り
も
実
測
値
が
下
回
る
と
い
う
。

(98)
注

8
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

(99)（
100)
水
質
規
制
課
・
前
掲
の
表
に
よ
る
。

瀬
戸
内
海
の
汚
濁
を
ほ
と
ん
ど
減
少
さ
せ
て
い
な
い
。

一
期
の
総
量
規
制
は
、

(c) 

(99) 

ど
に
な
り
、

五
九
年
度
は
一
二
六
七

t
／
日
前
後
に
な
っ
た
。

五
四
年
度
か
ら
の
第

紙
・
パ
ル
プ
業
を
は
じ
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に
す
ぎ
な
い
。

（イ）

(a) 

昭
和
六
四
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
第
二
期
の
総
量
規
制
は
、
こ
の
期
の
五
年
間
の
う
ち
二
年
目
の
終
わ
り
に
な
っ
て
よ
う

（

皿

）

（

皿

）

や
く
、
総
量
削
減
基
本
方
針
の
策
定
に
至
り
、
総
量
削
減
計
画
が
定
め
ら
れ
た
の
は
三
年
目
に
入
っ
た
六
二
年
四
月
で
あ
る
。

六

0
年
度
に
瀬
戸
内
海
の
有
機
物
汚
濁
が
か
な
り
大
き
く
進
行
し
た
の
は
、
作
業
の
こ
の
よ
う
な
遅
れ
と
無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑮
と
こ
ろ
で
、
「
総
合
的
な
水
質
保
全
対
策
」
を
行
な
う
た
め
に
は
、
「
い
わ
ゆ
る
内
部
生
産
」
「
か
ら
の
汚
濁
負
荷
」
に
つ
い
て
の
対

（
四

策
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

C
O
D
濃
度
の
改
善
方
策
と
し
て
、
今
期
も
先
期
と
同
様
に
、
陸
域
か
ら
の
流
入

c

O
D
削
減
対
策
だ
け
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
内
部
生
産

C
O
D
の
抑
制
に
栄
養
塩
類
の
削
減
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
定
量
的
な
関
係
に
は
未
解
明
な
点
も
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
栄
養
塩
類
の
削
減
対
策
は
今
後
の
検
討
に
譲
る
こ
と
と
さ
れ
た

（叫

の
で
あ
る
。

か
ら
、
六
四
年
度
に
七
六

0
t
／
日
に
削
減
す
る
た
め
に
、
瀬
戸
内
海
関
係
地
域
の
発
生
汚
濁
負
荷
量
を
、
五
九
年
度
の
八
九
九

t
／
日

か
ら
、
六
四
年
度
に
八
四
四

t
／
日
に
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。
発
生
源
別
で
は
、
生
活
排
水
を
四
四
三

t
／
日
か
ら
四
0
二
t
/

日
へ
、
産
業
排
水
を
三
六
七

t
／
日
か
ら
三
五
五

t
／
日
へ
、
そ
の
他
を
八
九

t
／
日
か
ら
八
七

t
／
日
に
削
減
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

削
減
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
発
生
汚
濁
負
荷
量
は
六
四
年
度
に
九
三
三

t
／
日
に
増
加
す
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
六
四
年
度
の
削

(105) 

減
目
標
量
は
、
こ
れ
の
九

0
％
に
当
た
る
。
ま
た
、
五
四
年
度
の
修
正
実
績
値
を
一

0

0
％
と
す
る
と
、
五
九
年
度
の
実
績
値
よ
り
も
、

五
％
の
削
減
に
当
た
り
、
量
に
し
て
五
五

t
／
日
で
あ
る
。
こ
の
量
は
、
第
一
期
の
総
量
規
制
で
削
減
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
量
の
半
分

発
生
源
別
に
削
減
の
率
と
量
を
見
る
と
、
生
活
排
水
は
八
％
、

て
い
る
量
と
、

（ア）

(a) 

第
二
期
の
総
量
削
減
基
本
方
針
（
表
16)
は
、
瀬
戸
内
海
に
流
入
す
る
水
の
汚
濁
負
荷
鼠
を
、

ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
産
業
排
水
は
三
％
、

五
九
年
度
の
八
一

O
t
／
日

四
一

t
／
日
で
あ
っ
て
、
第
一
期
の
総
量
規
制
で
削
減
さ
れ
た
と
さ
れ

――
-
t
／
日
に
す
ぎ
ず
、
第
一
期
で
削
減
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い

~ 
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は
、
「
人
口
の
伸
び
率
を
用
い
た
」
。

）
 
c
 
（
 

る
量
よ
り
五

0
t
／
日
も
少
な
い
。
そ
の
他
は
二
％
、
二

t
／
日
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
第
一
期
で
削
減
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
六

t
／
日

よ
り
少
な
い
。
総
量
の
う
ち
で
生
活
排
水
と
産
業
排
水
と
が
占
め
る
割
合
は
、
六
四
年
度
も
五
九
年
度
と
ほ
ぽ
同
じ
の
四
八
％
と
四
二
％

府
県
別
に
削
減
率
（
五
四
年
度
の
修
正
実
績
値
を
一

0
0％
と
す
る
）

ト
レ
ン
ド
し
、

に
な
る
。

口

を
見
る
と
、
大
阪
湾
関
係
府
県
が
大
き
く
、

筆
頭
に
、
大
阪
八
％
、
兵
庫
七
％
、
京
都
六
％
で
あ
る
。
大
阪
と
兵
庫
は
、

五
九
年
度
の
汚
濁
負
荷
量
も
多
く
、

く
越
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
奈
良
と
京
都
は
そ
れ
が
少
な
く
、
各
々
三

0
t
／
日
、

1
0
 ％の
奈
良
を

1
0
 0
t
／
日
を
大
き

四
六

t
／
日
で
あ
っ
て
、
削
減
率
が
〇
＼
三
％
五
九

に
す
ぎ
な
い
和
歌
山
、
徳
島
、
香
川
、
福
岡
の
そ
れ
と
同
じ
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
削
減
率
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
他
方
、

年
度
の
汚
濁
負
荷
量
が
六
〇
＼
九
二

t
／
日
の
県
の
多
く
（
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
大
分
）
は
、
削
減
率
が
五
＼
六
％
で
あ
る
が
、
愛
媛

県
だ
け
は
二
％
に
す
ぎ
な
い
。

⑯
こ
の
よ
う
な
削
減
目
標
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
通
し
が
立
て
ら
れ
た
。

総
量
規
制
地
域
は
人
口
と
産
業
が
集
中
し
、
人
口
は
今
後
と
も
少
し
ず
つ
増
加
す
る
が
、
下
水
道
等
の
生
活
排
水
の
処
理
施
設
の
整
備

等
も
鋭
意
進
め
ら
れ
る
。
産
業
に
つ
い
て
も
、
経
済
動
向
に
従
っ
て
、
操
業
率
の
向
上
、
用
水
使
用
量
の
増
大
な
ど
も
生
じ
る
。
し
か
し
、
(Hli) 

鉱
業
、
製
造
業
等
の
う
ち
素
材
型
、
用
水
型
の
産
業
の
伸
び
は
大
き
く
な
く
、
工
業
出
荷
額
当
た
り
の
発
生
負
荷
量
は
減
少
傾
向
に
向
か
う
。

こ
の
う
ち
、
産
業
排
水
に
係
る
六
四
年
度
の
排
水
量
の
値
は
、
香
川
県
で
は
、
次
の
伸
び
率
を
五
九
年
度
の
排
水
量
の
値
に
乗
じ
て
、

(101) 

算
出
さ
れ
た
。
「
製
造
関
係
業
種
」
に
つ
い
て
は
、
「
産
業
分
類
（
中
分
類
）
毎
に
過
去
―

0
年
間
の
補
給
水
量
の
推
移
か
ら
回
帰
直
線
で

さ
ら
に
、
六
四
年
度
ま
で
の
新
規
立
地
予
定
企
業
分
を
加
算
し
て
求
め
」
、
「
生
活
関
連
業
種
」
（
旅
館
業
な
ど
）
に
つ
い
て

(108) 

こ
の
見
通
し
の
も
と
に
、
「
実
施
可
能
な
限
度
に
お
け
る
対
策
努
力
を
前
提
に
」
削
減
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

で
あ
る
か
ら
、
今
期
も
ま
た
大
幅
な
改
善
は
期
待
で
き
な
い
。

る」。

（叩）

一
般
的
に
は
第
一
期
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
系
汚
濁
源
に
つ
い
て
は
、
「
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は

削
減
の
方
途
は
、

そ
の
負
荷
の
抑
制
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
、
底
泥
の
し
ゅ
ん
せ
つ
と
養
殖
漁
場
対
策
に
つ
い
て
も
、
従
来
と
同
じ
対
策
が
示
さ

(llo) 

れ
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
生
活
排
水
と
産
業
排
水
に
つ
い
て
は
、
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
削
減
努
力
を
求
め
る
こ
と
に
留
意
し
て
以
下
の
施
策
を

(lll) 

総
合
的
に
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
、
今
期
の
総
菫
規
制
の
特
色
が
あ
る
。

第
一
に
、
生
活
系
汚
濁
源
の
「
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
に
占
め
る
割
合
は
増
え
て
お
り
、
下
水
道
等
の
生
活
排
水
の
処
理
施
設
の
整
備
等

が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
」
か
ら
、
「
下
水
道
の
整
備
普
及
に
格
段
の
努
力
を
払
う
必
要
が
あ
る
」
。
し
尿
処
理
施
設
、
し
尿
浄
化
槽
及
び

生
活
雑
排
水
に
つ
い
て
も
、
対
策
を
一
層
推
進
す
る
。
し
尿
処
理
施
設
対
策
と
し
て
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
整
備
の
促
進
が
新

た
に
示
さ
れ
、

し
尿
浄
化
槽
対
策
は
「
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
維
持
管
理
の
徹
底
や
合
併
浄
化
槽
の
普
及
の
促
進
」
で
あ
る
。

第
二
に
、
指
定
地
域
内
事
業
場
に
つ
い
て
「
排
水
処
理
技
術
の
水
準
、
業
種
等
の
実
態
を
勘
案
し
、
特
に
対
策
の
遅
れ
て
い
る
も
の
に

対
す
る
対
策
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
留
意
し
て
総
量
規
制
基
準
を
見
直
す
こ
と
と
し
、
全
体
と
し
て
公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め

第
三
に
、
「
総
量
規
制
基
準
の
適
用
さ
れ
て
い
な
い
小
規
模
事
業
場
、
未
規
制
事
業
場
の
負
荷
量
の
割
合
が
相
対
的
に
大
き
な
も
の
と
な

(m) 

っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
負
荷
量
の
大
き
な
未
規
制
業
種
に
つ
い
て
は
規
制
対
象
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
事
業
場

に
つ
い
て
も
負
荷
量
削
減
の
指
導
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
」
。

り
①
今
期
の
総
量
規
制
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

C
O
D
汚
濁
負
荷
の
量
は
、
第
一
期
に
削
減
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
量
よ
り
、
随
分
少
な
い
。
第
一
期
で
の
削
減
量
で
す
ら
、
瀬
戸
内
海
海
域
で
の

C
O
D
濃
度
の
大
幅
な
改
善
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
の

: 
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せ
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
。

る
。
福
岡
県
に
つ
い
て
は
、
産
業
排
水
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
増
加
を
す
ら
認
め
て
い
る
（
表
25)0

鼠
が
五

0
面
以
上
の
特
定
事
業
場
の
発
生
汚
濁
負
荷
量
の
増
加
は
、
香
川
県
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
表
26)
。
し
か
も
、
汚
濁
負
荷
量
の

削
減
は
、
産
業
排
水
に
つ
い
て
も
、
下
水
道
へ
汚
排
水
を
流
入
さ
せ
る
こ
と
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い

(c) 
加
え (b)
ヽ

と
こ
ろ
で
、
六
一
年
の
中
央
公
害
対
策
審
議
会
の
答
申
は
、
「
閉
鎖
性
海
域
に
お
け
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
適
切
な
科
学
的
判
断
を

C
O
D
と
栄
養
塩
類
を
も
含
め
た
よ
り
合
理
的
、
総
合
的
な
海
域
の
環
境
保
全
施
策
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
」
る

(113) 

と
し
て
い
る
。

一
層
の
科
学
的
知
見
の
蓄
積
に
基
づ
い
て
、
制
度
の
改
善
を
図
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
前
記
の
答
申
が
、

現
在
の

C
O
D
環
境
基
準
の
全
面
的
達
成
と
い
う
目
標
を
断
念
す
る
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
い
に
問
題
が
あ
る
。

(114) 

現
在
の
総
量
規
制
で
は
、
「
対
象
水
域
の
水
質
等
の
現
状
か
ら
、
環
境
基
準
の
全
面
的
な
達
成
を
前
提
と
し
た
目
標
値
を
」
設
定
し
て
い

(115) 

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
「
目
標
値
を
直
ち
に
設
定
し
え
な
い
こ
と
」
の
問
題
は
、
「
今
後
更
に
解
明
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
基
本
計
画
の
「
水
質
保
全
の
目
標
に
関
し
て
は
、
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
る
海

域
で
あ
っ
て
も
利
用
目
的
等
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
当
該
環
境
基
準
よ
り
も
良
好
な
水
質
を
可
能
な
限
り
維
持
す
る
方
向
で
水
質
環
境
基
準

(116) 

の
あ
て
は
め
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
環
境
基
準
が

全
面
的
に
達
成
さ
れ
て
も
な
お
、
水
質
は
十
分
に
良
好
な
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
の
総
量
規
制
は
、

す
ら
現
実
の
目
標
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
の
解
明
の
努
力
は
、
当
然
、

達
成
と
い
う
目
標
の
実
現
の
方
法
を
探
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

環
境
基
準
を
全
面
的
に
達
成
す
る
た
め
に
は
、

（表
26
参
照
）
。

一
日
当
た
り
の
平
均
排
出
水

ま
ず
現
在
の
環
境
基
準
の
全
面
的

や
は
り
有
機
物
の
排
出
源
か
ら
の

C
O
D
汚
濁
負
荷
量
の
発
生
を
大
幅
に
減
少
さ

と
こ
ろ
が
、
今
期
の
総
量
規
制
で
は
、
産
業
排
水
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
が
極
め
て
小
幅
で
あ

こ
の
不
十
分
な
目
標
を

三
二
四
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（表25) 発生源別のCOD削減率 (59年度実績と64年度目標の比較、単位％）

【瀬戸

生活排水産業排水その他 合計

京都 10 0 0 7 山口

大阪 11 9 12 10 徳島

兵庫 15 2 0 9 香川
奈良 9 17 0 10 愛媛
和歌山 0 5 0 2 福岡
岡山 6 7 0 5 大分

広島 10 3 0 6 計

濠福岡県の「削減率マイナス 8%~ は、 CODか8%増加することを示す。
出典：朝日新聞昭和62年4月25日

内 海】

生活排水産業排水

12 5 
0 0 
0 0 

4 0 
14 -8 
10 3 
9 3 

o
o
o
l
o
o
2
 

他のそ t
 

二三

1
7
0

0

 2
3
5
6
 

合

（表26) 産業排水系の汚濁負荷量（香川県）

（I-三1)*+~~fl芸翌丈蕊惑，皿（は追ぞ皿栗
59 年度

64 年 度 削 減 量

現状処理ベース 削減対策ベース 削減量
(5削9年減度対—策-6ベ4年ー度ス）

削減の方途と内容

フレーム値
汚濁負荷量

フレーム値
汚濁負荷量

フレーム値
汚濁負荷量

(B-C) フレーム値
汚濁負荷量

(A) (B) (Cl (A-C) 

排水量 千面，1日 kg/日 千面／日 kg; 日 千面／日 kg/日 kg/日 千面／日 kg/日 下水道への流入促進

50m'/日以上の 117.3 2,283 136.9 2,597 136.0 2,513 84 
-18.7 ~230 

排水処理施設の維持管理の徹底

特定事業場 (65.0%) (26.0%) (67 .6%) (27.7%) (67. 2%) (28.4%) (15.1%) 新・増設に際して高度処理施設の導入

排水量
19.4 3,355 20.5 3,604 19.8 3,248 356 下水道への流入促進

SOm'/日未満の -0.4 107 
特定事業場

00. 7%) (38.2%) (10.1%) (38.4%) (9.8%) (36.8%) (64.0%) 排水処理施設の整備の促進

未規制 30.7 2,940 31.9 2,993 30.8 2,854 139 
-0.1 86 

下水道への流入促進

事業場 (17 .0%) (33.5%) (15.8%) (31.9%) (15.2%) (32.3%) (25.0%) 排出水の水質管理の指導

下水処理場 13.1 198 13.1 198 15.8 221 -23 
-2.7 -23 

（産業分） (7.3%) (2.3%) (6.5%) (2. 1%) (7.8%) (2 .5%) (-4.1%) 

ム 計
180.5 8,776 202.4 9,392 202.4 8,836 556 

-21.9 -60 ロ (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) 

注 1. 香川県「総量削減計画説明資料」3頁の表の一部を削除し、かつ各欄の百分率と「削減量(591'戸t-64if.度削減対策ベース）」の欄を新たに付け加えて、再編したものである。
2. 「フレーム値」とは排水量をいう。
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(101)
「
基
本
方
針
（
六
二
年
）
」
。

(102)
注

3
参
照
。

(103)
中
公
審
答
申
（
五
二
年
）
別
紙
1
②
o

(104)
中
公
審
答
申
（
六
一
年
）
別
添
I
2
田。

(105)
「
参
考
資
料
（
六
二
年
）
」

4
③
ハ
、
二
。

(106)
中
公
審
答
申
（
六
一
年
）
別
添
I
2
m
。

(107)
香
川
県
「
総
址
削
減
計
画
説
明
資
料
」
（
昭
和
六
二
年
二
月
ニ
ハ
日
）
（
香
川
県
公
害
対
策
審
議
会
で
用
い
ら
れ
た
も
の
）
三
頁
。

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(111) 

確
か
に
、
今
期
の
総
量
規
制
に
当
た
っ
て
、
多
く
の
業
種
の
許
容
汚
濁
負
荷
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
総
量
規
制
基
準
が
改
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
お
、
多
く
の
工
場
・
事
業
場
に
と
っ
て
、
総
量
規
制
基
準
は
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
発
生
さ
せ
て
い

る
汚
濁
負
荷
量
は
そ
の
基
準
よ
り
ず
っ
と
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

も
し
今
後
操
業
率
が
高
ま
っ
て

排
水
量
が
増
大
す
れ
ば
、
総
量
規
制
基
準
に
違
反
す
る
工
場
・
事
業
場
が
全
く
な
く
て
も
、
汚
濁
負
荷
量
は
随
分
と
増
大
し
て
し
ま
う
。

計
画
さ
れ
た
小
幅
の
削
減
す
ら
達
成
で
き
な
い
と
い
う
事
態
も
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
ま
れ
る
最
も
重
要
な
原
因
は
、
総
量
規
制
の
方
法
に
欠
陥
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
産
業
活
動
へ
の
規
制
を
緩

和
す
る
傾
向
が
、
昭
和
五

0
年
頃
か
ら
公
害
・
環
境
行
政
に
お
い
て
目
立
っ
て
き
た
が
、
そ
の
傾
向
が
こ
の
問
題
を
生
み
出
し
て
い
る
と

(118) 

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
の
水
質
の
改
善
と
環
境
基
準
の
達
成
・
確
保
と
い
う
目
標
を
し
っ
か
り
と
保
持
す
る
な
ら
ば
、
生
活
排

水
対
策
を
強
化
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
産
業
排
水
対
策
も
な
お
一
層
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
業
排
水
対
策
で
は
、
小
規
模
の
エ

場
・
事
業
場
へ
規
制
を
拡
大
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
規
模
の
工
場
・
事
業
場
へ
の
規
制
の
一
層
の
強
化
を
も
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

三
二
六
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瀬戸内海の有機物汚濁削減対策（中山）

(108)
中
公
審
答
申
（
六
．
年
）
別
添
I
2
①。

(109)
「
基
本
方
針
（
六
二
年
）
」

3°

(llO)
（Ill)
中
公
審
答
申
（
六
一
年
）
別
添
ー
2
①。

(112)
香
川
県
で
は
五
九
年
度
に
、

1

日
当
た
り
の
排
水
量
が
五

03m未
満
の
特
定
事
業
場
が
、
排
水
量
で
全
体
の
一
一
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、

汚
濁
負
荷
拭
で
は
全
体
の
．．． 

八
％
を
占
め
る
。
こ
れ
と
未
規
制
事
業
場
（
排
水
趾
で
は
全
体
の
一
七
％
）
の
三
四
％
を
合
わ
せ
る
と
、
汚
濁
負
荷
量
の
総

拭
の
七
二
％
が
こ
れ
ら
の
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
表
26)
。
も
っ
と
も
、
「
番
の
州
工
業
地
帯
を
除
く
と
」
「
大
規
模
な
直
化
学
［

業
が
少
な
く
、
汚
水
処
理
の
困
難
な
食
品
製
造
業
等
の
中
小
L
場
が
多
い
」
の
が
、
香
川
県
の
従
来
か
ら
の
特
色
で
あ
る
（
香
川
県
『
環
境
白
書
（
五
七

年
度
版
）
』
一

0
四
貞
）
。
し
た
が
っ
て
、
お
そ
ら
く
他
の
府
県
の
多
く
で
は
、
＿
日
当
た
り
の
排
水
量
が
五

0
面
未
満
の
特
定
事
業
場
と
未
規
制
事
業
場

の
汚
濁
負
荷
量
が
、
総
拭
の
中
で
占
め
る
割
合
は
、
香
川
県
ほ
ど
高
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(113)
中
公
審
答
申
（
六
＿
年
）
別
添
I
2
②。

(114)
中
公
審
答
申
（
五
二
年
）
別
紙
l
⑤。

(115)
中
公
審
答
申
（
五
二
年
）
別
紙
I
⑥。

(116)
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
審
議
会
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
第
三
条
の
瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本
と
な
る
べ
き
計
画
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
（
昭
和
五
一
年
―
二
月
一
日
答
申
3
号
、
瀬
環
審
二
三
号
）
別
紙
、
留
意
事
項
ー
。

(117)
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
」
（
昭
和
六
一
年
環
境
庁
告
示
四
六
号
）

は
、
二
三
五
個
の
業
種
区
分
の
う
ち
一

0
0強
の
区
分
に
つ
い
て
、

C
等
の
値
を
従
来
よ
り
厳
し
く
し
た
。
こ
の
範
囲
内
で
定
め
ら
れ
た
香
川
県
の
総
量

規
制
基
準
の

C
等
の
値
も
、
そ
れ
と
同
数
ぐ
ら
い
の
業
種
区
分
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
も
厳
し
い
も
の
に
変
え
ら
れ
た
（
昭
和
六
二
年
五
月
二
八
日
香
川

県
公
示
四
七
六
号
）
。

C
等
の
値
は
、
「
用
水
原
単
位
の
向
上
等
水
使
用
合
理
化
に
伴
う
排
水
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
関
す
る
汚
染
状
態
の
値
の
増
加
、
取
水
中
の
化
学
的
酸

素
要
求
量
に
関
す
る
汚
濁
負
荷
、
原
材
料
製
造
方
法
等
の
相
違
に
よ
る
排
水
性
状
の
相
違
、
従
来
の
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
関
す
る
規
制
に
対
す
る

対
応
方
法
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
の
た
め
に
採
ら
れ
た
措
置
、
中
小
企
業
等
に
配
慮
の
上
現
実
的
に
対
応
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
実
態
に
即
し
た
適
切

な
」
も
の
に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
総
理
府
令
等
の
改
正
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
一
年

環
水
規
二

0
六
号
）
）
。
上
記
の
配
慮
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、
「
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
の
た
め
に
採
ら
れ
た
措
置
」
は
、
第
一
期
の
総
量
規
制
で
は
例
示
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
（
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
総
量
規
制
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
四
年
環
水
規
一
四
九
号
）
）
。
香
川
県
で
は
、
上
記
の
六
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つ
の
事
項
の
う
ち
の
第
＿
、
第
一
―
-
、
第
五
、
第
六
の
事
項
と
、
「
目
標
年
度
に
お
け
る
実
施
可
能
な
汚
水
等
の
処
理
技
術
の
水
準
」
、
「
条
例
に
よ
る
上
乗

せ
排
水
基
準
に
対
す
る
対
応
状
況
」
、
「
そ
の
他
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
汚
染
状
態
に
係
る
事
項
」
を
勘
案
し
て
、

C
等
の
値
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
た
（
昭

和
六
二
年
四
月
三

0
日
香
川
県
公
告
一
八
一
号
の
二
、
二
ロ
）
。

(118)
伊
藤
護
也
氏
、
富
井
利
安
氏
ら
は
、
す
で
に
第
一
期
の
総
量
規
制
に
つ
い
て
、
削
減
率
が
極
め
て
小
幅
に
な
っ
た
原
因
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
四
条
の
二

第
二
項
が
、
「
人
口
及
び
産
業
の
動
向
、
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
技
術
の
水
準
、
下
水
道
の
整
備
の
見
通
し
等
を
勘
案
し
、
実
施
可
能
な
限
度
に
お
い
て
」

と
い
う
限
定
を
つ
け
た
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
は
「
か
つ
て
放
棄
し
た
『
経
済
と
の
調
和
』
へ
の
逆
行
の
方
向
で
あ
り
」
、
「
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
」
「
伸

縮
自
在
な
目
標
設
定
を
許
容
し
て
し
ま
う
も
の
」
で
あ
る
と
、
批
判
さ
れ
る
（
伊
藤
・
前
掲
瀬
戸
内
海
環
境
研
究
創
刊
号
一
五
六
頁
、
同
「
瀬
戸
内
法
の

実
施
過
程
」
広
島
大
学
総
合
科
学
部
紀
要
I
I

「
社
会
文
化
研
究
」
八
巻
（
／
几
八
三
年
）
五
三
頁
、
伊
藤
護
也
・
富
井
利
安
•
藤
田
浩
「
瀬
戸
内
保
全
法

制
の
理
論
的
検
討
」
法
律
時
報
五
一
巻
五
号
（
一
九
七
九
年
）
八
九
頁
、
富
井
・
前
掲
九
九
頁
）
。
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